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第 112 図  熨斗瓦・隅木蓋瓦（S=1/4）
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第 113 図  面戸瓦・雁振瓦（S=1/4）
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第 114 図  鳥衾瓦（S=1/4）

形状や大きさである。しかし、文様がⅢ期に位置づけ

られる SKM10 等の文様に酷似していることから、こ

れを模倣したと考えられる。文様は複弁 8 葉蓮華文

である。中房に 1+8 の連子を置く。外区に珠文が巡り、

笵傷が多く見られる。文様が SKM10 に酷似している

ことや、焼成が堅緻で胎土が精良であり、この時期の

軒先瓦の焼成や胎土が類似することから、Ⅲ期頃に位

置づけられると推測している。また、この形状のもの

は本来、中世以降に多く見られるものであり、今後の

発掘調査等で詳細な年代や技法等を明らかにする必要

がある。

7）隅切瓦（第 115 図‐ 369 ～ 372）
　隅切瓦は宇瓦の SKH01A、SKH01C、SKH03 と女

瓦で確認している。

　369 は SKH01C で あ る。370 は SKH01A で あ る。

右側側面を隅切りしており、通常の側面成型よりも粗

い削り方である。通常のタイミングで行う側面ケズリ

よりも時間が経過してから隅切りを行ったと考えられ

る。凸面はナデ整形、凹面もナデ整形を行い側面側に

調整 1 度入れる。372 は SKH03 であり、左側側面を

隅切りしている。凹凸面ともにナデ整形を行っており、

通常の SKH03 と同じ整形状況である。全体的灰被り

をしている。

　371 は女瓦である。凸面に縄縦 C の叩き具で整形

されている。凹面は布目痕と布かがり痕、粘土板合わ

せ目痕が見られる。粘土板桶巻作りである。

他の隅切瓦を含めて切り位置を検討すると狭端面

に近く、小さい範囲しか切り込んでいないものや 370

等のように広端面から大きく切り込むものなど、切り

位置のヴァリエーションは多く、屋根の構造に合わせ

て隅切瓦の生産を行ったと考えられる。基本的には焼

成前に綺麗にケズリ成型をしているが、86 のように

消費地で瓦を打ちかえたものがあり、多少なり現地で

屋根に合わせて瓦と屋根の接着状況を調整したと考え

られる。

第 7 節　塼　（第 116 ～ 119 図‐ 373 ～ 390）

　出土した塼は主に方形塼と台形塼に分類される。い

ずれの面もナデやケズリによる整形が見られる。一

部薄いものがあり、布目が残るものがある（写真図

版 24）。全点ではないが中央に孔が見られ、前後の塼

同士或いは地面との固定用のものと考えられる。作り

方は粘土板を 3 ～４枚程度重ねて或いは塊上のもの

を型に詰めて成型する。詰める工程で拳か棒状のもの

で突き固めながら成型していく。そのため、突き固め

た面に次の粘土を押し込むため上面の粘土はネガポジ

の関係になり、製作時の上面下面が分かる（写真図版

23）。色調はおおよそ灰色～暗褐色で一部赤褐色のも

のもある。焼成は良好なものが多い。

　完形品の法量を見ると長方形塼は 2 種類、台形塼
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第 116 図  塼①（S=1/4）
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第 117 図  塼②（S=1/4）
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第 118 図  塼③（S=1/4）



150

出土遺物

第 119 図  塼④（S=1/6）

は 2 種類に分類できると考えられる。

　長方形塼は長辺 40㎝前半代×短辺 27㎝前後×厚

さ 14㎝前後に分類される長方形①、次に長方形①に

比べ一回り小型な長辺 37㎝前後×幅 25㎝前後×厚み

12㎝前後の長方形②に分類できる。明確な分類差は

長方形塼程見受けられなかったが、長辺 37 ～ 38㎝

台×短狭辺 18 ～ 19㎝台×短広辺 24 ～ 25㎝×厚さ

12 ～ 14㎝台の台形①と長辺 37㎝前後×短狭辺 17㎝

台×短広辺 23㎝台×厚さ 13 ～ 14㎝の台形②に分類

できる。技法はいずれの型式も前述した技法で製作さ

れている。重量は完形品が少ないこともあるが、同型

式でも重量の差異が見られる。

　塼は全点数の重量を計測することができ、総重量

2251㎏である。年度別は 83 年度で 76.9㎏、84 年度

で 223.5㎏、85 年度で 780㎏、86 年度で 113.6㎏、

年度不明のもので 1056.8㎏である。完形のものは長

方形塼で最大で 26㎏、平均的なもので 23.0 ～ 24.5㎏、

台形塼で最大 22.5㎏、平均的なもので 19 ～ 20㎏台
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である。出土した量としては長方形、台形がおおよそ

半数ずつである。乱暴な計算であるが、長方形塼の平

均重量を 24㎏としたときに約 93 個体分、台形塼の

平均重量を 19.5㎏にしたとき約 115 個体分の塼が出

土したと推測される。

　塼類の特徴で長方形塼にはヘラ記号が多く、「キ」「山

■」「一千」等の多彩な文字が確認できる（第 118 図）。

文字は台形塼には見られず、長方形塼のみであること

から生産集団がそれぞれ違うと考えられる。番付との

指摘もある（国分寺町 1996）。

　出土位置は昭和 60 ～ 61 年の僧房調査時に多く出

土しており、原位置から移動しているものが多い。し

かし、遺構に関係がある出土状況として、長方形塼は

僧房跡で地覆及び中央間の暗渠護岸用、北面築地でも

暗渠護岸用に使用された。台形塼は僧房跡で唐居敷座

として使用された可能性がある（写真遺構編 43.2）。

長方形塼と後述する切石は僧房跡の地覆及び唐居敷座

として使用されたと考えられるが、後世の転用の可能

性も指摘されている（国分寺町 1996）。

　年代は僧房の間仕切りに使用されたことから創建期

に相当すると考えられる。他の遺構で出土してものは

詳細な年代を抑えることは難しいが、出土しているも

のは製作技法や焼成等が類似することからいずれも創

建期に生産されたと推測される。　

第 8 節　文字瓦（第 120 図‐ 391 ～ 398）

　文字は記号とも考えられ「－」「×」等、「　］大■」、

「　］十歳」等が出土している。

　「≠」は 393 で器種は女瓦である。「－」と同様で

凸面整形や焼成等にヴァリエーションがある。この文

字に類似したものが塼にも見られるが関連性は不明で

ある（382 等）。

　「－」は 394 で器種は女瓦である。記名されたもの

の種類は、女瓦が大半であり、熨斗瓦や男瓦に少量見

られる。凸面は格子叩き（斜格子Ａ）である。凸面の

叩きは種類不明であるが、数種類の格子叩きや縄叩

き、ナデ整形のものが確認できる。焼成や胎土もヴァ

リエーションがある。文字の表記もヘラ書きのものや

指書きのものがある。記名宇位置は凸面が多い。文字

の意味は不明だが、叩き具の種類や胎土や色調のヴァ

リエーションが多いことから長期間に渡り何らかの意

味を持ち、記名されたと推測される。

　「×」は 396 で器種は女瓦である。396 は墨書であ

るが、他の個体はへら書き、指書き等で表記するもの

が大半である。「－」と同様で凸面整形や焼成等にヴァ

リエーションがある。

　「　］十歳」は 397 で器種は女瓦である。凸面は縄

叩き後にナデ整形を施す。年号を示すものと推測され

るが、年号に十歳と示す年号がないことから今後検証

する必要がある。

　「　］大■」は 398 で器種は男瓦である。

　「伏瓦」は 391 で凹面に記入している（SKH05A）。

「ｲ大」は異体字である。

　前冊で提示したが、「国分金光明（寺？）■」とヘ

ラ書きされた文字瓦が出土している（写真図版 25-

６）。前回の報告と異なる点は「寺」と思われる文字

と解読不明の文字が見られる。ヘラ書き後に半裁して

いることから桶巻作りである。出土位置から築地塀と

考えられる。「国分」と「金光明」を併記する例は天

平 17 年に太宰府伝播で見られる（岩波 1991）

　前述したように塼も文字が記入され、「山■？」

（378）、「一千」（379）、「水？」（380）が挙げられる。

文字の記名率は女瓦に多く、その他の器種は少量

である。しかし、長方形塼は文字のバリエーションが

あり、種類が豊富である。文字は「－」「×」が圧倒

的に多く、次いで「≠」である。他の文字は 1 点の

みである。

第 9 節　その他の瓦塼類及び石製品

その他の瓦塼類（第 121 図‐ 399 ～ 400）

　用途不明なもので 399・400 が挙げられる。399

は中央がボール状に湾曲している。色調は灰白色で焼

成は良好で瓦質である。400 も付け根部分が湾曲し

ている。焼成や胎土は 399 と同様である。

棟飾瓦（第 121 図‐ 401）

　401 は菱形を呈する菊花文で、離れ材としてキラ

粉を使用する。裏面には棟に差し込む方形の突起があ

る。ナデ調整によって仕上げる。

石製品（第 121 図‐ 402・403）

　402 は唐居敷座の一部と考えられる石製品である。

材質は凝灰岩で角閃石や白色砂粒、黒色砂粒を多量に

含む。台座が逆台形状に切込み、柱等を据えたと考え

られる。403 は凝灰岩の切り石である。写真図版 27

のように塼類と同様に地覆として使用したものであ

る。
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第 120 図  文字瓦（S=1/4）
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第 121 図  その他の瓦塼類・石製品（S=1/4）
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第 1 節　胎土・色調・焼成状況から見る
　　　　瓦の分類

　各器種・型式で胎土や焼成の特徴について前述した

とおりであるが、改めて軒先瓦を基準に傾向を記述す

る。まず、胎土であるが、瓦類全体の特徴として多寡

はあるが、白色粒が入っており、混和剤と考えられる。

この胎土をベースに黒色粒や赤色粒等の粒子が混入

し、軒先瓦では型式ごとに混入物が入ることが判明し

た。ただ、SKH01A 等のように白色粒のみの個体と赤

色粒を含むものがあり、明確に線引きできない型式も

ある。その状況を表したものが第 122 図（上段）で

ある。

まず、胎土別に分析した際、白色粒のみであるも

の は SKM01・04・05・06 で あ る。SKM01 は 技 法

によって砂粒の細粗はあるが、基本的に白色粒のみで

ある。一方、赤色粒を出土量の大半で見られるもの

は SKM03L・07・08・16・17、SKH05・06・09・

10・12・18 である。白色粒のみのものと赤色粒を

含むものが半数前後のものが、SKM03A・09・15、

SKH01 全般・03 である。黒色粒を多く含むものとし

て SKM02A・SKM02L が挙げられる。混和剤を含め

た粒子の大きさは型式によって 1 ～ 2㎜前後を主体と

するものと、3 ～ 5㎜を主体とするものに分けられる。

1 ～ 2㎜前後のものは SKM01 ～ 06、SKH01 ～ 06

である。もちろん個体による差異や遺物観察表では 5

～ 8㎜台と大型の粒子を含んでいるものもあるが、基

本的に 1 ～ 2㎜の粒子を多く含む傾向にある。3 ～ 5

㎜を主体とするものは SKM07・08・09、SKH02・

05 である。

　色調や焼成状況を見ると大きく 2 種類に分けられ、

暗灰色～灰色系で焼成が硬質なものと灰色～にぶい黄

橙色系で焼成が軟質であるものに分けられる。その状

況を表したものが第 122 図（下段）である。前者に

位置づけられるものは SKM01 ～ 06・10A、SKH01

全 種、SKH03・04・06 で あ る。 後 者 は SKM07 ～

09・15・17、SKH05・09・10・12・18 である。また、

窯での焼成時に着床した灰被りが顕著に見られるもの

が SKM05 と SKH03・06 である。灰被りは SKH01A

等で 1 ～ 3 点程度見られるが、SKM05、SKH03・06

が顕著に見られる 1 群である。

　含有物と焼成の結果を踏まえ、第 6 表や第 122 図

のＡ～Ｄの４つのグループに分類できると考えられ

る。まずＡグループの特徴は焼成は良～硬質のものが

多く、色調は灰色～暗灰色系である。胎土は白色粒の

みを含んでいるものが多い。もちろん SKH01A 等の

ように赤色粒を含んでいる型式もあるが、焼成や色調

を含めて総合的に判断した際にＡグループに属すと考

えられる。ＢグループはＡグループと胎土、焼成は類

似するが、灰被りを受けており、Ａグループと比較し、

生産地や時期等が異なると考えられる。Ｃグループも

同様にＡグループと焼成は類似するが、胎土に黒色粒

を含んでいるグループである。SKM03A は技法を含

めて検討すると現状ではＡグループに属すと考えられ

るが、今後の調査研究によってはＣグループに属され

る可能性もある。Ａ・Ｂ・Ｄグループは創建期（Ⅰ・

Ⅱ期）の時期に生産されたと考えられる。Ｃグループ

は胎土に赤色粒を含み、灰色～にぶい黄橙色系で焼成

が軟質なグループである。平安期（Ⅳ期）に属すと

考えられる。Ⅲ期に位置付けられる瓦類（SKM15 や

SKH10 等）は A ～ D グループのいづれかに偏るとい

う傾向はつかめず、いずれかに属すというものである。

　この傾向を男瓦や女瓦に当てはめると、凡そ一致す

ると考えられ、技法や作り等を含め検討した結果、創

第４章　総括

分類 色調 焼成 胎土（含有物） その他 型式

グループA 灰～暗灰色系 硬質が多い
精良で白色粒（一部に赤色粒が
混ざる）

SKM01～06・15
SKH01・04

グループB 灰～暗灰色系 硬質が多い
精良で白色粒（一部に赤色粒が
混ざる）

灰被り
SKH03・06

グループC 灰色～にぶい橙色系 軟質が多い
赤色粒（一部白色粒多い個体も
ある）

SKM07～09・17
SKH05・09
　　10・12・18

グループD 灰～暗灰色系 硬質が多い 黒色粒が多い

第 6表	 胎土・焼成等分類一覧表
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第 122 図  胎土別・焼成状況相関図
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建期に位置づけられるものは暗灰色～灰色系で焼成が

硬質なものが多く、平安期の時期が下がるものは灰色

～にぶい黄橙色系で焼成が軟質であるものが多い。鐙

瓦・宇瓦も含め焼成時の窯内の位置によって色調や焼

成状況が変化することは念頭に置かなければならない

ので、今後の発掘調査状況によってグルーピング等を

再考する必要はある。また、男瓦と女瓦は赤色粒の混

入が型式ごとに明確に分類することが困難で、赤色粒

を確認できる個体も鐙瓦・宇瓦の割合から考えると少

量であると考えられる。

第 2 節　創建期における瓦の技法
　　　　について

　軒先瓦や男瓦・女瓦をはじめ、分類ごとに多様な瓦

の製作技法を確認した。ここでは創建期の瓦類を中心

に製作技法から見る瓦の変遷について簡潔に記した

い。

　まず、鐙瓦の製作技法は SKM01 で接合式と横置型

一本作りを確認しており、笵傷の進行から接合式から

一本作りに変化することはすでに明らかになっている

（妹尾 2017）。SKM04 の変化は妹尾氏も指摘（妹尾

2017）しているとおりだが、今回の分析で枷型があ

る状態 ( 范割れなし）→枷型を抜いた状態で笵割れが

ないもの→中房から笵割れしているもの（接合式）→

笵割れ一本作りになる（尼寺へ）と変化することが明

らかになった。よって、創建期でも初期の頃は接合式

に始まり、その後横置型一本作りに変化することが判

明した。

　宇瓦では SKH01A に粘土板桶巻作りと粘土板一枚

作りが確認できる。両者を比較すると桶巻作りのもの

は文様がシャープで立体感があるものに対し、一枚作

りは下外区に鋸歯文に彫直しが見られる。また、文様

全体のシャープさが失われ、若干丸さがでる。よっ

て、SKH01A は粘土板桶巻作りから粘土板一枚作りに

変化する。SKH01C でも粘土板桶巻作りと粘土板一枚

作りを確認している。SKM01C の桶巻作りは模骨痕

をもつもの、分割線を入れた状態ものを確認している。

SKH01C は左脇区に近い、支葉に笵傷の有無があり、

桶巻作りにはなく、一枚作りには見られることから、

粘土板桶巻作りから粘土板一枚作りに変化することが

判明した。桶巻作りと一本作りの出土割合は数値化は

していないが、今回の調査範囲（僧房跡等のⅡ期に相

当）一枚作りが圧倒的に多く、桶巻作りが少ない状況

である。

桶巻作りから一枚作り・一本作りに変化した様相

は創建期の主要な造瓦組織（国衙系工房）に影響した

と推測される。国衙工房の瓦は府中・山内瓦窯跡で生

産されたもので国衙工房が関わっており、国分寺の

主要な瓦生産組織としての位置づけは現状と変わりな

い。一方で、平城京系の瓦は鐙瓦と宇瓦の製作技法は

それぞれ、接合式と段顎・曲線顎であり、一枚作り・

一本作りの技法は入らない。

よって、一枚作りと一本作りは、国分寺や讃岐国

内の造瓦体制において全てに影響したものとは現状考

えておらず、国衙工房内等に一定期間・一部の造瓦組

織に当てはまると推測される。現に、特に横置型一本

作りにおいては国分僧寺・尼寺の造営時は主要な造瓦

生産の一端を担っていることは既に明らかになってい

る。しかし、僧寺・尼寺の造瓦組織は武蔵国や上野の

ように多様な造瓦組織の関与は認められず、国衙工房

による造瓦組織の可能性があり、その中心が府中・山

内瓦窯跡であると考えられる。そのためか、周辺の古

代寺院には、特に一本作りに関してはほぼ分布せず（開

法寺・宝撞寺を除く）国分僧寺と尼寺のみに分布し、

後世には伝えられないことが現状の研究成果からいえ

る。そのため、一本作りの技術を有する工人は一定期

間に製作したのちに国衙工房を離れ、讃岐国を離れた

可能性がある。そのため、一本作りの技術は讃岐国に

広まらなかった可能性が推測される。

　SKH01A・C ともに数量は判明していないが桶巻作

りの点数は少量であり、SKH01 を生産した当初から

早い段階で一枚作りに変化した可能性がある。一方

で SKH01B には桶巻作りは確認できない。出土量は

SKH01A・C に比べ少なく、既往の研究成果を含めた

文様の変化でも SKH01A・C よりも SKH01B は後出

であることが明らかになっている（渡邊 2017）。以

上の状況から、SKH01B は SKH01A・C が一本作りに

なったタイミングで生産が開始されたと推測される。

また、SKH01B は讃岐国分尼寺で主要な生産量になる

ことから、僧寺では他の SKH01 より少量であったと

考えられる。

　女瓦の製作技法は桶巻作りと一枚作りの両方が確認

されている。一枚作りが採用されたタイミングとして

は、宇瓦に一枚作りが採用されたと同時期と考えられ

る。一方で、男瓦の一本作りは全体の出土量から換算

すると極わずかである。一枚作りが入る一方で、男瓦

の主要な生産は依然として桶巻作りが主要と考えられ
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る。

第 3 節　国分寺瓦の生産地について

　国分寺に瓦を供給した窯跡はこれまでの研究で府

中・山内瓦窯跡が挙げられる。府中・山内瓦窯跡は高

松市と坂出市の市境を跨って設置された瓦窯である。

大正 11 年に国指定史跡に指定されているが、本調査

を実施した経歴はなく踏査や採取資料等による分析が

中心である。これまでの研究で窯跡は 13 ～ 14 基存

在したと推測される（渡部 2013b）。これまでに窯構

造が判明できた窯跡は有段式登窯 2 基と有牀式平窯

2 基であるが、焼成室の位置等が大まかに解明できる

のみで全体の様相は不明確である。府中・山内瓦窯跡

からは SKM03A と SKM07、KB06（讃岐国分尼寺）、

SKH01C が出土しており、讃岐国分僧寺と讃岐国分尼

寺出土瓦の主要な生産地として挙げられていた。現在

までに、府中・山内瓦窯跡以外で瓦類の生産地は明ら

かになっていない。

　第 4 章第 1 節で胎土と焼成ごとの分析を行ったが、

創建期に位置づけられたものの中でも SKM01 等の灰

色系のものと SKM05 等の灰被りをしているものの

2 種類に分けられる上に、平安期に位置づけられる

SKM07 等は軟質で灰褐色系で赤色粒を多く含んでお

り、創建期から平安期にかけて４グループに分けられ

る。また、男瓦や女瓦の中でも焼成や胎土、技法が異

なることから府中・山内瓦窯跡以外で生産された可能

性はあり、これまでの発掘調査で明らかになった成果

で製作技法や焼成状況等から他の生産地の可能性につ

いて考えてみたい。その中で、三豊市所在の金鳥池窯

跡と綾川町所在の丸山窯跡で出土する瓦類に同類の叩

き具や製作技法があるためこれらの窯跡について検討

したい。

　三豊市所在の金鳥池窯跡は確認調査により 2 基の

有牀式平窯が確認され、出土する軒先瓦や研究成果

から８世紀末～ 9 世紀頃の窯跡と考えられる（塩冶・

垣見 2013）。同笵の軒先瓦はないが、叩き具や色調

等が類似した女瓦が出土している。叩き具は正格子Ｆ

が挙げられ、色調は灰色～浅黄橙色で焼成も良好であ

ることから正格子Ｆの特徴と同一である。その他に、

断定はできないが国分寺のものと類似した縄叩きの女

瓦等が確認されている。窯跡の年代等を含めて検討す

ると、Ⅲ期～Ⅳ期に国分寺に供給した窯跡の 1 つと

想定される。

綾川町に所在する丸山窯跡は古墳時代から続く十

瓶山窯跡群内の⑤支群に位置づけられる窯跡である

（森下 2016）。丸山窯跡は京都府鳥羽離宮宮田中殿金

剛心院、平安宮南面大垣等に供給したと考えられる窯

跡である。生産時期は 12 世紀前半～ 12 世紀後半と

考えられる。ここで出土する男瓦には粘土紐桶巻作り

のものが確認でき、僧寺の同一技法の男瓦と焼成や胎

土が類似することから丸山窯跡で生産された可能性が

ある。

また、特定の窯跡は確認できなかったが、縄斜系

叩き具の男瓦は十瓶窯跡群の丸山窯跡や綾川町ますえ

畑窯跡等で生産されており、胎土や焼成は国分寺と類

似していることから、これらの生産地が候補として挙

げられる。生産時期は 11 世紀から 12 世紀と考えら

れる。

　本節で生産地に関する検討を行ったが、金鳥池窯跡

や丸山窯跡で出土するものは国分寺内における出土量

の割合は高くなく、創建期に位置付けられる瓦類は出

土していない。現状において、創建期の主要な生産地

は府中・山内瓦窯跡を考えなければならない。今後の

発掘調査で新たな同笵瓦が出土する窯跡は十分に考え

られる。また、男瓦や女瓦の分析で丸山窯跡等の他の

窯跡で生産された可能性は十分にあり、今後の発掘調

査や既往の資料の詳細な分析を行い、供給体制の様相

を明らかにしたい。

第 4 節　讃岐国分僧寺の瓦編年について
　　　　（案）

1）編年（案）の前提について
　出土した瓦について文様や技法、胎土、調整等の特

徴から編年を考察したい。しかし、ここで前提となる

のが、讃岐国分僧寺は僧房跡や鐘楼跡等は発掘調査を

実施しているが、塔跡や金堂跡・講堂跡等の中心部の

建物の調査は実施したことはない。他国の国分寺では

塔跡か金堂跡が最初に造営されていることを考慮する

と、讃岐国分寺の創建当初の編年や葺かれた瓦類の状

況等を考察することは極めて難しい。そのため、今回

の編年案は僧房の創建時期を中心とした編年案で金堂

跡等を含めた創建当初の様相や時期等については技法

や文様等から推測するものであり、今後の発掘調査等

で当初の瓦の様相や創建年代を再考する必要がある。

今回の変遷案で使用する瓦類は僧房跡、鐘楼跡、築地

塀等に使用された個体に基づく。
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　まず、時期設定は主に 4 期に分け設定する。Ⅰ・

Ⅱ期は創建期に位置づけ、Ⅰ期は他所の国分寺の造営

順序を考慮し、国分寺内で先行して造営される塔跡や

金堂跡等の中枢仏堂の造営時として設定する。Ⅱ期は

中心部の造営から一定期間経過すると考えられること

から僧房跡や鐘楼跡の周辺施設の造営時として設定す

る。しかし、今後の調査状況によってⅠ期とⅡ期の設

定を改変しなければならない可能性はある。Ⅲ期は創

建後の小規模な補修期として設定する。Ⅳ期は大きく

平安時代内と設定し、細分は今回行っていないが、大

規模な修理と小規模な修理が混在した時期として設定

する。国分寺の創建年代はこれまで SKH01 の東大寺

式宇瓦を定点として年代設定（神護景雲年間が創建）

が行われていた（渡部 2013）。しかし、各部位は様々

ある東大寺式の要素を取り入れてはいるが、文様全体

を比較した際に特定の平城宮式に当てはめる年代を考

察することは困難であると考えられる。一方で、後述

するように、SKH03 や SKH06 が天平宝字 7 年以降

に生産された可能性があると考える定点資料と考えら

れる。また、大きく 4 期に分類しているが、瓦の変

遷状況や今後の消費地、生産地の調査状況によって細

分できる可能性は十分にある。

2）これまでの讃岐国分寺の年代観について
　これまでの研究で讃岐国分寺の年代観については多

くの研究者によって述べられ、各研究者で年代観が異

なる。ここでは簡略的ではあるが、各研究者の創建年

代を中心に瓦の年代観について触れたい。

　まず、渡部氏は SKH01A の特徴が東大寺式の系統

下にあると考え、文様意匠の特徴から天平勝宝年間

（749 ～ 757）頃の東大寺式宇瓦（6732E ～ G・J 等）

まで遡らず、神護景雲年間（767 ～ 770）頃の西大

寺系東大寺式宇瓦（6732N・M・X 等）の影響を受

けたと考えており、創建年代を 770 年頃と想定して

いる。宇瓦は SKH01A → 01C → 01B の型式的変化

を想定している。鐙瓦は SKM01・03A → SKM02A・

04 → SKM06 という変遷を考えており、SKM06 の年

代を延暦初年（780 年代前半）頃に位置づけた（渡

部 2013）。

　松本氏の変遷は、鐙瓦は SKM01・03A・06（横

置き型一本作り）→ SKM01・04（接合式）→ SK-

M02A・04 と変遷することを打ち出した。宇瓦も文様

の変化から SKH01A → 01B → 01C と変遷すると考え

た。創建年代は SKH01 の祖型を天平文様に求め、横

置き型一本作りの製作技法による鐙瓦や平城京式鬼瓦

等から天平 12 年以前の造瓦技術が讃岐国分寺導入さ

れたと考えた。最新の見解としては SKH01 が東大寺

法華堂の八乾漆像の天平模様に由来し、法華堂の創建

事情や讃岐国分寺・国分尼寺の造営に際して、中央か

ら伝播した造瓦技術の変遷を受けた結果、天平 9 年

（737）の造仏の詔を受けて造営が始まったと推測し

ている。（松本 2009・2015）。

　妹尾氏は製作技法や宇瓦の顎の形状、笵傷の進行等

の観点から分析した。その結果、SKM01A の技法は

笵傷の進行から接合式から横置き型一本作りに変化し

たことを解明した。また、創建当初の瓦は SKM05・

SKH06 の組み合わせと考え、文様や製作技法等から

平城宮瓦編年をもとに天平勝宝末年頃、750 年代の

中頃と位置づけられれると考えている（妹尾 2017）。

　前述したとおり、渡部氏は SKH01 系統の年代観を

平城京 6732Zb・6733A 等と文様が類似しているこ

とから神護景雲年間頃に当てはめている。SKH01 は

東大寺式をモチーフにしている考えられるが、文様が

中心飾りが近似していること以外に類似点が乏しい。

また、渡部氏は SKH01A・01B は上記の平城京系瓦

と同じ変化を辿ると述べているが、何等かの技術的交

流も含め、その実態については想定されていない。瓦

文様は東大寺式をモチーフにしているが、大きくリメ

イクされており、限定的な年代を与える困難と考えら

れる。

　松本氏の年代観は採用した文様や技法の上限年代を

採用しており、国分寺建立の詔以前に造営が開始した

と想定されているが、地方における横置型一本づくり

の導入は国分寺造営頃に導入される地域が多く、必ず

しも平城京と同時期に技法の年代を置く必要はないと

考えられる。

3）瓦の変遷について
　瓦の変遷を述べる前に文様の系譜状況を整理した

い。まず、鐙瓦であるが、SKM01 が宝幢寺（丸亀市）

の鐙瓦を模倣して作成されており、国分寺独自の瓦文

様を創造する。一方、宇瓦は SKH01 は東大寺式の模倣、

後述するように SKH03・06 は唐招提寺の三釉瓦を模

倣したものと考えられる。創建期の宇瓦はこれらの平

城京系の瓦で構成される。また、鐙瓦 SKM05 を含め、

平城京系の瓦類は程度は様々であるが、リメイクされ

ているのが讃岐国分寺で出土する平城京系瓦の特徴で

ある。よって、鐙瓦は SKM05 を除くと在地系瓦をモ
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チーフにしているが、宇瓦は平城京系瓦をモチーフに

創建期瓦を生産していることが分かる。

　さて、前述した各型式の技法や胎土の状況について

分析した第 1・2 節の記述と瓦の文様系譜を考慮する

と第 123 図のような変遷になると考えている。各期

の詳細は以下のようである。　

①Ⅰ期

まず、Ⅰ期に位置づけられる軒先瓦、すなわち塔

跡や金堂跡等に葺かれたものは鐙瓦 SKM01・04、宇

瓦 SKH01A・C と考えられこれらが組み合うと考え

られる。SKM01 は宝幢寺の瓦文様の系譜下にあると

考えられ、宝幢寺の瓦は奈良時代前期～中期ごろに

生産した瓦と考えられる。そのため、SKM01 は創建

期（Ⅰ期）に位置づけられると考えられ、これと組み

あう SKH01A・C もⅠ期に位置づけられると考えられ

る。これらの瓦類は、妹尾氏が分析したように鐙瓦が

接合式から横置き型一本作りに（妹尾 2017）、今回

の分析で宇瓦は桶巻作りから一枚作りへと変化してい

く。この変化は僧房跡や築地塀等の造営に見られるも

ので、Ⅰ期の段階は接合式であった可能性がある。こ

れまでの調査で SKM01 は接合式の個体にも若干では

あるが笵傷が見られることから、塔跡等で葺かれた場

合、笵傷がないものが葺かれた可能性が推測される。

SKM04 は前述したように枷型の有無や笵傷の有無で

3 段階に分かれることが分かっており、古段階の枷型

があるものがⅠ期に遡ると考えられる。

現状ではⅠ期に位置づけられる建物は発掘調査を

行っていないため、全容は不明と言わざるを得ないが、

古式の文様系譜に位置づけられる型式で鐙瓦 SKM26、

宇瓦 SKH25、46 が挙げられる。これらの型式は文様

が古手であることや点数が極少量であることから、塔

跡等に葺かれた可能性が推測されるが、今後の調査に

よって位置づけを再考しなければならない。

また、Ⅱ期に現状位置づけているが、鐙瓦 SKM05、

宇瓦 SKH03・06 もⅠ期に位置づけられる可能性もあ

る。妹尾氏は SKM05 の文様構成と SKH06 が段顎で

あることから、塔跡や金堂跡に葺かれた創建瓦と位置

付けている（妹尾 2017）。また、今回の分析で焼成

状況から SKM05 と SKH03・06 は灰被りをしており、

グループＢに位置づけられたことが明らかになった。

SKM05 が平城京 6284・6138 型式を模倣したもので

SKH03・06 も讃岐国周辺に文様系譜を追えるものは

なく、SKM05 と共に平城京からもたらされた瓦笵と

考えられ、セット関係にあると考えられことを考慮す

ると系譜や生産時期が限定的な状況であると考えられ

る。今回は SKH03・06 が後述するように天平宝字 7

年以降に生産された可能性があり、平城Ⅱ期に位置づ

けているが、SKM05 の参考にしている平城宮式の年

代や平城京での段顎の消失が平城Ⅱ期と古い時期を示

す資料であることから、調査によって位置づけを再考

する必要がある。

SKM03A は現状Ⅱ期に位置づけているがこれまで

の調査で全ての個体に中房等には笵傷がみられること

から、推測ではあるが笵傷がない個体が、講堂跡等に

葺かれた可能性も推測される。

Ⅰ期の様相は繰り返しになるが、発掘調査を行っ

ていないため、全様は不明であると状況であるが、瓦

文様等から SKM01・04、SKH01A・C が現状推測さ

れる創建期瓦と考えられる。また、一本作りが導入さ

れた時期は SKM01 が接合式から一本作りに変わった

後に SKM03A 等の一本作りが盛行になると考えられ

る。SKM03A はⅡ期に相当する今回の調査範囲（僧

房跡等）では、中房等に笵傷が見られるものしか出土

しなかったことから、金堂跡や講堂跡では笵傷がない

個体がある可能性がある。そのため、Ⅰ期の終わりか

らⅡ期の初めにかけて導入された可能性がある。一枚

作りも同様の時期に導入されたと考えられる。

②Ⅱ期

　Ⅱ期に位置づけられる鐙瓦は SKM01・02・03A・

第 123 図  唐招提寺・弘安寺出土瓦（S=1/4）　
（岡田ほか 2017、高松歴資 1996 より）
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第 124 図  讃岐国分僧寺瓦変遷図
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04・05・06、 宇 瓦 は SKH01A・01B・01C・03・

06 と 考 え ら れ る。 組 み 合 わ せ は SKM01・04 ‐

SKH01A・C、SKM03A・06 ‐ SKH01B、SKN05

‐ SKH06 が組み合うと考えられる。Ⅰ期から続く

と考えられる SKM01 は、技法が接合式から横置き

型一本作りに変化し、笵傷も珠文帯にまで増える。

SKH01A・C も桶巻作りから一枚作りに変化し、技法

が変わった後に掘り直しや笵傷が見られるようにな

る。SKH01B は明確に桶巻作りと判明できるものは

なく全て一枚作りと考えられることから、SKH01A・

C と比べ遅れて採用された可能性がある。これは、文

様分析から SKH01A から SKH01B へと変化したとい

う意見と一致する（渡邊 2016）。Ⅱ期の初め頃まで

に平城京から導入された一枚作り、一本作りの製作技

法の転換が完了し、これらの技法で生産される瓦類が

盛行になる。そのため、SKM03A・06 と SKH01B は

SKM01、SKH01A・B よりも新しい時期に位置づけら

れる。SKM04 も枷型を取り外し、中房に笵割れが見

られるようになる。その後、讃岐国分尼寺に供給先が

変わり、ここでは一本作りに変化する。推測であるが

SKM04 の横置型一本作りが出土していないことから、

新たな横置型一本作りで製作される SKM03A・06 が

新たに導入されたことになり、尼寺に供給先が変更さ

れたと考えられる。

　SKM02A は接合式であるが、男瓦と瓦当で積み上

げた粘土にヴァリエーションが SKM01 等の接合式の

鐙瓦と比較すると雑になっていると考えられる。ま

た、瓦当面に貼り付けた粘土が柔らかいことが要因で

発生した凹凸が見られることから、SKM01 等を生産

した工人が異なると推測される。製作技法や作り方が

SKM01 よりも雑になり、この型式よりも新しい時期

に位置づけられるが、焼成は硬質であるものが多く、

著しく時代を遡るものではないと考えられる。また、

祖型となる鐙瓦（弘安寺 KA103）が幅広い年代観で

あるが、奈良時代に位置づけられることを考慮すると

平安時代まで下るものではなくⅡ期の中でも新しい時

期に置かれる可能性がある。

　一方で、SKM05、SKH03・06 は現状Ⅱ期に位置づ

けられると考えられるが、第 4 章 1 節で示したとおり、

灰被りをしており、讃岐国衙系工房の瓦と異なる工人・

窯跡で生産された可能性がある。そのため、鐙瓦の技

法も接合式であり、宇瓦も桶巻作りである。さらに、

SKH06 は段顎である。また、文様も SKM05 は平城

京 6138 型式や 6284 型式等、宇瓦は唐招提寺 605A

の文様を模倣したと考えられる。

　Ⅱ期の特徴として工房跡が異なる SKM05・SKH03

等を除き、一本作り・一枚作りの技法が定着し、この

時期の生産体制の主要な技法として採用される。しか

し、一本作りはⅢ期（補修期）には引き継がれず、創

建期で技法の伝播が途絶える。創建期の工人集団が解

体されたか、工人が移動した可能性がある。

　　

③Ⅲ期

　Ⅲ期に位置づけられる鐙瓦は SKM10A・10B・12・

14 ～ 16・23・24A・24B である。宇瓦は SKH02・

04・11A・11B が 挙 げ ら れ る。 基 本 的 に は Ⅰ・ Ⅱ

期に採用された文様の系譜下にある型式である。

SKM14 は外区の文様構成は異なるが、尼寺の KB101

の文様に類似していることから尼寺での位置づけから

創建期から下った時期に遡ると考えられる。

技法は各型式の点数は少ないが、鐙瓦は接合式、

宇瓦は一部桶巻作りに戻っている。創建期から一定期

間経過しているため、創建時の造瓦体制は一度解体し

た可能性がある。その中でも特に一本作りの技法に関

しては、その後の国分寺をはじめとする、讃岐国内の

瓦生産に引き継がれなかったことから、工人が移動し

てしまった可能性がある。

　Ⅲ期の特徴としては補修に伴う瓦の葺き替えと考え

られ、必要に応じて取り換えたと考えられることから、

型式は多いが点数は多くない。また、胎土は創建期の

もの比べ粗めの粒子が入るが、基本的に精良なものが

多い。焼成は灰色系のものが多い。

　

④Ⅳ期

　この時期に位置づけられる鐙瓦は SKM07・08・

09・17・20 ～ 21R、 宇 瓦 は SKH05A・05B・08・

09・12・13・17・18・20 が挙げられる。前代（Ⅰ

～Ⅲ期）から続く文様系譜は多くなく、Ⅳ期になり新

たに作笵された瓦類が多い。その代表的な文様は鐙瓦

SKM07・08・09、 宇 瓦 SKH05A・05B が 挙 げ ら れ

る。これらの瓦類はⅣ期の中でも最も出土量が多く、

この時期に再整備期の中心と考えられる。前代から続

くと考えられる鐙瓦は SKM20 であり、SKM10A 等の

花弁の輪郭がハートになっている型式の個体の系譜下

にあると考えられる。その後、SKM19 に続き瓦当径

がより小型になり、男瓦部に釘を打ち込む孔が見られ

ることから 11 世紀以降のものと推測される。宇瓦は

SKH13 で SKH02 の中心飾りや下外区をアレンジし、
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その他の部分を模倣したものと考えられる。

　Ⅳ期の特徴としては SKH05 以外は基本的文様が崩

れているものが多く、色調は灰～にぶい黄褐色系で軟

質のものが多い。SKH17 のように瓦当幅が狭くなる

等、鐙瓦・宇瓦を通して新しい時期のものは小型化す

る傾向にあるのも特徴である。

　

4）各期の年代観について
①Ⅰ期

　年代観は下限年代については厳密な検討を行えない

が、『続日本紀』天平勝宝八歳（756）十二月二十日

条に讃岐国等 26 国に聖武天皇一周忌に合わせ灌頂幡

等を送るという記述があることから、この時期に金堂

は完成、法会を行っていた可能性がある。また、Ⅱ期

は SKH03・06 の成立が天平宝字 7 年（763）以降に

成立した考えられることを含めると、この年代以前に

塔跡や金堂跡の造営は完了したと考えられる。出土瓦

から見ると SKH01 は大きくリメイクされているが、

東大寺式の系譜を引いていると考えられ、東大寺式宇

瓦が成立する天平勝宝年間頃に SKH01 が成立したと

推測される（岩永 2001）。創建期に位置付けられる

SKH01A の年代観や『続日本紀』の記述が正しい場

合と最初に建立した建物が金堂と仮定した場合、Ⅰ期

の年代は僧房等の造営が天平宝字後半以降であること

考慮すると天平勝宝年間～天平宝字年間前半と推測さ

れ、この時期には塔跡や金堂跡の造営は終えていたと

推定される。

②Ⅱ期

　SKH03、06 が唐招提寺 605A の三彩瓦の文様を模

倣したものと考えられる。605A が、唐招提寺で葺か

れた可能性がある建物は西室跡北側の影堂（開山堂）

と考えられている（岡田ほか 2017）。創建当初は開

山堂として建立されたが、鑑真和上の死後、影堂（御

影堂）となり鑑真和上像を安置したと考えられる。三

彩瓦の成立は、上限年代は鑑真が亡くなった天平宝

字 7 年（763）で、下限年代は廃棄状況から平安遷

都以前に位置付けられる（岡田ほか 2017）。金堂跡

が天平勝宝八歳（756）には完成している可能性があ
り、その後、講堂造営を経て僧房を着手したと考えれ
ることや、SKH03・06 の成立が天平宝字 7 年（763）

以降に開山堂から影堂に役割が変化し、それに伴っ

て三彩瓦の 605A が成立すると考えられることから、

SKH03・06 は早くても天平宝字 7 年以降に讃岐国分

寺で成立したと考えられる。国分寺の造営がⅠ期の塔

から講堂等、間隔を開けず連続して造営を行った場合、

Ⅱ期の年代は天平宝字 7 年以降～宝亀年間前後と推

測される。Ⅱ期まで創建期に位置づけられ、この時期

に築地塀等まで含めた主要伽藍の整備が完了したと考

えられる。

③Ⅲ期

　年代観は瓦の作りが創建期と比べやや雑になるもの

の、Ⅳ期の平安期のものと比べると文様は崩れてお

らず、焼成も良好であることから、創建期以降から 9

世紀代と推測される。しかし、下限年代が不明である

ことから、Ⅳ期と時期が被る可能性もある。

④Ⅳ期

　周辺の生産地の焼成や胎土等を考慮すると 9 世紀

～ 12 世紀頃と考えられる。編年は細分できると考え

られるが、小規模な補修と大規模な修理を行った時期

である。SKH05 がⅣ期の中で最も出土しており、こ

の型式の瓦が葺かれた際に大規模な改修があったと考

えられ、時期は 10 世紀代と考えらえる。また、縄斜

系の叩き具で成形されている瓦類は綾川町ますえ畑窯

跡の等で生産され、11 世紀～ 12 世紀と考えられる。

その後の伽藍の様子は僧房基壇が SE6019 に削平され

ていることから、井戸が埋没した 13 世紀前半以前に

は廃墟になったと考えられ、現本堂の建立（旧講堂跡）

が鎌倉時代頃に建立された等の整備が行われ、中・近

世瓦が使用されて、今日の伽藍の様子に至ったと考え

られる。

　今回の編年（案）はこれまでの発掘調査で出土した

資料をもとに考察したが、今後の発掘調査の成果に

よっては再考察が必要であると考えられる。現状では

SKM01--SKH01A 等が創建期に位置付けらると考えら

れるが、SKH25・46 等の古式の郡系瓦と考えられる

瓦類が出土することから、金堂跡等の中心伽藍に葺か

れた可能性もある。

　創建期瓦に平城京系瓦がもたらされた背景には具体

的な見解は示せないが、東大寺や西大寺、唐招提寺

等の平城京大寺の封戸・荘園が多く、讃岐国と平城

京との関りが強いことも一因すると推測される。ま

た、Ⅱ期に位置付けられる平城京からもたらされた瓦

類（SKM05 等）は讃岐国分寺僧房は大安寺大房・中

房と同じく 3 間で大房と国分寺僧房の柱間がほぼ等

しく関連性が高いことが既に指摘されており（岡田
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2018）、遺構面から平城京からの関連性が見られる。

僧房を造営するタイミングと尼寺の本格的な造営を開

始した時期が重なったため、各工人の増員が必要で

あったため、この頃に建築工人と瓦工人が入ってきた

可能性がある。　
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 外面 内面

溝 溝
弥生
土器

鉢
口径:-
底径:-
器高:[7.15]

横ナデ、指押さ
え

ナデ
[外]10YR7/3にぶい黄橙
[内]2.5Y7/2灰黄

普、白色砂粒を含む　
有機質が炭化している

良 煤化

第1層 第1層

灰釉
陶器

椀
口径:-
底径:(3.8)
器高:[1.35]

横ナデ、貼付高
台

自然釉
[外]5Y7/1灰白
[内]7.5Y6/2灰オリーブ

精良 良好

第2層 第2層

土師質
土器

焙烙
口径:-
底径:-
器高:[1.2]

横ナデ 横ナデ
[外]10YR3/1黒褐
[内]10YR3/1黒褐～6/3にぶ
い黄橙

やや密、4㎜以下の白
色砂粒を含む

良 御厩系

第2層 第2層

土師質
土器

焙烙
口径:-
底径:-
器高:[3.6]

横ナデ 横ナデ
[外]10YR6/2灰黄褐
[内]10YR6/2灰黄褐

精良、1㎜以下の白色
砂粒・角閃石を含む

良好 御厩系

第2層 第2層

土師質
土器

擂鉢
口径:-
底径:-
器高:[3.3]

横ナデ、指押さ
え

横ナデ、摺り目
[外]2.5Y8/2灰白
[内]2.5Y8/2灰白

普、1㎜程度の白色砂
粒を多量に含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

鉢
口径:(23.8)
底径:(20.6)
器高:7.7

横ナデ 横ナデ
[外]10YR7/3にぶい黄橙
[内]10YR7/3にぶい黄橙

普、1㎜程度の白色砂
粒・雲母を含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

鉢
口径:(28.6)
底径:-
器高:[8.1]

横ナデ 横ナデ
[外]10YR7/2にぶい黄橙
[内]10YR7/2にぶい黄橙

普、1㎜程度の白色砂
粒・黒色砂粒・雲母を
多量に含む

良好

第2層 第2層

土師質
土器

火鉢?
口径:-
底径:-
器高:[5.6]

横ナデ、穿孔
横ナデ、指押さ
え

[外]10YR6/3にぶい黄橙
[内]10YR6/3にぶい黄橙

精良、1㎜程度の白色
砂粒・雲母を含む

良好 煤化

第2層 第2層

土師質
土器

井側?
口径:-
底径:-
器高:[12.7]

横ナデ、指押さ
え

横ナデ
[外]10YR7/3にぶい黄橙
[内]10YR7/3にぶい黄橙

普、1㎜程度の白色砂
粒・赤褐色砂粒・雲母
を多量に含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

井側?
口径:-
底径:-
器高:[8.3]

横ナデ、ヘラ描
き斜格子文

横ナデ
[外]10YR7/3にぶい黄橙
[内]10YR7/3にぶい黄橙

普、1㎜程度の白色砂
粒・赤褐色砂粒・雲母
を多量に含む

良

第2層 第2層
陶器 擂鉢

口径:-
底径:-
器高:[6.1]

横ナデ 横ナデ、摺り目
[外]5YR5/4にぶい赤褐
[内]5YR5/4にぶい赤褐

普、1㎜程度の白色砂
粒を含む

良
備前焼(須恵器)
14C中頃

第2層 第2層
陶器 擂鉢

口径:-
底径:-
器高:[2.6]

横ナデ 横ナデ、摺り目
[外]5YR5/3にぶい赤褐
[内]5YR5/3にぶい赤褐

精良 良好
備前焼
堺・明石系
14C後半

第2層 第2層
陶器 擂鉢

口径:-
底径:-
器高:[6.5]

横ナデ 横ナデ→摺り目
[外]7.5YR4/1褐灰
[内]7.5YR4/1褐灰

精良、1㎜以下の白色
砂粒を含む

良好
備前焼
堺・明石系

第2層 第2層

施釉
陶器

鉢
口径:(32.0)
底径:-
器高:[7.5]

施釉 施釉、露胎
[外]釉調:5G5/1 緑灰
[胎土]:2.5Y8/2灰白
[内]釉調:10YR4/6褐

普、1㎜以下の白色砂
粒を多量に含む

良好 瀬戸美濃系

第2層 第2層
陶器 蓋

頂径:-
口径:(8.6)
器高:[2.5]

施釉、櫛描状文
様

横ナデ
[釉調]10YR4/6褐
[胎土]10YR8/3浅黄橙

精良 良好 急須

第2層 第2層
陶器 蓋

頂径:(5.3)
口径:-
器高:[2.8]

横ナデ、施釉 横ナデ、施釉
[釉調]5YR6/8橙
[胎土]5YR7/6橙

精良 良好

第2層 第2層

施釉
陶器

火入れ?
口径:-
底径:(6.8)
器高:[3.2]

施釉、底部:回転
ヘラ切り

横ナデ
[釉調]2.5Y7/2灰黄
[胎土]2.5Y8/2灰白

精良 良好

第2層 第2層
陶器 椀

口径:-
底径:(5.3)
器高:[3.2]

施釉、染付、高
台:無釉

施釉
[釉調]2.5Y8/2灰白
[胎土]2.5Y8/1灰白

精良、微細粒を含む 良好
京・信楽系
畳付:｢小松 吉｣

第2層 第2層

施釉
陶器

皿
口径:-
底径:(8.0)
器高:[3.0]

施釉、畳付:露胎 施釉、片彫り
[釉調]2.5Y7/4浅黄
[胎土]2.5Y8/2灰白

普 良好 瀬戸美濃系

第2層 第2層
磁器 仏飯器

口径:-
底径:3.55
器高:[4.1]

施釉、底部:露胎 施釉
[釉調]2.5GY7/1明オリーブ
灰
[胎土]2.5Y8/1灰白

精良 良好 肥前系

第2層 第2層
磁器 椀

口径:-
底径:(5.0)
器高:[3.0]

施釉、高台内:露
胎

施釉
[呉須]5PB3/1暗青灰
[釉調]10Y6/2オリーブ灰
[胎土]5Y8/1灰白

精良 良好 肥前系

第2層 第2層
磁器 椀

口径:-
底径:-
器高:[4.6]

施釉 施釉
[釉調]2.5GY7/1明オリーブ
灰
[胎土]10Y8/1灰白

精良 良好 肥前系

第2層 第2層
磁器 椀

口径:(9.2)
底径:(3.2)
器高:[5.1]

施釉(染付) 施釉(染付)
[釉調]N8/灰白
[胎土]N8/灰白

精良 良好 肥前系

第2層 第2層
磁器 椀

口径:-
底径:(5.4)
器高:[3.5]

施釉、畳付:露胎 施釉
[釉調]7.5GY8/1明緑灰
[呉須]青 [胎土]N8/灰白

精良 良好
肥前系
重ね焼き痕有

第2層 第2層
磁器

大皿or
鉢

口径:-
底径:-
器高:[5.1]

染付→化粧土 染付→化粧土
[化粧土]N8/灰白
[染付]5PB4/1暗青灰
[胎土]N8/ 灰白

精良 良好

第2層 第2層
磁器

大皿or
鉢

口径:-
底径:-
器高:[4.8]

施釉 施釉
[呉須]10G5/1緑灰
[胎土]N8/灰白

精良 良好

第2層 第2層
磁器 皿

口径:-
底径:(8.2)
器高:[1.8]

施釉、一部露胎 施釉
[釉調]7.5GY8/1明緑灰
[胎土]10Y8/1灰白

精良 良好
肥前系
蛇の目高台

第2層 第2層
磁器 皿

口径:(14.4)
底径:(8.6)
器高:4.3

施釉、底部:露胎 施釉
[釉調]7.5Y8/1灰白
[胎土]N8/灰白

精良 良好
肥前系菊花皿
蛇の目高台

第2層 第2層
磁器 皿

口径:-
底径:6.8
器高:[2.1]

施釉 目痕有、施釉
[釉調]7.5Y7/1灰白
[胎土]N7/灰白

精良 良好
肥前系菊皿
蛇の目高台

第2層 第2層
土製品 脚部

長さ:(8.0)
幅:(6.1)
厚さ:4.7

指押さえ 指押さえ
[外]N5/灰
[胎土]2.5Y8/1灰白

普、1～3㎜程度の白色
砂粒を多量に含む

良好

第2層(礫層) 第2層(礫層)
陶器 壺

口径:-
底径:-
器高:[3.7]

横ナデ 横ナデ
[釉調]10YR3/2黒褐
[胎土]10YR7/2にぶい黄橙

普、1㎜程度の白色砂
粒・赤褐色砂粒を含む

良 備前焼

第3層 第3層

弥生
土器

甕
口径:-
底径:-
器高:[4.7]

摩滅 摩滅
[外]10YR8/3浅黄橙
[内]10YR8/3浅黄橙

普、1㎜程度の白色砂
粒・茶色砂粒を含む

良 中期後葉

第3層 第3層

土師質
土器

杯or皿
口径:-
底径:-
器高:[3.0]

ナデ ナデ
[外]10YR8/2灰白
[内]2.5Y8/1灰白

密、0.5㎜以下の白色
砂粒を含む

良

第3層 第3層

土師質
土器

杯or皿
口径:(14.0)
底径:-
器高:[2.2]

横ナデ ナデ
[外]7.5YR5/6明褐
[内]7.5YR6/6橙

密、1㎜以下の白色砂
粒を含む

良

挿図
番号

報告書
番号

次
実測
番号

気づいたこと法量(cm）種類 器種
手法の特徴

胎土色調 焼成

土器
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 外面 内面

挿図
番号

報告書
番号

次
実測
番号

気づいたこと法量(cm）種類 器種
手法の特徴

胎土色調 焼成

第3層 第3層

土師質
土器

椀
口径:(14.4)
底径:-
器高:[2.9]

ナデ ナデ
[外]2.5YR7/6橙
[内]7.5YR8/3浅黄橙

密、0.5㎜以下の白色
砂粒を含む

良 黒斑有

第3層 第3層

土師質
土器

椀
(底部)

口径:-
底径:(10.0)
器高:[1.9]

ナデ 摩滅
[外]10YR7/3にぶい黄橙
[内]10YR6/3にぶい黄橙

やや密、2㎜以下の白
色砂粒を含む

良 焦げ付着

第3層 第3層

土師質
土器

足釜
口径:(23.2)
底径:-
器高:[4.7]

摩滅 板ナデ
[外]2.5Y8/2灰白
[内]2.5Y8/2灰白

やや密、1㎜以下の白
色砂粒を含む

良 内耳あり

第3層 第3層

土師質
土器

井側
口径:-
底径:-
器高:[9.5]

横ナデ、指押さ
え

横ナデ
[外]10YR6/3にぶい黄橙
[内]10YR6/3にぶい黄橙

普、1㎜程度の白色砂
粒・茶色砂粒・雲母を
多量に含む

良

第3層 第3層

土師質
土器

鉢or
コンロ

口径:-
底径:(28.0)
器高:[3.3]

ミガキ、ナデ 横ナデ
[外]10YR7/3にぶい黄橙
[内]10YR7/3にぶい黄橙

普、1㎜未満の白色砂
粒・雲母を含む

良

第3層 第3層

瓦質
土器

井側or
土留め

材

口径:-
底径:-
器高:[8.4]

ナデ ナデ
[外]N4/灰
[内]N8/灰白

精良 良好

北壁第3層 北壁第3層
須恵器

小型
短頸壺

口径:(8.4)
底径:-
器高:[2.6]

横ナデ 横ナデ
[外]5Y4/1灰
[内]N6/灰

普、1㎜以下の白色砂
粒を含む

良好

第3層 第3層
須恵器 蓋

口径:(19.0)
底径:-
器高:[1.6]

ナデ ナデ
[外]7.5Y8/1灰白
[内]5Y8/1灰白

密、1㎜以下の白色砂
粒を含む

良

第3層 第3層
須恵器

高台付
皿or鉢

口径:-
底径:-
器高:[6.3]

横ナデ 横ナデ
[外]N7/灰白
[内]N7/灰白

普、1㎜程度の白色砂
粒・黒色砂粒を含む

良好

第3層 第3層
陶器 擂鉢

口径:-
底径:(12.4)
器高:[6.5]

ナデ、底部:未調
整

ナデ→摺り目
[外]10YR4/2灰黄褐
[内]10YR4/2灰黄褐

精良、1㎜程度の白色
砂粒を含む

良好 備前焼

第3層 第3層

施釉
陶器

椀
口径:-
底径:-
器高:[2.1]

施釉 施釉
[釉調]2.5Y6/2灰黄
[胎土]7.5YR7/4にぶい橙

普、1㎜以下の白色砂
粒を含む

良好

第3層 第3層

施釉
陶器

椀
口径:-
底径:-
器高:[4.0]

施釉、口縁端部:
露胎

施釉、口縁端部:
露胎

[釉調]7.5YR7/1明褐灰
[胎土]7.5YR7/4にぶい橙

普、1㎜程度の白色砂
粒を含む

良好

第3層 第3層

施釉
陶器

鉢
口径:-
底径:-
器高:[5.4]

施釉、彫りによ
る施文

施釉
[釉調]10YR3/2黒褐
[胎土]5YR5/4にぶい赤褐

精良 良好

第3層 第3層

施釉
陶器

鉢
口径:-
底径:-
器高:[2.6]

施釉(緑釉?) 施釉(黄釉?)
[外]2.5Y4/3オリーブ褐
[内]2.5Y7/6明黄褐、
10YR4/3にぶい黄褐

精良 良好

第3層 第3層
磁器 椀

口径:-
底径:(3.6)
器高:[2.8]

施釉、畳付:露胎 施釉
[釉調]7.5Y7/1灰白
[胎土]7.5YR5/4にぶい褐

精良 良好 肥前系

第3層 第3層
磁器 椀

口径:(10.2)
底径:-
器高:[4.5]

施釉、染付 施釉、染付
[呉須]5PB3/1暗青灰
[胎土]7.5Y8/1灰白

精良 良好 肥前系

第3層 第3層
磁器 椀

口径:(10.2)
底径:-
器高:[3.9]

施釉 施釉
[釉調]10Y8/1灰白
[胎土]N8/灰白

精良 良好 肥前系

第3層 第3層
青磁 椀

口径:-
底径:-
器高:[5.3]

施釉 施釉
[釉調]5GY7/1明オリーブ灰
[胎土]10YR8/1灰白

精良、微細粒を含む 良好 肥前系

第3層 第3層
磁器 椀

口径:-
底径:(4.4)
器高:[2.8]

施釉、高台:露胎 施釉、露胎
[釉調]7.5Y6/2灰オリーブ
[胎土]7.5Y8/1灰白

精良 良好

第3層(礫層) 第3層(礫層)

土師質
土器

皿
口径:(14.6)
底径:(8.5)
器高:3.3

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り

回転ナデ
[外]10YR8/3浅黄橙
[内]10YR8/4浅黄橙

密、赤色粒を含む 良

第3層　礫混入 第3層　礫混入
瓦器 椀

口径:-
底径:(5.0)
器高:[1.8]

ナデ?、貼付高台 ナデ?
[外]N5/灰
[内]10Y5/1灰

普、0.5㎜以下の砂粒
を含む

良 やや還元

第4層 第4層

土師質
土器

小皿
口径:(7.4)
底径:(6.1)
器高:1.15

回転ナデ 回転ナデ
[外]10YR8/3浅黄橙
[内]10YR8/2灰白

やや密、1㎜以下の白
色砂粒等を含む

良

第4層 第4層

土師質
土器

小皿
口径:(8.6)
底径:(6.6)
器高:1.3

回転ナデ 回転ナデ
[外]10YR8/2灰白～6/2灰黄
褐
[内]10YR8/2灰白

やや密、1㎜以下の砂
粒を含む

やや
良

第4層 第4層

土師質
土器

脚台付
杯

口径:-
底径:-
器高:[3.2]

ナデ ナデ
[外]7.5YR8/3浅黄橙
[内]7.5YR8/2灰白

やや密、微細粒・赤色
粒を含む

良

第4層 第4層

土師質
土器

椀
口径:-
底径:-
器高:[1.4]

ナデ ナデ
[外]10YR8/3浅黄橙～8/2灰
白
[内]10YR8/2灰白

やや密、微細粒を含む 良

第4層 第4層

土師質
土器

土釜
口径:-
底径:-
器高:[4.3]

摩滅 摩滅
[外]10YR8/2灰白
[内]10YR8/2灰白

粗 不良

第4層 第4層

土師質
土器

足釜
口径:-
底径:-
器高:[3.3]

摩滅 摩滅
[外]10YR8/2灰白
[内]10YR8/2灰白

普、1㎜程度の白色砂
粒・橙色砂粒を含む

良

第4層 第4層

土師質
土器

足釜
(脚部)

長さ:(6.9)
幅:3.0
厚さ:3.1

ナデ、指頭ナデ
[外]7.5YR6/4にぶい橙
[内]-

やや密、4㎜程度の白
色砂粒等を含む

良

第4層 第4層
瓦器 椀

口径:-
底径:-
器高:[1.0]

ナデ、瓦質仕上
がり

黒色化
[外]N5/灰
[内]N4/灰

やや密、微細粒を含む 良

第4層 第4層
須恵器 壺

口径:-
底径:-
器高:[12.4]

横ナデ 横ナデ
[外]2.5Y7/1灰白
[内]2.5Y7/1灰白

普、1㎜程度の白色砂
粒・黒色砂粒を多量に
含む

良 十瓶山産

第4層 第4層
陶器 椀

口径:-
底径:3.5
器高:[2.4]

施釉、露胎 施釉
[釉調]7.5Y6/2灰オリーブ
[胎土]5YR5/3にぶい赤褐

精良 良好
肥前系
胎土目痕有

第4層 第4層
陶器 椀or皿

口径:-
底径:4.7
器高:[1.7]

露胎、ケズリ、
施釉

施釉
[釉調]10YR8/1灰白
[胎土]7.5YR6/2灰褐

精良 良好 肥前系

第4層 第4層
土製品

鞴の羽
口

長さ:(6.0)
幅:5.8
厚さ:[1.4]

板ナデ 絞り目、ナデ
[外]7.5YR7/4にぶい橙
[内]7.5YR7/6橙

普、1㎜以下の白色砂
粒・赤色砂粒を含む

良 被熱痕なし

第5層 第5層

土師質
土器

小皿
口径:6.8
底径:4.7
器高:2.0

横ナデ、ナデ 横ナデ、ナデ
[外]7.5YR7/3にぶい橙
[内]7.5YR7/3にぶい橙

普、1㎜程度の白色砂
粒・赤色砂粒を含む

良
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 外面 内面

挿図
番号

報告書
番号

次
実測
番号

気づいたこと法量(cm）種類 器種
手法の特徴

胎土色調 焼成

第5層 第5層

土師質
土器

擂鉢
口径:-
底径:-
器高:[3.6]

指押さえ、横ナ
デ

摺り目、ナデ
[外]2.5Y8/2灰白
[内]2.5Y8/2灰白

粗、1～3㎜程度の白色
砂粒・赤褐色砂粒を含
む

良

第5層 第5層
須恵器 杯蓋

口径:(13.0)
底径:-
器高:4.3

横ナデ、底部:ケ
ズリ

横ナデ
[外]N7/灰白
[内]N7/灰白

普、1㎜以下の白色砂
粒・黒色砂粒を含む

良

第5層 第5層

黒色
土器A

椀
口径:(15.0)
底径:(6.2)
器高:6.6

ミガキ ヘラミガキ
[外]5Y8/1灰白
[内]5Y2/1黒

普、黒色砂粒・茶褐色
砂粒を含む

良

第5層 第5層

瓦質
土器

火鉢?
口径:-
底径:-
器高:[6.05]

縄目状タタキ、
横ナデ、ミガキ

横ハケ、ナデ
[外]5Y3/1オリーブ黒
[内]10YR7/2にぶい黄橙

普、黒色砂粒・黄橙色
砂粒・角閃石を含む

良

第5層(築地から落
ちた瓦)

第5層(築地から落
ちた瓦)

土師質
土器

鉢?
口径:-
底径:-
器高:[8.9]

ナデ ナデ
[外]10YR7/2にぶい黄橙
[内]10YR7/2にぶい黄橙

普、1㎜以下の白色砂
粒を少量含む

良

第6層 第6層

土師質
土器

杯
口径:(16.2)
底径:(10.2)
器高:3.1

回転ナデ、ナ
デ、板ナデ

回転ナデ、ナ
デ、指頭圧

[外]2.5YR7/6橙～10YR7/2
にぶい黄橙
[内]2.5Y8/2灰白

やや粗、5㎜以下の白
色砂粒・角閃石を含む

やや
不良

灯明皿

第6層 第6層

土師質
土器

土釜
口径:(21.8)
底径:-
器高:[4.8]

ナデ、指頭圧 ナデ、指頭ナデ
[外]10YR6/3にぶい黄橙～
7.5YR5/3にぶい褐
[内]7.5YR5/2灰褐

やや密、3㎜以下の白
色砂粒等を含む

良

第6層 第6層

瓦質
土器

片口
捏鉢

口径:-
底径:-
器高:[6.6]

横ナデ 横ナデ
[外]N4/灰
[内]N8/灰白

普、1㎜程度の白色砂
粒・黒色砂粒を含む

良好

第12層上面 第12層上面

土師質
土器

椀
口径:-
底径:(5.2)
器高:[1.6]

ナデ ナデ

[外]2.5YR7/3淡赤橙～
7.5YR8/3浅黄橙
[内]5YR7/2明褐灰～
10YR4/1褐灰

やや密、2㎜以下の白
色砂粒等を含む

良 煤付着

イ-Y/C3

赤褐色灰色層

イ-Y/C-3

赤褐色灰色層
須恵器 椀

口径:-
底径:(5.3)
器高:[1.3]

横ナデ 摩滅
[外]2.5Y8/1灰白
[内]2.5Y8/1灰白

普、1㎜程度の白色砂
粒・黒色砂粒を含む

良

イ-Y/C3

赤褐色灰色層

イ-Y/C-3

赤褐色灰色層
瓦器 椀

口径:-
底径:-
器高:[2.3]

指押さえ ヘラミガキ
[外]N6/灰
[内]7.5Y8/1灰白

普、1㎜以下の白色砂
粒を含む

良

イ-Y/C3

赤褐色灰色層

イ-Y/C-3

赤褐色灰色層

瓦質
土器

片口鉢
口径:-
底径:-
器高:[7.0]

横ナデ 横ナデ
[外]7.5Y8/1灰白
[内]7.5Y8/1灰白

普、1㎜以下の白色砂
粒を含む

良

淡灰白粘質土(礫混
入)

淡灰白粘質土(礫混
入)

土師質
土器

杯
口径:13.3
底径:6.8
器高:3.9

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り→
板状圧痕

回転ナデ
[外]7.5YR7/6橙　
[内]7.5YR8/4浅黄橙

密、赤色粒・黒色粒を
含む

良

淡灰色粘質土(礫混
入)

淡灰色粘質土(礫混
入)

土師質
土器

杯
口径:14.0
底径:6.2
器高:4.0

横ナデ、底部:ヘ
ラ切り

横ナデ
[外]2.5Y8/2灰白
[内]2.5Y8/2灰白

密、赤色粒・黒色粒を
含む

良

仮01
土師質
土器

土鍋
口径:(45.0)
底径:-
器高:[16.0]

粗いハケ、指押
さえ、格子目タ
タキ

ナデ、縦ハケ
[外]7.5YR5/3にぶい褐
[内]7.5YR5/3にぶい褐

やや密、1㎜以下の石
英・長石を含む

良 煤付着

仮02 土器溜まり 土器溜まり
土師質
土器

土鍋
口径:(49.0)
底径:-
器高:[12.1]

ナデ、指押さ
え、格子目タタ
キ

ナデ、指押さえ
[外]7.5YR6/3にぶい褐
[内]10YR7/3にぶい黄橙

やや密、1㎜以下の石
英・長石を含む

良 煤付着

土師質
土器

小皿
口径:8.4
底径:6.3
器高:1.45

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り

回転ナデ
[外]5YR7/6橙
[内]5YR7/6橙

密、赤色粒を含む 良

土師質
土器

小皿
口径:8.25
底径:6.3
器高:1.5

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り(い
ずれも摩滅気味)

回転ナデ(摩滅気
味)

[外]2.5Y8/1灰白
[内]2.5Y8/2灰白

密、1㎜以下の白色砂
粒を含む

良

J-2･3
土師質
土器

高台付
杯

口径:-
底径:-
器高:[1.7]

ナデ ナデ
[外]2.5YR6/8橙
[内]5YR7/6橙

密、1㎜以下の白色砂
粒を含む

良

須恵器 壺
口径:(13.4)
底径:-
器高:[8.4]

横ナデ 横ナデ
[外]N6/灰
[内]N6/灰

精良、1㎜程度の白色
砂粒・黒色砂粒を含む

良好 四耳壺?

灰褐色粘質土層 灰褐色粘質土層
須恵器 鉢

口径:-
底径:-
器高:[3.3]

横ナデ 横ナデ
[外]5Y7/1灰白
[内]5Y7/1灰白

精良、白色砂粒を少量
含む

良好 篠産

灰色粘質土 灰色粘質土
陶器 擂鉢

口径:-
底径:(15.6)
器高:[6.1]

ケズリ、底部:摩
滅

摺り目
[外]5YR5/4にぶい赤褐
[内]7.5YR6/3にぶい褐

普、2㎜以下の白色砂
粒を含む

良好 堺・明石系

灰色粘質土 灰色粘質土
陶器 擂鉢

口径:-
底径:(16.4)
器高:[10.1]

ナデ、底部:未調
整

摺り目
[外]2.5YR6/6橙
[内]2.5YR6/4にぶい橙

普、1㎜以下の白色砂
粒を多量に含む

良好 堺・明石系

灰色粘質土層 灰色粘質土層
磁器 椀

口径:-
底径:(3.6)
器高:[3.3]

施釉、畳付:露胎 施釉
[釉調]N8/灰白
[胎土]灰白

精良 良好 肥前系

灰色粘質土 灰色粘質土
磁器 椀

口径:-
底径:(4.1)
器高:[3.2]

染付、施釉、畳
付:露胎

目痕有
[釉調]2.5GY7/1明オリーブ
灰
[胎土]N8/灰白

精良 良好 肥前系広東椀

灰色粘質土層 灰色粘質土層

瓦質
土器

火鉢?
口径:(25.2)
底径:-
器高:[19.1]

ナデ→ミガキ
横ナデ、斜め方
向の刷毛目

[外]5Y3/1オリーブ黒
[内]5Y7/1灰白

1㎜以下の白色砂粒・
黒色砂粒・雲母若しく
は角閃石を含む

良

灰色粘質土層 灰色粘質土層

瓦質
土器

火鉢?
口径:(30.6)
底径:(30.8)
器高:27.5

縦方向のミガキ
→横斜めのミガ
キ
底部:未調整

横ナデ、横方向
の回転的な粗い
ハケ

[外]7.5Y3/1オリーブ黒
[内]2.5Y7/1灰白

1㎜以下の白色砂粒・
黒色砂粒、表面に雲母
若しくは角閃石を含む

良

灰色粘質土層 灰色粘質土層

瓦質
土器

火鉢?
口径:-
底径:-
器高:[3.4]

横ナデ
底部:未調整

不明
[外]5Y4/1灰
[内]-

普、1～2㎜程度の白色
砂粒を多量に含む

良 煤付着

最下層 最下層
磁器 紅猪口

口径:-
底径:(3.0)
器高:[1.4]

施釉、畳付:露胎 施釉
[外]N8/灰白
[内]N8/灰白

精良 良好 肥前系

灰茶色粘質土層 灰茶色粘質土層

土師質
土器

杯
口径:(9.0)
底径:-
器高:2.2

横ナデ 横ナデ
[外]10YR8/2灰白
[内]10YR8/2灰白

精良、1㎜以下の白色
砂粒を含む

良好

灰茶色粘質土層 灰茶色粘質土層

土師質
土器

杯
口径:(10.0)
底径:(7.0)
器高:[2.7]

横ナデ、底部:ヘ
ラ切り

横ナデ
[外]10YR8/2灰白
[内]10YR8/2灰白

精良、1㎜以下の白色
砂粒を含む

良好 煤化

灰茶色粘質土層 灰茶色粘質土層

土師質
土器

杯
口径:(10.0)
底径:(6.8)
器高:[2.8]

横ナデ、底部:ナ
デ

横ナデ
[外]7.5YR8/3浅黄橙
[内]7.5YR8/3浅黄橙

精良、1㎜以下の白色
砂粒を含む

良好

灰茶色粘質土層 灰茶色粘質土層

土師質
土器

杯
口径:(10.4)
底径:-
器高:[2.2]

横ナデ、底部:ヘ
ラ切り

横ナデ
[外]5Y8/1灰白
[内]5Y8/1灰白

普、黒色砂粒・金雲母
を含む

良好 灯明皿
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 外面 内面

挿図
番号

報告書
番号

次
実測
番号

気づいたこと法量(cm）種類 器種
手法の特徴

胎土色調 焼成

黒褐色土層 黒褐色土層

施釉
陶器

不明
口径:-
底径:(9.8)
器高:[4.1]

横ナデ、施釉、
底部:回転糸切り

横ナデ
[外]2.5Y7/1灰白
[内]2.5Y7/1灰白

普、1㎜以下の白色砂
粒を含む

良好

第2層 第2層

土師質
土器

小皿
口径:(6.8)
底径:(4.8)
器高:1.2

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り→
ナデ、板状圧痕

回転ナデ
[外]10YR8/3浅黄橙
[内]10YR8/3浅黄橙

密、1㎜以下の白色砂
粒・赤色粒を含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

小皿
口径:(9.6)
底径:-
器高:[1.4]

横ナデ 横ナデ
[外]10YR8/2灰白
[内]10YR8/2灰白

精良、1～3㎜程度の白
色砂粒・茶色砂粒を含
む

良好

第2層 第2層

土師質
土器

小皿
口径:(9.8)
底径:(5.2)
器高:[1.8]

回転ナデ、指押
さえ、底部:回転
ヘラ切り

回転ナデ

[外]7.5YR8/4浅黄橙～
5YR8/4淡橙
[内]7.5YR8/4浅黄橙～
5YR8/4淡橙

密、2㎜以下の白色砂
粒・茶色粒を含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

小皿
口径:(10.0)
底径:(6.2)
器高:1.9

回転ナデ、底部:
ヘラ切り

回転ナデ
[外]2.5YR6/6橙
[内]5YR7/6橙

密、白色砂粒・赤色粒
を含む

良 黒斑有

第2層 第2層

土師質
土器

小皿
口径:10.1
底径:6.2
器高:1.9

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り

回転ナデ
[外]10YR8/3浅黄橙
[内]10YR8/2灰白

密、0.5㎜以下の白色
砂粒・赤色粒を含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

小皿
口径:(14.2)
底径:(7.6)
器高:1.7

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り→
ナデ

回転ナデ
[外]2.5Y8/1灰白
[内]2.5Y8/1灰白

密、白色砂粒・赤色粒
を含む

良 灯明皿

第2層 第2層

土師質
土器

小皿
口径:(10.4)
底径:5.0
器高:1.9

ナデ、指押さ
え、底部:回転ヘ
ラ切り→板状圧
痕

回転ナデ
[外]7.5YR7/4にぶい橙
[内]5YR7/4にぶい橙

密、微砂粒・赤色粒を
含む

良 手捏ね

第2層 第2層

土師質
土器

小皿
口径:10.3
底径:6.8
器高:1.9

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り→
ナデ

回転ナデ
[外]7.5YR8/3浅黄橙
[内]7.5YR8/1灰白

密、2㎜以下の白色砂
粒・金雲母を含む

良
煤化
灯明皿

第2層 第2層

土師質
土器

小皿
口径:(10.55)
底径:(6.9)
器高:1.85

回転ナデ、底部:
回転ヘラケズ
リ、板状圧痕

回転ナデ
[外]7.5YR8/4浅黄橙
[内]7.5YR8/4浅黄橙

密、1㎜以下の白色砂
粒・赤色粒を少-含む

良好
煤化
灯明皿

第2層 第2層

土師質
土器

小皿
口径:(10.3)
底径:(7.2)
器高:[2.3]

回転ナデ 回転ナデ
[外]10YR8/2灰白
[内]10YR8/2灰白

密、2㎜以下の白色砂
粒・赤色粒を含む

良好

第2層 第2層

土師質
土器

小皿
口径:(10.6)
底径:(6.5)
器高:2.2

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り→
ナデ

回転ナデ
[外]5YR7/4にぶい橙
[内]10YR8/2灰白

密、2㎜以下の赤色粒
を含む

良好

第2層 第2層

土師質
土器

小皿
口径:(10.6)
底径:5.9
器高:2.15

回転ナデ、底部:
回転ヘラケズリ

回転ナデ
[外]7.5YR8/4浅黄橙
[内]7.5YR8/3浅黄橙

密、1㎜以下の白色砂
粒を含む

良好

第2層 第2層

土師質
土器

小皿
口径:10.5
底径:6.4
器高:2.2

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り→
ナデ、板状圧痕

回転ナデ
[外]5YR7/6橙
[内]7.5YR7/4にぶい橙

密、0.1㎜以下の白色
砂粒・赤色粒を含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

小皿
口径:(11.4)
底径:(6.6)
器高:2.2

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り→
板状圧痕

回転ナデ
[外]10YR8/2灰白
[内]10YR8/2灰白

密、1㎜以下の白色砂
粒・赤色粒を含む

良
煤化
灯明皿

第2層 第2層

土師質
土器

小皿
口径:11.8
底径:6.4
器高:2.2

回転ナデ 回転ナデ
[外]7.5YR7/6橙　
[内]7.5YR8/3浅黄橙

密、赤色粒・黒色チャ
-トを含む

良
灯明皿
底部:粘土紐成
形痕

第2層 第2層

土師質
土器

小皿
口径:(10.4)
底径:6.7
器高:2.1

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り

回転ナデ

[外]10YR6/4にぶい赤橙～
N5/灰白
[内]10YR6/4にぶい赤橙～
N5/灰白

密、2㎜以下の白色砂
粒・金雲母を含む。

良 黒斑有

第2層 第2層

土師質
土器

小皿
長さ:(11.0)
幅:(6.8)
厚さ:2.6

回転ナデ、回転
ヘラ切り

回転ナデ
[外]7.5YR6/4にぶい橙
[内]7.5YR7/4にぶい橙

密、微砂粒・赤色粒を
多量に含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

小皿
口径:11.2
底径:8.1
器高:2.4

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り→
板状圧痕

回転ナデ
[外]10YR8/2灰白
[内]10YR8/2灰白

密、微砂粒・赤色粒を
含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

小皿
口径:11.8
底径:8.3
器高:2.3

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り

回転ナデ
[外]7.5YR7/6橙　
[内]7.5YR7/4にぶい橙

密、0.5㎜以下の白色
砂粒・1㎜以下の赤色
粒を含む

良
内面に付着物有
灯明皿

第2層 第2層

土師質
土器

小皿
口径:11.3
底径:6.0
器高:2.6

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り→
板状圧痕

回転ナデ
[外]10YR8/2灰白
[内]10YR8/2灰白

やや密、1～2㎜程度の
赤色粒を含む

良 煤化

第2層 第2層

土師質
土器

小皿
口径:11.8
底径:7.6
器高:3.05

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り

回転ナデ
[外]10YR8/1灰白
[内]10YR8/1灰白

密、白色砂粒・赤色
粒・黒色粒を含む

良 黒斑有・煤化

第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:-
底径:-
器高:[2.8]

横ナデ 横ナデ
[外]10YR8/2灰白
[内]10YR8/2灰白

精良 良好

第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:(9.4)
底径:-
器高:[2.3]

横ナデ 横ナデ
[外]2.5Y8/2灰白
[内]2.5Y8/2灰白

精良、1㎜以下の白色
砂粒を含む

良好

第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:10.7
底径:6.8
器高:3.15

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り、
板状圧痕

回転ナデ、ナデ
[外]2.5Y8/1灰白
[内]2.5Y8/1灰白

やや密、微細な砂粒を
含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:10.3
底径:6.8
器高:3.0

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り→
ナデ

回転ナデ
[外]10YR8/3浅黄橙
[内]10YR8/3浅黄橙

密、2㎜以下の白色砂
粒を含む

良好

第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:(10.8)
底径:(6.3)
器高:3.5

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り→
ナデ

回転ナデ、指押
さえ

[外]5YR7/4にぶい橙～
10YR5/1褐灰
[内]10YR4/1褐灰～5YR7/4
にぶい橙

やや密、2㎜以下の白
色砂粒等を含む

良 煤化

第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:(10.5)
底径:(7.8)
器高:[3.1]

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り→
工具ナデ

回転ナデ

[外]5YR7/4にぶい橙～
10YR7/3にぶい橙
[内]5YR6/4にぶい橙～6/1
褐灰

密、3㎜以下の白色砂
粒・赤色粒を含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:10.8
底径:7.2
器高:3.1

回転ナデ、ヘラ
切り、板状圧痕

回転ナデ
[外]5YR7/6橙
[内]5YR7/6橙

密 良好

第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:(11.6)
底径:(4.0)
器高:3.4

ナデ、指押さ
え、底部:板ナデ

回転ナデ、ナデ

[外]7.5YR8/1灰白～
10YR6/1褐灰
[内]10YR5/1褐灰～10YR8/2
灰白

やや密、2㎜以下の白
色砂粒等を含む

良
煤化
灯明皿

第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:(11.6)
底径:5.7
器高:2.8

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り→
ナデ、板状圧痕

回転ナデ
[外]7.5YR7/4にぶい橙
[内]7.5YR8/3浅黄橙

密、1㎜以下の白色砂
粒・赤色粒を含む

良好

第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:12.4
底径:7.7
器高:3.15

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り→
板状圧痕

回転ナデ
[外]5YR6/6橙
[内]2.5YR7/6橙

密、1㎜以下の白色砂
粒を含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:(12.8)
底径:(6.45)
器高:3.35

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り

回転ナデ
[外]5YR7/6橙
[内]5YR6/8橙

密、1㎜以下の白色砂
粒・赤色粒を含む

良
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 外面 内面

挿図
番号

報告書
番号

次
実測
番号

気づいたこと法量(cm）種類 器種
手法の特徴

胎土色調 焼成

第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:(13.2)
底径:(6.5)
器高:3.7

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り

回転ナデ
[外]2.5Y7/3浅黄
[内]10YR8/4浅黄橙

密、細粒砂、1㎜程度
の白色砂粒・角閃石を
含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:12.7
底径:6.4
器高:3.9

回転ナデ、ヘラ
ケズリ、底部:回
転ヘラ切り

回転ナデ
[外]5YR7/6橙
[内]7.5YR7/6橙

密、微砂粒を含む 良 黒斑有

中央ピット
第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:(13.6)
底径:(7.0)
器高:2.9

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り→
板状圧痕

回転ナデ
[外]7.5YR7/4にぶい橙
[内]7.5YR7/4にぶい橙

密、2㎜以下の白色砂
粒・角閃石・赤色粒を
含む

良好

第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:(13.7)
底径:(7.9)
器高:3.2

回転ナデ 回転ナデ
[外]10YR8/2灰白
[内]10YR8/2灰白

密、2㎜以下の白色砂
粒・赤色粒・黒色粒を
含む

良好
黒斑有
灯明皿

第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:(14.1)
底径:(8.0)
器高:3.3

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り→
板状圧痕

回転ナデ、工具
ナデ痕

[外]5YR7/4にぶい橙
[内]5YR6/4にぶい橙

密、2㎜以下の白色砂
粒・金雲母・角閃石・
赤色粒を多く含む

良 灯明皿

第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:(13.8)
底径:(5.0)
器高:4.0

回転ナデ、底部:
ヘラ切り

回転ナデ
[外]10YR8/1灰白
[内]10YR8/1灰白

密、2㎜以下の赤色粒
を含む

良好
黒斑有
灯明皿

第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:(14.9)
底径:(7.4)
器高:4.3

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り→
ナデ

回転ナデ
[外]2.5YR6/8橙
[内]5YR7/8橙

密、1㎜以下の白色砂
粒・金雲母を多く含む

良 円盤状高台

第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:15.6
底径:-
器高:3.85

回転ナデ、板状
圧痕

回転ナデ
[外]7.5YR8/1灰白
[内]10YR8/2灰白

密、微砂粒を含む 良 灯明皿

第2層 第2層

土師質
土器

蓋?
天井径:4.2
口径:(8.8)
器高:2.25

回転ナデ 回転ナデ

[外]5YR8/3淡橙～7/3にぶ
い橙
[内]5YR8/4淡橙～2.5Y8/2
灰白

密、1㎜以下の白色砂
粒等を含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

台付杯
口径:(10.6)
底径:-
器高:[2.4]

回転ナデ、貼付
高台

回転ナデ
[外]7.5YR7/4にぶい橙
[内]7.5YR7/4にぶい橙

密、1㎜以下の白色砂
粒・赤色粒・雲母を含
む

良

内面に付着物有
皿底部に高台を
貼り付ける為の
溝2条有

第2層 第2層

土師質
土器

台付杯
口径:(10.8)
底径:(4.8)
器高:2.35

回転ナデ、貼付
高台

回転ナデ
[外]5YR7/4にぶい橙
[内]5YR7/6橙

密、赤色粒を含む 良

第2層 第2層

土師質
土器

台付杯
口径:(11.8)
底径:(6.8)
器高:2.6

回転ナデ、貼付
高台

回転ナデ
[外]7.5YR7/6橙　
[内]7.5YR7/4にぶい橙

密、1㎜以下の白色砂
粒を含む

良好

第2層 第2層

土師質
土器

台付杯
口径:(14.8)
底径:(7.4)
器高:5.3

回転ナデ、貼付
高台

回転ナデ
[外]2.5Y8/2灰白
[内]2.5Y8/1灰白

密、微砂粒・赤色粒を
含む

良 内面に煤化

第2層 第2層

土師質
土器

台付杯
口径:(17.0)
底径:-
器高:[3.9]

回転ナデ 回転ナデ
[外]10YR8/2灰白
[内]10YR8/2灰白

密、1㎜以下の白色砂
粒・赤色粒を含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:12.4
底径:5.9
器高:6.2

横ナデ、底部:静
止糸切り

横ナデ
[外]10YR8/4浅黄橙
[内]10YR8/4浅黄橙

普、1㎜程度の白色砂
粒・茶色粒を含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

甕or
短頸壺

口径:-
底径:-
器高:[5.1]

横ナデ、剥落 横ナデ、剥落
[外]10YR8/2灰白
[内]10YR8/2灰白

普、白色砂粒・茶色砂
粒を含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

焙烙
口径:-
底径:-
器高:[3.5]

剥落 横ナデ
[外]10YR6/4にぶい黄橙
[内]10YR6/4にぶい黄橙

普、白色砂粒・角閃石
を含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

擂鉢
口径:(21.0)
底径:-
器高:[5.1]

横ナデ、指押さ
え

横ナデ、摺り目
[外]7.5YR7/3にぶい橙
[内]7.5YR7/3にぶい橙

普、白色砂粒を含む 良好 17C～

第2層 第2層

土師質
土器

甕
口径:(26.4)
底径:-
器高:[6.85]

回転ナデ、指押
さえ→ハケ

回転ナデ、ナデ
[外]7.5YR7/3にぶい橙
[内]7.5YR5/1褐灰

密、1㎜以下の白色砂
粒・赤色粒を含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

十能の
取手

長さ:(9.7)
幅:3.6
厚み:3.4

ナデ ナデ
[外]10YR7/2にぶい黄橙
[内]10YR7/2にぶい黄橙

精良、白色砂粒・茶褐
色砂粒・雲母を含む

良好

第2層 第2層

土師質
土器

火鉢?
口径:-
底径:(28.0)
器高:[19.2]

指押さえ、ナ
デ、ケズリ

ナデ
[外]10YR7/3にぶい黄橙
[内]10YR7/3にぶい黄橙

普、白色砂粒・赤茶色
砂粒を含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

高杯
(脚部)

口径:-
底径:(8.4)
器高:5.4

横ナデ、穿孔、
摩滅

横ナデ
[外]2.5Y8/2灰白
[内]2.5Y8/2灰白

普、白色砂粒を含む 良

第2層 第2層
須恵器 小型椀

口径:(8.8)
底径:(4.0)
器高:3.4

横ナデ 横ナデ
[外]N6/灰
[内]N6/灰

普、白色砂粒・黒色粒
を含む

良
口縁部:煤付着
灯明皿

第2層 第2層
須恵器 杯

口径:(10.0)
底径:(5.6)
器高:3.55

横ナデ、底部:ナ
デ、剥落著しい

横ナデ
[外]2.5Y6/1黄灰
[内]2.5Y6/1黄灰

普、1㎜程度の白色砂
粒を含む

良

第2層 第2層
須恵器

鉢形
土器

口径:-
底径:-
器高:[3.5]

横ナデ 横ナデ
[外]N5/灰
[内]N5/灰

精良 良好

第2層 第2層
須恵器 壺

口径:-
底径:-
器高:[3.6]

自然釉 横ナデ
[外]N5/灰
[内]N5/灰

普、白色砂粒を含む 良好 多口瓶?

第2層 第2層
須恵器 壺

口径:-
底径:-
器高:[7.8]

格子目タタキ、
横ナデ

指押さえ→横ナ
デ

[外]N3/暗灰
[内]N5/灰

密、白色粒を含む 良 多口瓶?

第2層 第2層
須恵器 硯?

口径:-
底径:-
器高:[2.0]

格子目タタキ、
切込み

青海波文
[外]N4/灰
[内]N5/灰

普、白色砂粒を含む 良好

第2層 第2層
須恵器 猿面硯

口径:-
底径:-
器高:-

ヘラ切り 青海波文
[外]7.5Y6/1灰
[内]7.5Y6/1灰

普、白色砂粒を含む 良好

第2層 第2層
須恵器 風字硯

口径:-
底径:-
器高:-

ナデ 指押さえ、ナデ
[外]N4/灰
[内]N4/灰

普、白色砂粒を含む 良

第2層 第2層
須恵器 猿面硯

口径:-
底径:-
器高:[0.8]

ケズリ 青海波文
[外]2.5Y5/1黄灰
[内]2.5Y5/1黄灰

普、白色砂粒・黒色砂
粒を含む

良好

第2層 第2層

黒色
土器A

椀
口径:(15.4)
底径:(6.2)
器高:5.55

回転ナデ、ヘラ
ミガキ、高台貼
付→ナデ

ミガキ、摩滅
[外]2.5Y8/1灰白
[内]N8/灰白

密、砂粒を殆ど含まな
い

良

第2層 第2層

黒色
土器A

椀
口径:(14.4)
底径:(6.5)
器高:6.6

回転ナデ 摩滅
[外]2.5YR7/3淡赤橙～
10YR8/2灰白
[内]N4/灰～N3/暗灰

密、1㎜以下の白色砂
粒・角閃石を含む

良

第2層 第2層

黒色
土器A

耳皿
口径:-
底径:(5.2)
器高:[2.5]

横ナデ 横ナデ
[外]7.5YR7/3にぶい橙
[内]2.5Y2/1黒

普、白色砂粒・角閃石
を含む

良
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 外面 内面

挿図
番号

報告書
番号

次
実測
番号

気づいたこと法量(cm）種類 器種
手法の特徴

胎土色調 焼成

第2層 第2層

黒色
土器B

小皿
口径:(10.0)
底径:(7.6)
器高:1.0

横ナデ、指押さ
え、底部:ヘラ切
り

横ナデ
[外]N4/灰
[内]N4/灰

普、1㎜程度の白色砂
粒・茶色砂粒を含む

良

第2層 第2層

瓦質
土器

火鉢
口径:(33.0)
底径:-
器高:[12.3]

突帯、ヘラミガ
キ、ナデ

刷毛目、ナデ
[外]N2/黒
[内]-

普、白色砂粒・茶色砂
粒を多量に含む

良
奈良火鉢の浅
皿?

第2層 第2層
陶器 灯明皿

口径:(9.6)
底径:-
器高:[1.4]

ケズリ、化粧土 化粧土
[外]5YR4/6赤褐
[内]5YR6/4にぶい橙

普 良好 備前焼

第2層 第2層
陶器

徳利or
瓶

口径:(5.6)
底径:-
器高:[2.8]

施釉 施釉
[釉調]白色
[胎土]5Y2/1黒

普、白色砂粒・黒色砂
粒を含む

良好

第2層 第2層
陶器 徳利

口径:-
底径:-
器高:[4.2]

横ナデ、カキメ 横ナデ
[外]7.5YR5/2灰褐
[内]7.5YR5/2灰褐

精良、白色砂粒・黒色
砂粒を含む

良好 備前焼

第2層 第2層
陶器 壺

口径:-
底径:-
器高:[5.5]

横ナデ 横ナデ
[外]10YR5/2灰黄褐
[内]10YR7/1灰白

普、白色砂粒を含む 良
備前焼
14C～
ⅢA

第2層 第2層

施釉
陶器

椀or皿
口径:-
底径:(3.0)
器高:[1.3]

横ナデ 施釉
[外]10YR8/2灰白
[内]10YR8/2灰白

精良 良好
「寶」印
京・信楽系

第2層 第2層

施釉
陶器

椀
口径:-
底径:4.8
器高:[4.45]

施釉 施釉
[釉調]5Y8/1灰白
[胎土]5Y8/1灰白

普 良好

第2層 第2層

施釉
陶器

椀
口径:-
底径:-
器高:[5.65]

施釉 横ナデ
[釉調]2.5GY8/1灰白
[胎土]2.5Y7/1灰白

普、黒色砂粒を含む 良好
85722と相似す
るが、接合しな
い

第2層 第2層

施釉
陶器

椀
口径:(15.6)
底径:-
器高:[5.1]

施釉 施釉
[外]7.5Y7/1灰白
[内]5Y6/1灰

普 良好

第2層 第2層
磁器 紅猪口

口径:(6.0)
底径:(4.3)
器高:2.8

施釉、一部露胎
施釉、一部文字
あり

[外]N8/灰白
[内]N8/灰白

精良、白色砂粒・茶褐
色砂粒・雲母を含む

良好

第2層 第2層
磁器 椀

口径:-
底径:4.6
器高:[1.6]

施釉 施釉
[釉調]7.5GY8/1明緑灰
[胎土]7.5Y8/1灰白

精良 良好 肥前系

第2層 第2層
磁器 椀

口径:(10.0)
底径:-
器高:[5.0]

施釉 施釉
[外]白色
[内]白色

精良 良好

第2層 第2層
白磁 椀or鉢

口径:-
底径:-
器高:[3.3]

横ナデ、ケズ
リ、施釉

施釉
[釉調]5Y7/2灰白
[胎土]2.5Y7/2灰黄

普 良好

第2層 第2層

緑釉
陶器

椀
口径:(17.0)
底径:-
器高:[3.1]

施釉 施釉
[釉調]7.5Y7/3浅黄
[胎土]7.5Y8/1灰白

普、砂粒を含まない 良
軟陶
平安京近郊産

第2層 第2層

緑釉
陶器

椀
口径:-
底径:(6.0)
器高:[1.25]

施釉 施釉
[釉調]7.5Y7/3浅黄
[胎土]10YR7/3にぶい黄橙

普 良好 平安京近郊産

第2層 第2層
土製品 支脚?

長さ:(7.6)
幅:(4.25)
厚さ:3.7

指押さえ
[外]10YR7/1灰白
[内]10YR7/1灰白

普、白色砂粒・茶色砂
粒を含む

良好

第2層 第2層
土製品 脚部?

長さ:-
幅:-
厚さ:3.0

ナデ ナデ
[外]2.5Y8/1灰白
[内]2.5Y8/1灰白

精良、2㎜程度の砂粒
を多量に含む

良

第2層 第2層
土製品 カマド

口径:-
底径:-
器高:[19.0]

ナデ
板状工具による
ナデ

[外]2.5Y7/2灰黄
[内]2.5Y7/2灰黄

普、1㎜程度の白色砂
粒・茶色粒を含む

良

畦
第2層

畦
第2層

黒色
土器A

椀
口径:(14.6)
底径:7.2
器高:4.5

回転ヘラミガ
キ、摩滅、赤
彩、底部:回転ナ
デ

摩滅
[外]2.5YR6/8橙
[内]黒色

密、0.5㎜以下の白色
砂粒・角閃石を含む

良 煤化

畦
第2層 第2層

須恵器 風字硯?
口径:-
底径:-
器高:-

ナデ? ナデ
[外]N6/灰
[内]N6/灰

普、1㎜程度の白色砂
粒を含む

良好

(遺物)第2層
(ラベル)第3層

第2・3層

土師質
土器

杯
口径:(14.7)
底径:6.8
器高:4.6

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り

回転ナデ
[外]5YR8/2灰白
[内]7.5YR8/2灰白

密、白色砂粒・茶褐色
粒を多量に含む

良

第3層 第3層

土師質
土器

小皿
口径:(10.8)
底径:(6.6)
器高:[1.9]

横ナデ 横ナデ
[外]7.5YR7/6橙　
[内]7.5YR7/6橙

普、白色砂粒・茶褐色
粒を含む

良好 重ね焼き痕有

第3層 第3層

土師質
土器

台付杯
口径:(11.8)
底径:5.65
器高:3.45

回転ナデ、ナ
デ、貼付高台

回転ナデ
[外]10YR7/3にぶい黄橙
[内]10YR8/3浅黄橙

密、1㎜以下の赤色粒
を少量含む

良好

第3層 第3層

土師質
土器

捏鉢
口径:-
底径:-
器高:[2.7]

横ナデ、指押さ
え

横ナデ
[外]7.5YR7/2明褐灰
[内]7.5YR7/2明褐灰

普、白色砂粒・茶色砂
粒を含む

良

第3層 第3層

土師質
土器

取手付
鍋

口径:-
底径:-
器高:[4.4]

横ナデ 横ナデ
[外]10YR8/3浅黄橙
[内]10YR8/3浅黄橙

普、白色砂粒・茶色砂
粒を僅かに含む

良好 煤化

第3層 第3層
須恵器 壺

口径:-
底径:-
器高:[7.1]

横ナデ 横ナデ
[外]N4/灰
[内]10YR5/2灰黄褐

普、白色砂粒を含む 良好

第3層 第3層
陶器 丸椀

口径:-
底径:3.1
器高:[1.6]

施釉、高台:露胎
施釉、貫入著し
い

[釉調]5Y8/3淡黄
[胎土]2.5Y8/2灰白

精良、砂粒を含まない 良好 京・信楽系

第3層 第3層
磁器 椀

口径:-
底径:-
器高:[3.8]

呉須 呉須
[外]2.5GY8/1灰白
[内]2.5GY8/1灰白

精良 良好

第3層 第3層
磁器 皿

口径:(13.2)
底径:-
器高:[1.6]

施釉 施釉
[外]2.5Y7/2灰黄
[内]2.5Y7/2灰黄

精良 良好

第3層 第3層
磁器 皿

口径:-
底径:(4.0)
器高:[1.2]

施釉 施釉
[釉調]N8/灰白
[胎土]5Y8/1灰白

精良 良好 削り出し高台

第3層 第3層
土製品 脚部

口径:-
底径:-
器高:[3.9]

指押さえ 指押さえ
[外]7.5YR7/4にぶい橙
[内]7.5YR7/4にぶい橙

普、1㎜以下の白色砂
粒・茶色砂粒を含む

良

第3層 第3層
陶器

円盤形
土製品

長幅:(4.15)
厚さ:[0.9]

摺り面
[外]7.5YR7/2明褐灰
[内]-

普、1㎜以下の白色砂
粒を含む

良
備前焼擂鉢から
の転用品

第4層 第4層
須恵器 不明

口径:(13.2)
底径:-
器高:[6.5]

横ナデ 横ナデ
[外]N4/灰
[内]N4/灰

普、1㎜程度の白色砂
粒を多量に含む

良
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 外面 内面

挿図
番号

報告書
番号

次
実測
番号

気づいたこと法量(cm）種類 器種
手法の特徴

胎土色調 焼成

地山直上 地山直上
須恵器 杯

口径:(13.2)
底径:(7.8)
器高:3.6

横ナデ、底部:ヘ
ラ切り→ナデ

横ナデ
[外]7.5Y6/1灰
[内]7.5Y6/1灰

普、白色砂粒・茶色砂
粒を含む

良好 火襷有

地山直上 地山直上
須恵器 杯

口径:-
底径:(8.0)
器高:[3.3]

横ナデ 横ナデ
[外]N6/灰
[内]N6/灰

精良、白色砂粒を含む 良好

黒褐色土層 黒褐色土層
須恵器 蓋

口径:(17.2)
底径:-
器高:[1.2]

横ナデ 横ナデ
[外]N6/灰
[内]N6/灰

精良、白色砂粒を少量
含む

良好

黒褐色土層 黒褐色土層
須恵器 杯

口径:(8.0)
底径:(5.0)
器高:3.5

横ナデ 横ナデ
[外]N6/灰
[内]N6/灰

精良、1㎜以下の白色
砂粒を含む

良好

黒褐色土層 黒褐色土層
須恵器 杯

口径:-
底径:(11.0)
器高:[2.1]

横ナデ、底部:ヘ
ラ切り

横ナデ
[外]5Y7/1灰白
[内]5Y7/1灰白

精良、1㎜以下の白色
砂粒を含む

良好 火襷有

黒褐色土層 黒褐色土層
須恵器 杯

口径:-
底径:(9.6)
器高:[2.0]

横ナデ、削り出
し高台?

横ナデ
[外]灰白色
[内]灰白色

普、1㎜以下の白色砂
粒を含む

良好

黒褐色土層 黒褐色土層
須恵器 杯

口径:-
底径:(10.8)
器高:[1.6]

横ナデ、底部:ヘ
ラ切り

横ナデ
[外]N6/灰
[内]N6/灰

普、2㎜以下の白色砂
粒を含む

良好

黒褐色土層 黒褐色土層
須恵器 皿or盤

口径:-
底径:(17.7)
器高:[1.7]

横ナデ 横ナデ
[外]N6/灰
[内]N6/灰

精良、1㎜以下の白色
砂粒を含む

良好

黒褐色土層 黒褐色土層

土師質
土器

赤彩皿
口径:(17.0)
底径:-
器高:[1.4]

横ナデ、赤彩 横ナデ、赤彩
[釉調]7.5YR5/8明褐
[胎土]7.5YR7/4にぶい橙

普、1㎜程度の白色砂
粒を含む

良好 畿内系?

第2層 第2層
須恵器 杯

口径:-
底径:(8.5)
器高:[2.4]

横ナデ、貼付高
台

横ナデ
[外]灰白色
[内]灰白色

普、白色砂粒・黒色砂
粒を多量に含む

良好

僧房跡 僧房跡 須恵器 猿面硯
口径:-
底径:-
器高:-

ケズリ 自然釉
[外]N5/灰
[内]N5/灰

普、1mm程度の白色砂
粒を僅かに含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:(10.2)
底径:(6.4)
器高:2.2

横ナデ、底部:ナ
デ

横ナデ
[外]2.5Y8/1灰白
[内]2.5Y8/1灰白

精良 良好

第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:(10.6)
底径:-
器高:[2.0]

横ナデ 横ナデ
[外]10YR8/2灰白
[内]10YR8/2灰白

普、1㎜程度の白色砂
粒を含む

良好

第2層 第2層

土師質
土器

小型甕
or鉢

口径:(11.1)
底径:-
器高:[4.1]

横ナデ 横ナデ
[外]10YR8/3浅黄橙
[内]10YR8/3浅黄橙

普、1㎜程度の白色砂
粒を多量に含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

鉢?
口径:-
底径:-
器高:[7.35]

縦ハケ 横ナデ
[外]10YR7/3にぶい黄橙
[内]10YR7/3にぶい黄橙

普、1㎜程度の白色砂
粒・茶色砂粒を多量に
含む

良

第2層 第2層

土師質
土器

擂鉢
口径:-
底径:-
器高:[4.6]

ナデ 摺り目、横ハケ
[外]2.5Y8/2灰白
[内]2.5Y8/2灰白

普、1㎜程度の白色砂
粒・茶色砂粒を含む

良

第2層 第2層
須恵器 鉢

口径:(18.0)
底径:(10.2)
器高:8.0

横ナデ、底部:未
調整

横ナデ
[外]2.5Y5/1黄灰
[内]2.5Y5/1黄灰

普、1㎜程度の白色砂
粒を含む

良

第2層 第2層

黒色
土器B

杯?
口径:-
底径:-
器高:[1.05]

ミガキ ミガキ
[外]2.5Y2/1黒
[内]2.5Y2/1黒

精良、1㎜以下の白色
砂粒を含む

良好

第2層 第2層
陶器 灯明皿

口径:(8.2)
底径:-
器高:[1.2]

横ナデ、ケズリ 横ナデ
[外]10YR4/2灰黄褐
[内]10YR4/2灰黄褐

精良 良好 大谷焼

第2層 第2層
陶器 徳利

口径:-
底径:-
器高:[3.5]

自然釉 横ナデ
[外]7.5YR6/2灰褐
[内]7.5YR6/2灰褐

普、白色砂粒・茶色砂
粒を含む

良好 備前焼

第2層 第2層

施釉
陶器

椀
口径:-
底径:(5.0)
器高:[2.4]

施釉、畳付:露胎 施釉
[釉調]2.5GY6/1オリーブ灰
[胎土]N5/灰

精良 良好 肥前系

第3層(暗褐色土層) 第3層(暗褐色土層)

土師質
土器

甕or鍋
(取手)

口径:-
底径:-
器高:[4.9]

ナデ ナデ
[外]10YR7/4にぶい黄橙
[内]10YR7/4にぶい黄橙

粗、1㎜程度の白色砂
粒を多量に含む

良

第3層(暗褐色土層) 第3層

黒色
土器A

椀
口径:-
底径:(7.0)
器高:[1.7]

横ナデ、底部:ヘ
ラ切り

横ナデ
[外]7.5Y8/1灰白
[内]7.5Y2/1黒

普、1㎜程度の白色砂
粒を含む

良

第3層(暗褐色土層) 第3層(暗褐色土層)
磁器 反端椀

口径:-
底径:-
器高:[2.3]

施釉 施釉

[外]釉調:5GY6/1オリーブ
灰、2.5Y4/2暗灰黄
[内]釉調:緑色　
[胎土]2.5Y7/2灰黄

精良 良好

第3層(灰色粘質土
層)

第3層(灰色粘質土
層)

土師質
土器

捏鉢
口径:-
底径:-
器高:[2.0]

横ナデ 横ナデ
[外]10YR6/6明黄褐
[内]10YR6/6明黄褐

普、1㎜程度の白色砂
粒・角閃石を多量に含
む

良

第2層 第2層

土師質
土器

杯
口径:12.0
底径:6.8
器高:3.8

回転ナデ、底部:
回転ヘラ切り→
ナデ

回転ナデ
[外]7.5YR8/2灰白
[内]7.5YR8/3浅黄橙

密、白色砂粒・赤色砂
粒・角閃石を含む

良

第2層(灰褐色土層) 第2層(灰褐色土層)
陶器 徳利

口径:-
底径:-
器高:[3.5]

横ナデ 横ナデ
[外]10YR3/1黒褐
[内]10YR5/1褐灰

精良、1㎜以下の白色
砂粒を含む

良好 備前焼

第2層(灰褐色土層) 第2層(灰褐色土層)

施釉
陶器

火入れ
口径:-
底径:(10.6)
器高:[2.6]

施釉、高台ぎわ
～高台内:露胎

露胎
[釉調]5Y5/3灰オリーブ
[胎土]2.5Y7/2灰黄

精良 良好

第2層(灰褐色土層) 第2層(灰褐色土層)
磁器 皿

口径:(12.0)
底径:(7.4)
器高:2.7

施釉、高台内:釉
剥ぎ

施釉、釉剥ぎ、
施文

[釉調]10Y8/1灰白
[胎土]10GY8/1明緑灰

精良 良好 肥前系

第4層(整地層) 第4層(整地層)

土師質
土器

焙烙
口径:-
底径:-
器高:[1.6]

横ナデ 横ナデ
[外]10YR6/3にぶい黄橙
[内]10YR6/3にぶい黄橙

普、1㎜以下の白色砂
粒・橙色砂粒を多量に
含む

良

山渋
南北Tr

山渋
南北Tr

土師質
土器

鉢型
土器

口径:-
底径:-
器高:[2.9]

横ナデ、板状工
具ナデ

ナデ
[外]10YR5/1褐灰
[内]10YR5/1褐灰

普、黒色砂粒・茶褐色
砂粒を含む

良 煤化

山渋
南北Tr

山渋
南北Tr

土師質
土器

土鍋
口径:-
底径:-
器高:[4.9]

横ナデ、指押さ
え

横ナデ、ハケ→
ナデ

[外]10YR5/3にぶい黄褐
[内]10YR5/3にぶい黄褐

普、1㎜以下の白色砂
粒を含む

良

山渋
南北Tr

山渋
南北Tr

土師質
土器

足釜
口径:-
底径:-
器高:[3.0]

縦ハケ、横ナデ 横ハケ
[外]10YR6/4にぶい黄橙
[内]10YR6/4にぶい黄橙

普、1㎜m程度の白色砂
粒・黒色砂粒を多量に
含む

良好 煤化

第2層 第2層
陶器 壺

口径:(11.8)
底径:-
器高:[3.9]

横ナデ 横ナデ
[外]7.5YR6/3にぶい褐
[内]7.5YR6/3にぶい褐

精良 良好
備前焼
14C初頭？
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 外面 内面

挿図
番号

報告書
番号

次
実測
番号

気づいたこと法量(cm）種類 器種
手法の特徴

胎土色調 焼成

第3層 第3層
白磁 皿

口径:(11.8)
底径:-
器高:[2.4]

施釉、露胎 施釉、露胎
[釉調]淡泊青
[胎土]7.5Y8/1灰白

精良 良好

須恵器 高杯
口径:-
底径:-
器高:[7.3]

横ナデ 横ナデ、自然釉
[外]5Y7/1灰白
[内]5Y7/1灰白

精良、黒色粒を含む 良好 古墳時代

陶器 壺
口径:-
底径:-
器高:[5.7]

横ナデ 横ナデ
[外]2.5Y5/1黄灰
[内]2.5Y5/1黄灰

普、1～2㎜程度の白色
砂粒を多量に含む

良好 備前焼

陶器 擂鉢
口径:-
底径:-
器高:4.3]

横ナデ 横ナデ、摺り目
[外]5YR6/1褐灰
[内]5YR6/1褐灰

普、1㎜程度の白色砂
粒を多量に含む

良好
備前焼
17C前半～

陶器 鉢
口径:-
底径:-
器高:[1.0]

施釉 三彩手
[釉調]2.5Y4/3オリーブ褐
[胎土]2.5Y6/1黄灰

精良 良好 瀬戸美濃系

陶器 灯明皿
口径:(8.0)
底径:(3.0)
器高:1.2

横ナデ、ケズリ 横ナデ
[外]2.5YR5/6明赤褐
[内]5YR4/8赤褐

精良 良好 備前焼

陶器 椀
口径:(9.8)
底径:-
器高:[4.8]

施釉 施釉
[釉調]2.5Y7/3浅黄
[胎土]2.5Y8/3淡黄

普、1㎜以下の黒色砂
粒を含む

良好 京・信楽系

陶器 椀
口径:-
底径:-
器高:[3.9]

施釉 施釉
[釉調]2.5Y7/3浅黄
[胎土]2.5Y8/2灰白

普、白色砂粒を含む 良好 京・信楽系

磁器 仏飯器
口径:(9.2)
底径:5.3
器高:6.0

施釉、畳付:露胎 施釉
[釉調]N7/灰白
[胎土]N8/灰白

精良 良好 肥前系

緑釉
陶器?

椀
口径:-
底径:-
器高:-

削り出し ナデ
[外]N6/灰
[内]N6/灰

精良 良好 平安京近郊産?

土師質
土器

甕or鍋
(取手)

口径:-
底径:-
器高:[2.9]

指押さえ 剥落、黒色化
[外]7.5YR7/4にぶい橙
[内]7.5YR7/4にぶい橙

普、1㎜程度の白色砂
粒・茶色砂粒を多量に
含む

良好

南端築地試掘

灰褐色粘質土層

南端築地試掘

灰褐色粘質土層

土師質
土器

焙烙
口径:-
底径:-
器高:[2.7]

横ナデ、指押さ
え

横ナデ
[外]2.5Y5/1黄灰
[内]2.5Y5/1黄灰

精良 良好

南端築地試掘

灰褐色粘質土層

南端築地試掘

灰褐色粘質土層

土師質
土器

鉢
口径:-
底径:-
器高:[6.8]

横ナデ 横ナデ
[外]10YR7/3にぶい黄橙
[内]10YR7/3にぶい黄橙

普、1㎜程度の白色砂
粒・茶色砂粒を多量に
含む

良

南端築地試掘

灰褐色粘質土層

南端築地試掘

灰褐色粘質土層

土師質
土器

鉢
口径:-
底径:-
器高:[6.5]

指押さえ、波状
文

横ハケ
[外]7.5YR7/4にぶい橙
[内]7.5YR7/4にぶい橙

普、1㎜程度の白色砂
粒を含む

良好

南端築地試掘

灰褐色粘質土層

南端築地試掘

灰褐色粘質土層

土師質
土器

植木鉢
口径:(28.0)
底径:-
器高:[9.6]

ナデ 横ナデ
[外]10YR6/3にぶい黄橙
[内]10YR6/3にぶい黄橙

普、1㎜程度の白色砂
粒・雲母・角閃石を含
む

良

南端築地試掘

灰褐色粘質土層

南端築地試掘

灰褐色粘質土層

土師質
土器

皿
口径:-
底径:-
器高:3.2

ナデ、底部:摩滅 ナデ
[外]10YR6/4にぶい黄橙
[内]10YR6/4にぶい黄橙

普、2㎜以下の石英・
長石・1㎜程度の白色
粒・茶色粒・金雲母・
角閃石を含む

良

南端築地試掘

灰褐色粘質土層

南端築地試掘

灰褐色粘質土層

土師質
土器

井側?
口径:-
底径:-
器高:[10.0]

横ナデ 横ナデ
[外]7.5YR7/4にぶい橙
[内]7.5YR7/4にぶい橙

普、1㎜程度の白色砂
粒を含む

良

南端築地試掘

灰褐色粘質土層

南端築地試掘

灰褐色粘質土層

瓦質
土器

植木鉢
口径:-
底径:(20.8)
器高:[5.0]

ミガキ
刷毛状工具によ
るナデ、横ナデ

[外]5Y3/1オリーブ黒
[内]10YR6/3にぶい黄橙

普、白色砂粒・黒色砂
粒・雲母・角閃石を多
量に含む

良

南端築地試掘

灰褐色粘質土層

南端築地試掘

灰褐色粘質土層
陶器 甕

口径:-
底径:-
器高:[8.5]

施釉 施釉
[外]釉調:7.5YR3/2黒褐
[胎土]5Y6/1灰
[内]釉調:5Y6/2灰オリーブ

普、1㎜程度の白色砂
粒を多量に含む

良好 瀬戸美濃系

南端築地試掘

灰褐色粘質土層

南端築地試掘

灰褐色粘質土層
陶器 鉢

口径:(22.2)
底径:-
器高:[7.6]

施釉(黒白の二
色)

施釉(黒一色)

[外]釉調:2.5Y2/1黒
[胎土]10YR4/3赤褐
[内]釉調:2.5Y4/3オリーブ
褐

精良 良好 瀬戸美濃系

南端築地試掘

灰褐色粘質土層

南端築地試掘

灰褐色粘質土層
陶器 急須

口径:-
底径:6.4
器高:[5.7]

施釉、露胎、ヘ
ラケズリ

施釉
[胎土]5Y6/4オリーブ黄
[調整]5Y7/2灰白

精良 良好

南端築地試掘

灰褐色粘質土層

南端築地試掘

灰褐色粘質土層
陶器 灯明皿

口径:10.2
底径:4.0
器高:2.1

回転ケズリ 施釉
[釉調]2.5GY7/1明オリーブ
灰
[胎土]2.5Y7/3浅黄

精良 良好
煤化
京・信楽系
墨書「カモ」

南端築地試掘

灰褐色粘質土層

南端築地試掘

灰褐色粘質土層
陶器 灯明皿

口径:(10.4)
底径:(3.5)
器高:2.55

横ナデ 施釉
[外]2.5Y7/2灰黄
[内]2.5Y5/2暗灰黄

精良 良好 京・信楽系

南端築地試掘

灰褐色粘質土層

南端築地試掘

灰褐色粘質土層
磁器 皿

口径:(11.0)
底径:-
器高:[2.7]

施釉 施文、施釉
[釉調]2.5GY7/1明オリーブ
灰
[胎土]N8/灰白

精良 良好 付着物有

第2層 第2層
石製品

スクレ
イパー?

長さ:(9.1)
幅:6.2
厚さ:0.6

重量:70.3 石材:サヌカイト

第2層 第2層

磨製
石器

石庖丁
長さ:[4.7]
幅:[3.8]
厚さ:0.75

重量:19.9 石材:サヌカイト 穿孔有

第2層(灰褐色土層) 第2層(灰褐色土層)
石製品 砥石?

長さ:(5.4)
幅:(3.25)
厚さ:0.85

重量:24.5 石材:不明

不
明

石製品 不明
長さ:4.1
幅:3.3
厚さ:3.0

重量:46.6 石材:砂岩？
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面

第2層 第2層

長辺:[7.5]
広端幅(短辺):[16.5]
狭端幅:-
瓦当径:[16.4]
瓦当厚:[5.9]
男瓦厚:-

ナデ 接合式
[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

密、0.5～3㎜の石
英・長石を含む

良 割れ口に布目痕

南北溝
灰色粘質土 灰色粘質土

長辺:[3.2]
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:16.3
瓦当厚:[3.0]
男瓦厚:-

粗いナデ、
ナデ

ナデ
横置型一本
作り

[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

普、3㎜以下の白色
粒・黒色粒を含む

良好
笵傷あり、ノコク
ズ

鐘楼南 鐘楼南

長辺:-
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:16.5
瓦当厚:4.0
男瓦厚:-

一本作り
[凹]暗灰
[凸]暗灰

緻密、1㎜以下の白
色粒を含む

良好

回廊北雨落溝

長辺:[7.5]
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:16.5
瓦当厚:5.0
男瓦厚:-

ナデ ナデ、ハケ 接合式
[凹]N5/灰
[凸]N4/灰

粗、5㎜以下の石
英・長石・小石を多
量含む

良

第3層 第3層

長辺:[15.5]
広端幅(短辺):[12.1]
狭端幅:-
瓦当径:[12.9]
瓦当厚:2.8
男瓦厚:[2.3]

布目痕、縦
方向のナデ

縦方向の粗
いナデ

接合式
[凹]N7/灰白
[凸]N7/灰白

普、3㎜以下の石
英・長石・黒色粒を
含む

良

不明
不明 不明

長辺:[13.5]
広端幅(短辺):[13.8]
狭端幅:-
瓦当径:[9.7]
瓦当厚:3.9
男瓦厚:3.5

ナデ
縦方向の粗
いナデ

[凹]N6/灰
[凸]N5/灰

普、2㎜以下の石
英・赤色粒・黒色粒
を含む

良好

第1層 第1層

長辺:[11.1]
広端幅(短辺):[17.1]
狭端幅:-
瓦当径:17.0
瓦当厚:4.0
男瓦厚:2.2

ナデ ナデ 接合式
[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

やや粗、5㎜以下の
石英・長石・小石を
含む

良

長辺:[8.7]
広端幅(短辺):[16.2]
狭端幅:-
瓦当径:[16.0]
瓦当厚:3.5
男瓦厚:-

ナデ、板ナ
デ

ナデ、板ナ
デ

ケズリ1度 接合式
[凹凸]N2/黒
[胎土]N7/灰白

やや粗、5㎜以下の
石英・長石・小石を
含む

良

第2層 第2層

長辺:[5.0]
広端幅(短辺):[17.3]
狭端幅:-
瓦当径:17.5
瓦当厚:4.5
男瓦厚:-

ナデ
横方向のナ
デ、縦方向
の板ナデ

積上式横置
型一本作り

[凹凸]N3/暗灰
[胎土]N8/灰白

やや粗、5㎜以下の
石英・長石・10㎜以
下の小石を含む

良 ノコクズ、枷型あ
り

第3層 第3層

長辺:[9.5]
広端幅(短辺):[15.2]
狭端幅:-
瓦当径:[14.0]
瓦当厚:4.6
男瓦厚:-

ナデ、板ナ
デ

板ナデ
横置型一本
作り

[凹]N7/灰白
[凸]N7/灰白

普、5㎜以下の石
英・長石・赤色粒・
黒色粒を含む

良好
中房笵傷あり、ノ
コクズ

第2層 第2層

長辺:[9.6]
広端幅(短辺):15.9
狭端幅:-
瓦当径:17.4
瓦当厚:3.3
男瓦厚:-

不定方向の
ナデ、横ナ
デ（接合
溝）、布目
痕

縦方向のナ
デ

横置型一本
作り

[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

普、3㎜以下の石
英・長石を含む

良 笵傷あり

第2層 第2層

長辺:[23.5]
広端幅(短辺):[15.1]
狭端幅:-
瓦当径:17.5
瓦当厚:4.5
男瓦厚:2.0

布目痕 ナデ ケズリ1度 一本作り
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

密、1～5㎜の石英・
長石を含む

良 枷型の木目

SF北東隅 SA5801北東隅

長辺:38.0
広端幅(短辺):15.7
狭端幅:14.5
瓦当径:17.0
瓦当厚:4.5
男瓦厚:2.2

布目痕、接
合のナデ

板ナデ？ ケズリ
横置型一本
作り

[凹]N6/灰
[凸]N5/灰

普、3㎜以下の石
英・長石を含む

良好
ノコクズ、笵傷あ
り、灰被り

長辺:[20.5]
広端幅(短辺):18.2
狭端幅:-
瓦当径:18.2
瓦当厚:[6.0]
男瓦厚:[2.3]

布目痕、粗
いナデ、ナ
デ

ナデ
[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

普 良好
笵傷あり、瓦当部
と女瓦部の接着面
に横方向のケズリ

SF北東隅 SA5801北東隅

長辺:[9.9]
広端幅(短辺):17.1
狭端幅:-
瓦当径:17.0
瓦当厚:3.2
男瓦厚:-

ナデ 接合式
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

密、0.5～1.5㎜の石
英・長石を含む

良

第2層 第2層

長辺:[3.8]
広端幅(短辺):18.3
狭端幅:-
瓦当径:18.2
瓦当厚:[3.3]
男瓦厚:-

[凹]10Y7/1灰白
[凸]10Y7/1灰白

普、4㎜以下の長石
を含む

良
枷型あり、笵傷な
し、ノコクズ

第3層 第3層

長辺:-
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:15.5
瓦当厚:4.5
男瓦厚:-

一本作り？
[凹]暗灰
[凸]暗灰

緻密、1㎜以下の白
色粒を含む

良好 灰被り

不明 注記なし
不明

長辺:[19.8]
広端幅(短辺):15.2
狭端幅:-
瓦当径:15.0
瓦当厚:5.3
男瓦厚:[1.1]

布目痕
ナデ、調整
1度

ケズリ1度 接合式
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、0.5～4㎜の石
英・長石を含む

良
灰被り

暗褐色土 暗褐色土

長辺:[21.7]
広端幅(短辺):15.1
狭端幅:-
瓦当径:16.6
瓦当厚:4.2
男瓦厚:[1.4]

横方向のナ
デ、布目
痕、縦方向
の粗いナデ

縦方向の粗
いナデ

ケズリ1度
横置型一本
作り

[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、2㎜以下の石
英・長石を含む

良

挿図
番号

報告書
番号

次 形式 法量(cm） 気づいたこと
手法の特徴

技法・素地 色調 胎土 焼成

鐙瓦
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面

挿図
番号

報告書
番号

次 形式 法量(cm） 気づいたこと
手法の特徴

技法・素地 色調 胎土 焼成

東雨落溝

長辺:[7.3]
広端幅(短辺):16.8
狭端幅:-
瓦当径:16.8
瓦当厚:3.2
男瓦厚:[3.2]

ナデ、板ナ
デ

ナデ、板ナ
デ

横置型一本
作り（積上
式？）

[凹]N7/灰白
[凸]N7/灰白

普、3㎜以下の石
英・長石・黒色粒を
含む

良好

暗褐色土 暗褐色土

長辺:[21.8]
広端幅(短辺):[16.7]
狭端幅:-
瓦当径:
瓦当厚:2.5
男瓦厚:2.5

布目痕、縦
方向のハ
ケ？、ナデ

横方向のナ
デ、ミガキ

一本作り
[凹凸]N4/灰
[胎土]N7/灰白

やや粗、3㎜以下の
石英・長石・5～10
㎜の小石を含む

良

暗褐色土 暗褐色土

長辺:[6.0]
広端幅(短辺):[16.6]
狭端幅:-
瓦当径:[15.8]
瓦当厚:[3.3]
男瓦厚:[3.6]

横ナデ ナデ ナデ
横置型一本
作り

[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

普、4㎜以下の砂粒
を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[8.0]
広端幅(短辺):[15.8]
狭端幅:-
瓦当径:[16.2]
瓦当厚:[5.3]
男瓦厚:-

ナデ ナデ 接合式
[凹]10YR8/2灰白
[凸]10YR8/1灰白

普 良好
珠文笵傷あり、接
合痕あり

第2層 第2層

長辺:[4.8]
広端幅(短辺):[14.5]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:3.0
男瓦厚:-

接合式
[凹]N3/暗灰
[凸]N3/暗灰

密、1～4㎜の石英・
長石を含む

良 笵傷多い

不明
不明 不明

長辺:[8.0]
広端幅(短辺):[17.6]
狭端幅:-
瓦当径:17.0
瓦当厚:3.7
男瓦厚:-

横方向のナ
デ、縦方向
の板ナデ？

布目痕、横
方向の(粗
い)ナデ、
指頭圧痕

接合式？
[凹凸]N4/灰
[胎土]N6/灰

粗、5㎜以下の石
英・長石・赤色粒・
雲母・小石を含む

良

第2層 第2層

長辺:[7.4]
広端幅(短辺):[18.0]
狭端幅:-
瓦当径:17.8
瓦当厚:3.7
男瓦厚:-

接合式
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

密、4㎜以下の石
英・長石を含む

良 枷型あり

第2層 第2層

長辺:[4.0]
広端幅(短辺):[13.5]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:2.5
男瓦厚:-

[凹]5Y7/1灰白
[凸]5Y7/1灰白

普、5㎜以下の石
英・長石を含む

良

第3層 第3層

長辺:-
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
男瓦厚:-

接合式
[凹凸]2.5Y7/1灰白
[胎土]2.5Y8/1灰白

粗、4㎜以下の石
英・長石・赤色粒・
雲母?を含む

良

第2層 第2層

長辺:-
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:3.5
男瓦厚:-

接合式
[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

やや粗、2㎜以下の
白色粒・赤色粒を含
む

良

第1層 第1層

長辺:[5.9]
広端幅(短辺):[11.6]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:2.5
男瓦厚:-

ナデ、板ナ
デ

ナデ 接合式
[凹凸]10YR8/3浅黄
橙
[胎土]2.5Y8/1灰白

粗、5㎜以下の石
英・長石・小石を含
む

良

第2層 第2層

長辺:[5.8]
広端幅(短辺):[16.9]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:3.4
男瓦厚:-

指ナデ 接合式
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

密、1～4㎜の石英・
長石を含む

良

回廊雨落溝

長辺:[4.4]
広端幅(短辺):[17.3]
狭端幅:-
瓦当径:17.4
瓦当厚:3.4
男瓦厚:-

ナデ
ナデ、指頭
圧痕

接合式？
[凹凸]N5/灰
[胎土]5Y8/1灰白

やや粗、3㎜以下の
石英・長石・赤色粒
を含む

良

第2層 第2層

長辺:[2.1]
広端幅(短辺):16.0
狭端幅:-
瓦当径:16.0
瓦当厚:2.8
男瓦厚:-

ナデ ケズリ
縦置型一本
作り

[凹]10YR7/3にぶい
黄橙
[凸]10YR7/3にぶい
黄橙

密、1～3.5㎜の石
英・長石・赤色粒を
含む

良
瓦当内面に男瓦接
合痕あり
消失

第2層 第2層

長辺:-
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:[9.6]
瓦当厚:[2.5]
男瓦厚:-

縦置型一本
作り

[凹]5YR7/4にぶい橙
[凸]5YR7/4にぶい橙

普、1～5㎜の石英・
長石を含む

良

灰色粘土 灰色粘土

長辺:[14.2]
広端幅(短辺):[17.4]
狭端幅:-
瓦当径:17.5
瓦当厚:3.2
男瓦厚:2.9

布目痕、糸
切り痕、ナ
デ

ナデ、板ナ
デ？

接合式

[凹凸]N4/灰～N7/灰
白
[胎土]5Y8/1灰白～
N7/灰白

粗、5㎜以下の石
英・長石・赤色粒・
雲母?・小石を含む

良

第2層 第2層

長辺:[4.1]
広端幅(短辺):[11.5]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:4.0
男瓦厚:-

[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

密、1㎜以下の白色
粒を含む

良好

不明
第2層

不明
第2層

長辺:[2.3]
広端幅(短辺):[14.1]
狭端幅:-
瓦当径:14.0
瓦当厚:2.8
男瓦厚:-

ナデ
ナデ、指頭
圧痕

接合式
[凹]5B3/1暗青灰
[凸]5B6/1青灰

やや粗、3㎜以下の
石英・長石・雲母を
含む

良 瓦当裏面が丸い

第2層 第2層

長辺:-
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:[7.7]
瓦当厚:[3.6]
男瓦厚:-

[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

密、0.5～2㎜の石
英・長石を含む

良 瓦当裏面が丸い
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面

挿図
番号

報告書
番号

次 形式 法量(cm） 気づいたこと
手法の特徴

技法・素地 色調 胎土 焼成

第2層 第2層

長辺:-
広端幅(短辺):[13.6]
狭端幅:-
瓦当径:15.5
瓦当厚:3.0
男瓦厚:-

接合式
[凹]5Y7/1灰白
[凸]5Y7/1灰白

密、1～4㎜の石英・
長石を含む

良 瓦当裏面が丸い

第2層 第2層

長辺:[3.3]
広端幅(短辺):[10.9]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:1.8
男瓦厚:-

接合式
[凹]5Y7/1灰白
[凸]N8/灰白

密、4㎜以下の石
英・長石を含む

良 瓦当裏面が丸い

第2層 第2層

長辺:[14.4]
広端幅(短辺):[12.7]
狭端幅:-
瓦当径:13.5
瓦当厚:3.7
男瓦厚:1.7

布目痕、抜
取紐痕、ナ
デ

ナデ ケズリ1度 接合式
[凹]5Y7/1灰白
[凸]5Y7/1灰白

密、1～4㎜の石英・
長石を含む

良
瓦当裏面が丸い
男瓦が粘土紐作り
か？

南雨落溝

長辺:[4.5]
広端幅(短辺):[11.8]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:3.0
男瓦厚:-

[凹]7.5YR6/6橙
[凸]7.5YR6/6橙

やや粗、2㎜の白色
粒・黒色粒・赤色粒
を含む

良

第2層 第2層

長辺:[6.0]
広端幅(短辺):[13.5]
狭端幅:-
瓦当径:15.0
瓦当厚:2.0
男瓦厚:-

接合式
[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

やや粗、2㎜以下の
白色粒・赤色粒を含
む

良

暗褐色土 暗褐色土

長辺:-
広端幅(短辺):[15.3]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:2.7
男瓦厚:-

ナデ ナデ 接合式？
[凹凸]N8/灰白～N6/
灰白
[胎土]10YR8/2灰白

粗、5㎜前後の石
英・長石・赤色粒を
含む

良
瓦当は粘土塊を使
用

南北溝

長辺:-
広端幅(短辺):[7.3]
狭端幅:-
瓦当径:16.0
瓦当厚:2.6
男瓦厚:-

ナデ ナデ 接合式
[凹凸]N6/灰
[胎土]7.5YR7/4にぶ
い橙～2.5Y8/1灰白

やや粗、5㎜以下の
石英・長石・赤色粒
を含む

良

第2層 第2層

長辺:-
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:2.0
男瓦厚:-

接合式
[凹]2.5Y8/3淡黄
[凸]2.5Y8/3淡黄

密、1～3㎜の石英・
長石・赤色粒を含む

良

不明
不明 不明

長辺:-
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
男瓦厚:-

[凹]不明
[凸]不明

不明 不明

灰褐色粘質土 灰褐色粘質土

長辺:[7.5]
広端幅(短辺):[13.0]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:4.0
男瓦厚:1.7

布目痕 接合式
[凹]7.5YR8/1灰白
[凸]7.5YR8/1灰白

やや密、2㎜以下の
白色粒を含む

良

灰褐色粘質土 灰褐色粘質土

長辺:-
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:[14.5]
瓦当厚:[3.0]
男瓦厚:-

[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

密、3㎜以下の石
英・4㎜以下の赤色
粒を含む

良

第3層 第3層

長辺:-
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
男瓦厚:-

横ナデ
[凹]N6/灰
[凸]-

精良、1㎜程度の白
色砂粒を含む

良好 笵傷有

第2層 第2層

長辺:[17.2]
広端幅(短辺):[15.5]
狭端幅:-
瓦当径:15.5
瓦当厚:1.4
男瓦厚:2.2

粗いナデ
縦方向のナ
デ

[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

やや粗、4～5㎜の石
英・長石・10㎜以下
の小石を含む

良 釘穴1箇所

第2層 第2層

長辺:-
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:[17.4]
瓦当厚:3.5
男瓦厚:-

ナデ ナデ
[凹凸]7.5YR2/1黒
[胎土]7.5YR7/4にぶ
い橙

やや粗、1～2㎜程度
の白色砂粒を多量に
含む

良
S58概報-遺物6
12～13C?

第2層 第2層

長辺:-
広端幅(短辺):17.0
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:2.2
男瓦厚:-

ナデ
[凹]7.5Y5/1灰
[凸]-

普、3㎜以下の白色
砂粒を含む

良
瓦当文様:珠文13
ケ、三巴文(右巻)

不明

長辺:[5.4]
広端幅(短辺):[9.5]
狭端幅:-
瓦当径:[10.0]
瓦当厚:2.3
男瓦厚:-

ナデ、指押
さえ

接合式
[凹]2.5Y6/2灰黄
[凸]2.5Y6/2灰黄

普、3㎜以下の長
石・赤色粒を含む

良 接合痕あり

第2層 第2層

長辺:[7.5]
広端幅(短辺):13.0
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:2.3
男瓦厚:2.4

ナデ ナデ
[凹]N5/灰
[凸]-

普、5㎜以下の白色
砂粒・赤色砂粒を含
む

良
瓦当文様:珠文25
ケ、三巴文(右巻)

第2層 第2層

長辺:-
広端幅(短辺):12.5
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
男瓦厚:-

ナデ ナデ
[凹]10Y6/1灰
[凸]-

普、3㎜以下の白色
砂粒を含む

良
瓦当文様:珠文17
ケ、三巴文(右巻)

第2層 第2層

長辺:-
広端幅(短辺):10.1
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
男瓦厚:-

ナデ ナデ
[凹]5Y5/1灰
[凸]-

普、1～3㎜程度の白
色砂粒を含む

良

瓦当文様:珠文20
ケ、三巴文(右巻)
58/59/60と同一型
式
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面

挿図
番号

報告書
番号

次 形式 法量(cm） 気づいたこと
手法の特徴

技法・素地 色調 胎土 焼成

第2層 第2層

長辺:[9.2]
広端幅(短辺):8.3
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
男瓦厚:1.9

布目痕→工
具痕、ナデ

ミガキ、ナ
デ

[凹]N7/灰白
[凸]N4/灰～N6/灰

やや粗、3～7㎜程度
の白色砂粒・角閃石
を含む

良

瓦当文様:珠文17
ケ、三巴文(右巻)
57/59/60と同一型
式

第2層 第2層

長辺:[15.5]
広端幅(短辺):11.8
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
男瓦厚:1.95

布目痕、ナ
デ

板ナデ、ナ
デ

[凹]N6/灰
[凸]-

普、3㎜以下の白色
砂粒、8㎜以下の礫
を含む

良

瓦当文様:珠文21
ケ、三巴文(右巻)
57/58/60と同一型
式

第2層 第2層

長辺:[10.4]
広端幅(短辺):12.0
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
男瓦厚:2.5

布目痕、糸
切り痕、指
押さえ

ナデ
[凹]N6/灰
[凸]-

普、4㎜以下の砂粒
を含む

良

瓦当文様:珠文14
ケ、三巴文(右巻)
57/58/59と同一型
式

畦第2層上層 畦第2層上層

長辺:[9.0]
広端幅(短辺):10.6
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
男瓦厚:2.0

布目痕、ナ
デ

板ナデ
[凹]N6/灰
[凸]N5/灰

普、1㎜以下の白色
砂粒を含む

良
瓦当文様:珠文7
ケ、三巴文(右巻)
中・近世移行期

第2層 第2層

長辺:[2.4]
広端幅(短辺):[7.0]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
男瓦厚:-

ナデ 接合式
[凹]2.5Y8/3淡黄
[凸]-

軟、1㎜程度の白色
砂粒・茶色砂粒を含
む

良
瓦当文様:三巴文
江戸期

第2層 第2層

長辺:[2.6]
広端幅(短辺):12.7
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
男瓦厚:2.5

ナデ、板ナ
デ

ナデ
[凹]N5/灰
[凸]-

普、4㎜以下の白色
砂粒、10㎜以下の礫
を含む

良
瓦当文様:珠文9
ケ、三巴文(右巻)

第2層 第2層

長辺:-
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:1.5
男瓦厚:-

キラ粉
ナデ、キラ
粉

[凹]2.5Y2/1黒
[凸]-

密、1㎜程度の白色
砂粒を含む

良好
瓦当文様:巴文

灰褐色粘土層 灰褐色粘土層

長辺:[10.4]
広端幅(短辺):6.2
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
男瓦厚:1.9

縦方向の板
ナデ、ナデ

横ナデ、模
骨状痕跡、
キラ粉

[凹]N3/ 暗灰～
5Y7/1 灰白
[凸]-

やや粗、5㎜程度の
白色砂粒を含む

良
瓦当文様:珠文6
ケ、三巴文(左巻)
19C～幕末？

第2層 第2層

長辺:[11.9]
広端幅(短辺):12.0
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:1.5
男瓦厚:-

キラ粉 ナデ
[凹]N4/灰
[凸]-

普、1㎜程度の白色
砂粒を含む

良好
瓦当文様:巴文、
木目有

第2層 第2層

長辺:[3.6]
広端幅(短辺):[8.8]
狭端幅:-
瓦当径:[8.5]
瓦当厚:[1.5]
男瓦厚:-

ナデ
[凹]N6/灰
[凸]N5/灰

密、1～2㎜程度の白
色砂粒・黒色粒を含
む

良好

第2層 第2層

長辺:-
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:[7.0]
瓦当厚:2.5
男瓦厚:-

[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

密、1㎜以下の白色
砂粒・黒色粒を含む

良好

不明

長辺:[4.7]
広端幅(短辺):[5.7]
狭端幅:-
瓦当径:[7.9]
瓦当厚:2.0
男瓦厚:-

摩滅
[凹]10YR6/3にぶい
黄橙
[凸]5Y5/1灰

密、1㎜以下の白色
砂粒・赤色粒・黒色
粒を含む

不良

第2層 第2層

長辺:[7.7]
広端幅(短辺):[7.0]
狭端幅:-
瓦当径:[5.0]
瓦当厚:[1.7]
男瓦厚:2.1

ナデ
[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

密、2㎜以下の石
英・長石を含む

良

第2層 第2層

長辺:-
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:[6.5]
瓦当厚:1.5
男瓦厚:-

[凹]5Y6/1灰
[凸]2.5Y6/1黄灰

密、1㎜以下の石
英・長石を含む

良

第2層 第2層

長辺:-
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:[9.5]
瓦当厚:1.3
男瓦厚:-

[凹]2.5Y7/2灰黄
[凸]2.5Y7/1灰白

やや粗、4㎜以下の
石英・長石・茶色砂
粒を含む

軟質 瓦当文様:菊丸文

第2層 第2層

長辺:-
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:[5.5]
瓦当厚:1.6
男瓦厚:-

[凹]2.5Y7/2灰黄
[凸]2.5Y7/1灰白

やや粗、4㎜以下の
石英・長石・茶色砂
粒を含む

軟質 瓦当文様:菊丸文

黒褐色土層 黒褐色土層

長辺:[9.0]
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:1.8
男瓦厚:1.8

タタキ、ナ
デ、キラ粉

ナデ、キラ
粉

[凹]N5/灰
[凸]-

普、2㎜以下の白色
砂粒を含む

良
瓦当文様:菊花
文、花弁8葉

長辺:-
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:1.8
男瓦厚:-

[凹]N5/灰
[凸]-

密、1㎜程度の白色
砂粒を含む

良好 瓦当文様:菊丸文

僧房跡 僧房跡

長辺:-
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:[6.3]
瓦当厚:1.4
男瓦厚:-

[凹]7.5YR8/2灰白
[凸]7.5YR8/2灰白

密、2㎜以下の石
英・長石をわずかに
含む

軟質
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面 広端面 狭端面

不明
不明 不明

長辺:[4.8]
広端幅(短辺):[14.8]
狭端幅:-
瓦当径:[6.3]
瓦当厚:-
女瓦厚:[3.9]

ナデ、ハケ
目？

ナデ
ケズリ1
度

一枚作り
[凹]N7/灰白
[凸]N6/灰

普、2㎜以下の
白色粒・黒色粒
を含む

良好
灰被り、上部外
区周縁をケズリ
とる

不明
不明 不明

長辺:[7.1]
広端幅(短辺):[19.2]
狭端幅:-
瓦当径:[6.0]
瓦当厚:-
女瓦厚:[3.4]

曲線

ヘラケズ
リ、布目
痕、粘土紐
痕？

ナデ
ケズリ2
度

粘土紐？
[凹]N5/灰
[凸]N6/灰

普、3㎜以下の
白色粒・長石を
含む

良好

雨落溝

長辺:[17.8]
広端幅(短辺):[10.1]
狭端幅:-
瓦当径:[4.9]
瓦当厚:-
女瓦厚:[3.5]

直線
粗いナデ、
布目痕、調
整2度

ナデ
ケズリ1
度

[凹]N5/灰
[凸]N4/灰

普、2㎜以下の
石英・長石を含
む

良好
成形台？の痕跡

雨落溝

長辺:[17.0]
広端幅(短辺):[8.3]
狭端幅:-
瓦当径:[5.6]
瓦当厚:-
女瓦厚:3.5

直線
ナデ、調整
1度、模骨
痕

布目痕、
ナデ

ケズリ2
度

粘土板桶巻
作り

[凹]N7/灰白
[凸]N7/灰白

普、4㎜以下の
長石を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[25.5]
広端幅(短辺):27.5
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:6.0
女瓦厚:3.1

直線
布目痕、ナ
デ、調整1
度

ケズリ、
ナデ

ケズリ1
度

粘土板一枚
作り

[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

密、1～4㎜の石
英・長石を含む

良
凸面:工具痕あ
り

第2層 第2層

長辺:33.5
広端幅(短辺):28.0
狭端幅:26.5
瓦当径:-
瓦当厚:6.0
女瓦厚:3.3

曲線
布目痕、ナ
デ、調整1
度、朱付着

ナデ
ケズリ1
度

未調整
粘土板一枚
作り

[凹]5Y5/1灰
[凸]5Y5/1灰

密、1㎜以下の
石英・長石を含
む

良
彫り直しあり
軒出6.0㎝

第2層 第2層

長辺:[20.5]
広端幅(短辺):[13.0]
狭端幅:-
瓦当径:[6.5]
瓦当厚:-
女瓦厚:[3.4]

曲線

ナデ、調整
1度、糸切
り痕、布目
痕

ナデ 粘土板
[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

普、7㎜以下の
石英・長石を含
む

良

第2層 第2層

長辺:[28.4]
広端幅(短辺):[11.6]
狭端幅:-
瓦当径:[7.3]
瓦当厚:-
女瓦厚:[3.6]

布目痕、糸
切り痕

ナデ
[凹]N7/灰白
[凸]N7/灰白

普、0.5～4㎜の
石英・長石を含
む

良

長辺:32.9
広端幅(短辺):[26.2]
狭端幅:[16.1]
瓦当径:6.0
瓦当厚:-
女瓦厚:3.5

曲線
布目痕、ナ
デ、布端痕

布目痕、
糸切り痕

ケズリ1
度

ケズリ1
度

一本作り
[凹]N4/灰
[凸]N4/灰

普、1～4㎜の石
英・長石を含む

良

第3層 第3層

長辺:32.1
広端幅(短辺):[24.3]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:6.5
女瓦厚:3.0

曲線
布目痕、糸
切り痕、調
整1度

糸切り
痕、ヘラ
ケズリ

未調整
粘土板一枚
作り

[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、1㎜以下の
石英・長石・赤
色粒・黒色粒を
含む

良

打ちかえあり、
凸面に糸切りが
残っており、叩
き具を使用して
いない可能性が
あり、簡略化し
た作りか

第2層 第2層

長辺:[13.6]
広端幅(短辺):[14.0]
狭端幅:-
瓦当径:6.0
瓦当厚:-
女瓦厚:[3.2]

曲線

横方向のナ
デ、布目
痕、糸切り
痕、灰被り

粗いナデ
ケズリ1
度

調整1度 粘土板
[凹]N6/灰
[凸]N5/灰

普、2㎜以下の
白色粒・長石を
含む

良好

第2層 第2層

長辺:[10.6]
広端幅(短辺):10.2
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
女瓦厚:[6.0]

布目痕、ハ
ケ目

摩滅
[凹]10Y6/1灰
[凸]-

密、0.5～4㎜程
度の砂粒を含む

良

第2層 第2層

長辺:32.8
広端幅(短辺):25.5
狭端幅:-
瓦当径:6.1
瓦当厚:-
女瓦厚:2.7

曲線

布目痕、糸
切り痕、調
整1度、布
端痕

ナデ
ケズリ2
度

ケズリ1
度

粘土板一枚
作り

[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、10㎜以下の
石英・4㎜以下
の長石を含む

良
軒出 6㎝

南北SD
灰茶色粘質土 灰茶色粘質土

長辺:[14.6]
広端幅(短辺):[15.5]
狭端幅:-
瓦当径:[7.2]
瓦当厚:-
女瓦厚:[4.3]

布目痕、糸
切り痕

ナデ、平
行叩き痕
（平行Gに
類似か）

[凹]7.5Y7/1灰白
[凸]7.5Y7/1灰白

普、1～7㎜の石
英・長石を含む

良

第3層 第3層

長辺:[25.2]
広端幅(短辺):[11.8]
狭端幅:-
瓦当径:[5.8]
瓦当厚:-
女瓦厚:4.0

直線
糸切り痕、
ナデ、指押
さえ

ナデ
ケズリ1
度、調整
1度か2度

[凹]5Y8/1灰白
[凸]5Y8/1灰白

普、5㎜以下の
砂粒を含む

良好
接合痕あり

南築地
第2層 第2層

長辺:[14.5]
広端幅(短辺):[13.3]
狭端幅:-
瓦当径:6.0
瓦当厚:-
女瓦厚:[5.0]

曲線

横方向の粗
いナデ、端
部縦方向の
ナデ、朱付
着

縦方向の
粗いナ
デ、端部
は横方向
のナデ

ケズリ1
度、調整
1度

調整1度
[凹]7.5Y7/1灰白
[凸]7.5Y7/1灰白

普、3㎜以下の
石英・長石・黒
色粒を含む

良 軒出 7㎝

回廊雨落溝

長辺:[18.0]
広端幅(短辺):[13.9]
狭端幅:-
瓦当径:6.3
瓦当厚:-
女瓦厚:[5.1]

布目痕、工
具痕？、朱
付着

ケズリ
ケズリ2
度

[凹]7.5Y6/1灰
[凸]7.5Y6/1灰

普、3㎜以下の
石英・赤色粒・
2㎜以下の長石
を含む

良
軒出 6㎝、接合
痕あり

最下層 最下層

長辺:[19.5]
広端幅(短辺):26.8
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:6.0
女瓦厚:3.5

曲線
布目痕、糸
切り痕、調
整1度

ナデ

ケズリ1
度、未調
整、分割
線

粘土板桶巻
作り

[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

密、1～2㎜の石
英・長石を含む

良好

挿図
番号

報告書
番号

次 顎形式 法量(cm） 気づいたこと
手法の特徴

技法・素地 色調 胎土 焼成

宇瓦
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面 広端面 狭端面

挿図
番号

報告書
番号

次 顎形式 法量(cm） 気づいたこと
手法の特徴

技法・素地 色調 胎土 焼成

灰色粘土 灰色粘土

長辺:[15.5]
広端幅(短辺):[22.0]
狭端幅:-
瓦当径:5.6
瓦当厚:-
女瓦厚:5

直線
糸切り痕、
布目痕、調
整1度

布目痕、
平行叩き
痕、ナデ

ケズリ2
度

粘土板一枚
作り

[凹]7.5YR6/3にぶ
い褐
[凸]7.5YR6/3にぶ
い褐

普、3㎜以下の
長石を含む

良

第2層 第2層

長辺:[24.0]
広端幅(短辺):[26.0]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:5.9
女瓦厚:2.6

曲線

布目痕、糸
切り痕、ナ
デ、粘土板
合わせ目痕

ナデ
ケズリ1
度、調整
1度

調整1度
粘土板桶巻
作り

[凹]5Y5/1灰
[凸]5Y5/1灰

普、4㎜以下の
長石・6㎜以下
の砂粒を含む

良好
ノコクズ、笵傷
なし

不明
不明 不明

長辺:41.2
広端幅(短辺):25.8
狭端幅:25.0
瓦当径:26.1
瓦当厚:6.0
女瓦厚:3.9

直線
布目痕、糸
切り痕、調
整1度

ナデ、板
ナデ

ケズリ2
度

粘土板
[凹]N2/黒
[凸]N5/灰

やや粗、4㎜以
下の石英・長
石・雲母?・小
石を含む

良

第2層 第2層

長辺:[31.5]
広端幅(短辺):27.2
狭端幅:-
瓦当径:[6.0]
瓦当厚:-
女瓦厚:3.3

曲線
ナデ、調整
1度、模骨
痕、布目痕

ナデ、朱
付着

ケズリ1
度

粘土板桶巻
作り

[凹]N7/灰白
[凸]N7/灰白

密、8㎜の長石
を含む

良好 灰被り、軒出 8
㎝

長辺:[17.5]
広端幅(短辺):24.5
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:5.5
女瓦厚:3.5

曲線
布目痕、糸
切り痕、調
整1度

格子目叩
き痕（格
子Bに類似
か）

粘土板
[凹]5Y8/1灰白
[凸]5Y8/1灰白

密、1～3㎜の石
英・長石を含む

良

第2層 第2層

長辺:[7.5]
広端幅(短辺):[12.0]
狭端幅:-
瓦当径:[12.0]
瓦当厚:5.5
女瓦厚:-

直線 ナデ ナデ
[凹]N7/灰白
[凸]N7/灰白

密、3㎜以下の
石英・長石・黒
色粒を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[24.2]
広端幅(短辺):[17.3]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:6.3
女瓦厚:2.9

曲線
布目痕、糸
切り痕

ナデ、整
形台痕？

ケズリ2
度

[凹]5Y8/1灰白
[凸]5YR8/4淡橙

密、1～4㎜の石
英・長石・赤色
粒を含む

良 二次焼成

第2層 第2層

長辺:[11.8]
広端幅(短辺):[13.5]
狭端幅:-
瓦当径:5.8
瓦当厚:-
女瓦厚:[3.6]

直線? ナデ ナデ ナデ
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

密、0.5～3㎜の
石英・長石を含
む

良 灰被り

灰色粘土 灰色粘土

長辺:[18.1]
広端幅(短辺):[13.6]
狭端幅:-
瓦当径:[5.9]
瓦当厚:-
女瓦厚:[3.1]

曲線
ナデ、調整
1度

ナデ、ヘ
ラケズリ

ケズリ1
度

[凹]5YR6/1褐灰
[凸]5YR6/1褐灰

密、0.5～2㎜の
石英・長石を含
む

良

不明
読み取り不可
読み取り不可
第2層

不明
不明
第2層

長辺:38.8
広端幅(短辺):27.5
狭端幅:26.3
瓦当径:6.1
瓦当厚:-
女瓦厚:2.8

ナデ、調整
1度、模骨
痕、布目
痕、糸切
り、指押さ
え

指押さ
え、ナデ

ケズリ2
度

粘土板桶巻
作り

[凹]2.5Y8/1灰白
[凸]2.5Y8/1灰白

普、1.7㎜以下
の砂粒を含む

良好 灰被り

第2層 第2層

長辺:[19.8]
広端幅(短辺):[18.1]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:6.5
女瓦厚:3.5

曲線
布目痕、ケ
ズリ、調整
1度

ナデ
[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

密、1～3㎜の石
英・長石を含む

良
凹面・側面にケ
ズリ順の痕跡あ
り

第2層 第2層

長辺:[18.0]
広端幅(短辺):[16.7]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:6.0
女瓦厚:3.1

曲線

布目痕、糸
切り痕、粘
土板合わせ
目痕

ナデ
ケズリ1
度

粘土板桶巻
作り

[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

密、2㎜以下の
石英・長石を含
む

良

灰茶色粘土質 灰茶色粘土質

長辺:[2.5]
広端幅(短辺):29.0
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:6.5
女瓦厚:-

布目痕、調
整1度

ヘラケズ
リ

[凹]7.5YR8/3浅黄
橙
[凸]7.5YR8/3浅黄
橙

密、3㎜以下の
石英・長石を含
む

良
破損部に指頭圧
痕、珠文に笵傷
あり

瓦溜り溝 瓦溜り溝
平安中期

長辺:[19.2]
広端幅(短辺):[19.5]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:6.5
女瓦厚:2.7

曲線
布目痕、糸
切り痕、調
整1度

ヘラケズ
リ調整

ケズリ1
度

[凹]10YR8/2灰白
[凸]10YR8/2灰白

密、3.5㎜以下
の石英・2.5㎜
以下の長石を含
む

良 顎貼り付け

不明
不明 不明

長辺:[16.8]
広端幅(短辺):[19.0]
狭端幅:-
瓦当径:[8.5]
瓦当厚:[6.2]
女瓦厚:[5.4]

段顎
ナデ、布目
痕、調整1
度

ナデ
[凹]N8/灰白
[凸]N8/灰白

普、5㎜以下の
石英・長石・赤
色粒を含む

良好
灰被り、接合痕
あり

第2層 第2層

長辺:[17.3]
広端幅(短辺):[20.7]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:8.0
女瓦厚:3.5

段顎
布目痕、ケ
ズリ

縄叩き痕
（縄縦
系）

ケズリ1
度

[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

密、2㎜以下の
石英・長石を含
む

良 灰被り

礫層 礫層

長辺:[16.0]
広端幅(短辺):[16.0]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:6.7
女瓦厚:4.3

曲線
布目痕、糸
切り痕

縄叩き
痕、ナデ
調整

ケズリ1
度

[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

密、1㎜程度の
石英・長石を含
む

良

第2層 第2層

長辺:[6.4]
広端幅(短辺):[7.6]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:[4.6]
女瓦厚:[2.8]

無 布目痕 ナデ
ケズリ1
度

[凹]10YR7/2にぶい
黄橙
[凸]10YR7/2にぶい
黄橙

普、3㎜以下の
長石を含む

良
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面 広端面 狭端面

挿図
番号

報告書
番号

次 顎形式 法量(cm） 気づいたこと
手法の特徴

技法・素地 色調 胎土 焼成

灰色粘質土 灰色粘質土

長辺:[14.2]
広端幅(短辺):[29.0]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:4.5
女瓦厚:4.0

直線?
布目痕、糸
切り痕

ナデ
ケズリ2
度

[凹]N7/灰白
[凸]N7/灰白

密、2㎜以下の
石英・長石・赤
色粒を含む

良

暗褐色土 暗褐色土

長辺:[13.1]
広端幅(短辺):[18.2]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:5.5
女瓦厚:3.3

曲線
布目痕、糸
切り痕

ヘラケズ
リ

ケズリ1
度、調整
1度

[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

密、0.5～2㎜の
石英・長石を含
む

良

第2層 第2層
SKＨ10

長辺:[12.3]
広端幅(短辺):27.6
狭端幅:-
瓦当径:27.2
瓦当厚:6.5
女瓦厚:-

曲線
布目痕、糸
切り痕

指ナデ、
ケズリ

ケズリ1
度

[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、1㎜以下の
石英・長石・赤
色粒・黒色粒を
含む

良 笵傷多数

第2層 第2層

長辺:[3.6]
広端幅(短辺):[9.2]
狭端幅:-
瓦当径:[8.3]
瓦当厚:[6.3]
女瓦厚:-

桶巻作り？
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

やや密、2㎜以
下の白色粒を含
む

良

長辺:[7.3]
広端幅(短辺):[5.3]
狭端幅:-
瓦当径:[4.6]
瓦当厚:[4.8]
女瓦厚:-

[凹]7.5YR7/4にぶ
い橙
[凸]7.5YR7/4にぶ
い橙

普、4㎜以下の
石英・長石・赤
色粒を含む

良

第2層 第2層

長辺:[21.2]
広端幅(短辺):[26.8]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:5.0
女瓦厚:3.0

曲線?
布目痕、糸
切り痕、調
整1度

ナデ
ケズリ1
度

粘土板
[凹]7.5YR6/1褐灰
[凸]7.5YR6/1褐灰

密、0.5～2㎜の
石英・長石を含
む

良

第2層 第2層

長辺:[13.0]
広端幅(短辺):[29.8]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:6.0
女瓦厚:4.2

曲線
布目痕、ケ
ズリ

ナデ、朱
付着

ケズリ1
度

[凹]2.5Y7/2灰黄
[凸]2.5Y7/2灰黄

密、1～6㎜の石
英・長石を含む

良 軒出3.5㎝

灰色粘土 灰色粘土

長辺:[13.2]
広端幅(短辺):[16.8]
狭端幅:-
瓦当径:[10.8]
瓦当厚:[3.6]
女瓦厚:3.1

曲線 布目痕 ナデ
[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

やや密、2㎜以
下の白色粒を含
む

不良

灰色粘土 灰色粘土

長辺:[12.0]
広端幅(短辺):[11.5]
狭端幅:-
瓦当径:[11.5]
瓦当厚:5.0
女瓦厚:4.2

直線 ナデ ナデ
ケズリ1
度

[凹]N3/暗灰
[凸]N3/暗灰

やや密、1㎜以
下の白色粒を含
む

良好 顎貼り付け

第2層 第2層

長辺:[18.9]
広端幅(短辺):27.9
狭端幅:-
瓦当径:28.0
瓦当厚:5.5
女瓦厚:3.8

曲線

布目痕、糸
切り痕、ナ
デ、調整1
度

ナデ
ケズリ1
度

折り曲げ式
一枚作り？

[凹]N4/灰
[凸]N4/灰

普、2㎜以下の
石英・長石・赤
色粒・黒色粒を
含む

良

灰褐色土 灰褐色土

長辺:[18.8]
広端幅(短辺):24.9
狭端幅:-
瓦当径:22.0
瓦当厚:4.5～6.5
女瓦厚:3.8

曲線?
布目痕、糸
切り痕、布
がかり痕

ナデ
ケズリ1
度

[凹]5Y7/1灰白
[凸]5Y7/1灰白

密、1㎜以下の
石英・長石を含
む

良

第2層 第2層

長辺:[24.0]
広端幅(短辺):24.0
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:5.5
女瓦厚:3.8

直線 布目痕 板ナデ
ケズリ1
度

[凹]7.5YR7/4にぶ
い橙
[凸]7.5YR7/4にぶ
い橙

普、3㎜以下の
石英・長石・赤
色粒を含む

良

暗褐色土 暗褐色土

長辺:[12.4]
広端幅(短辺):[14.8]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:4.7
女瓦厚:-

直線 ナデ
格子叩き
痕

ケズリ1
度

[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

粗、1～6㎜の石
英・長石を含む

良

第2層 第2層

長辺:[27.0]
広端幅(短辺):25.0
狭端幅:-
瓦当径:25.0
瓦当厚:5.7
女瓦厚:2.1

曲線 布目痕

ナデ、縄
叩き痕
（縄斜
系？）

ケズリ1
度

[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

やや密、2㎜以
下の白色粒を含
む

良

第2層 第2層

長辺:[15.4]
広端幅(短辺):[11.0]
狭端幅:-
瓦当径:[10.7]
瓦当厚:5.3
女瓦厚:2.2

曲線 布目痕
縄叩き痕
（縄斜
系）

ケズリ1
度

[凹]N8/灰白
[凸]N8/灰白

普、1㎜以下の
石英・長石を含
む

良

第2層 第2層

長辺:27.0
広端幅(短辺):21.0
狭端幅:20.0
瓦当径:-
瓦当厚:5.0
女瓦厚:3.1

布目痕、糸
切り痕

糸切り
痕、板ナ
デ

[凹]5PB5/1青灰
[凸]5PB5/1青灰

密、0.5～1㎜以
下の石英・長石
を含む

良

第2層 第2層

長辺:[23.0]
広端幅(短辺):19.2
狭端幅:-
瓦当径:19.1
瓦当厚:4.3
女瓦厚:1.9

布目痕、ナ
デ

糸切痕
ケズリ1
度

[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

密、1㎜以下の
白色粒を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[15.5]
広端幅(短辺):22.7
狭端幅:-
瓦当径:22.8
瓦当厚:4.9
女瓦厚:1.8

布目痕、ナ
デ

ナデ、糸
切痕

ケズリ1
度

[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

密、1㎜以下の
白色粒を含む

良好
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面 広端面 狭端面

挿図
番号

報告書
番号

次 顎形式 法量(cm） 気づいたこと
手法の特徴

技法・素地 色調 胎土 焼成

不明
不明 不明

長辺:[18.4]
広端幅(短辺):[18.7]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:5.0
女瓦厚:3.3

曲線
布目痕、糸
切り痕

縄叩き痕
（縄縦
系）

未調整
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

密、1～2㎜の石
英・長石を含む

良 顎部:付け足し

第2層 第2層

長辺:[17.6]
広端幅(短辺):[16.5]
狭端幅:-
瓦当径:[11.9]
瓦当厚:4.0
女瓦厚:3.2

直線
布目痕、ナ
デ

縄叩き痕
ケズリ2
度

[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

やや密、2㎜以
下の白色粒を含
む

良

第2層 第2層

長辺:[12.5]
広端幅(短辺):[8.2]
狭端幅:-
瓦当径:[5.5]
瓦当厚:[4.0]
女瓦厚:3.1

布目痕
[凹]5YR8/2灰白
[凸]5YR8/2灰白

やや粗、2㎜以
下の白色粒、赤
色粒を含む

良

不明
不明 不明

長辺:[7.9]
広端幅(短辺):[9.6]
狭端幅:-
瓦当径:[9.6]
瓦当厚:4.5
女瓦厚:3.6

直線? 布目痕 縄叩き痕
[凹]7.5YR8/1灰白
[凸]7.5YR8/1灰白

やや粗、2㎜以
下の白色粒・赤
色粒を含む

良

第1層 第1層

長辺:[9.0]
広端幅(短辺):[10.5]
狭端幅:-
瓦当径:[9.0]
瓦当厚:4.0
女瓦厚:2.2

ナデ 摩滅
ケズリ1
度

[凹]7.5YR8/1灰白
[凸]7.5YR8/1灰白

やや粗、2㎜以
下の白色粒・赤
色粒を含む

良

第2層 第2層

長辺:[9.0]
広端幅(短辺):[12.0]
狭端幅:-
瓦当径:[12.0]
瓦当厚:5.0
女瓦厚:4.0

直線 ナデ ナデ
ケズリ1
度

[凹]5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/2灰黄

普、4㎜以下の
石英・長石を含
む

良

灰褐色土 灰褐色土

長辺:[7.5]
広端幅(短辺):[7.2]
狭端幅:-
瓦当径:[6.7]
瓦当厚:4.3
女瓦厚:3.7

直線?
布目痕、調
整1度

縄叩き
痕？

[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

密、1㎜以下の
白色粒を含む

良

JR00～02
東西トレンチ

JR00～02
東西トレンチ

長辺:[7.7]
広端幅(短辺):[4.8]
狭端幅:-
瓦当径:[4.5]
瓦当厚:[5.0]
女瓦厚:3.0

布目痕
ナデ（摩
滅）

[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

粗、4㎜以下の
石英・長石を含
む

良
市報告第102集
第7-21

長辺:[14.7]
広端幅(短辺):[12.8]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
女瓦厚:[5.3]

ケズリ 板ナデ
[凹]2.5Y5/1黄灰
[凸]-

普、3㎜以下の
砂粒を含む

良
瓦当文様:扁行
唐草文

第2層 第2層

長辺:[8.2]
広端幅(短辺):25.2
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
女瓦厚:2.2

布目痕→ナ
デ

ケズリ
瓦当: ハ
ナレ砂

[凹]2.5Y8/2灰白
[凸]-

密、0.5mm以下
の白色砂粒を含
む

良
瓦当文様:宝珠
文

畦第2層上層 畦第2層上層

長辺:[14.8]
広端幅(短辺):[18.2]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
女瓦厚:2.2

布目痕 ナデ
[凹凸]N6/灰
[胎土]5Y7/1灰白

普、1～2㎜程度
の白色砂粒を含
む

良

第2層 第2層

長辺:[13.3]
広端幅(短辺):18.2
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
女瓦厚:1.7

布目痕、糸
切り痕、ケ
ズリ

ナデ
[凹]7.5Y4/1灰
[凸]-

密、1㎜程度の
白色砂粒を含む

良

不明

長辺:[8.7]
広端幅(短辺):12.2
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
女瓦厚:2.6

布目痕→ナ
デ

ナデ
[凹]N4/灰
[凸]-

密、0.5～2㎜程
度の白色砂粒・
茶色砂粒を含む

良
瓦当文様:宝珠
文
中世末?近世初?

不明 僧房跡 僧房跡

長辺:[9.5]
広端幅(短辺):[9.5]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
女瓦厚:2.2

ナデ ナデ
[凹]2.5Y5/1黄灰
[凸]-

密、砂粒を殆ど
含まない

良

第2層 第2層

長辺:[6.1]
広端幅(短辺):10.0
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
女瓦厚:2.6

布目痕
ナデ、指
ナデ

[凹]5Y7/1灰白
[凸]-

普、1㎜程度の
白色砂粒を含む

良

SE中

長辺:[11.0]
広端幅(短辺):[13.2]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
女瓦厚:3.3

ナデ
ナデ、工
具痕有

[凹]5Y5/1灰
[凸]-

普、0.5～3㎜程
度の白色砂粒を
含む

良
瓦当文様:花菱
文?

南部駐車場下
土器溜まり
(ヒューム管近
く)

南部駐車場下
土器溜まり
(ヒューム管近
く)

長辺:[4.7]
広端幅(短辺):12.8
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
女瓦厚:1.5

ナデ、キラ
粉

ナデ
[凹]N6/灰
[凸]-

密、砂粒を含む 良
瓦当文様:宝珠
文

南部駐車場下
土器溜まり
(ヒューム管近
く)

南部駐車場下
土器溜まり
(ヒューム管近
く)

長辺:[9.4]
広端幅(短辺):13.8
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
女瓦厚:[2.0]

ナデ ナデ
[凹]N7/灰白
[凸]-

密、1㎜程度の
白色砂粒・黒色
砂粒、3㎜程度
の円礫を含む

良

瓦当文様:宝珠
文
凹面に付着物有
接合痕有
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面 広端面 狭端面

挿図
番号

報告書
番号

次 顎形式 法量(cm） 気づいたこと
手法の特徴

技法・素地 色調 胎土 焼成

灰色粘質土 灰色粘質土

長辺:[5.2]
広端幅(短辺):[14.3]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
女瓦厚:2.1

ナデ ナデ
[凹]N6/灰
[凸]-

やや密、1㎜以
下の白色砂粒を
含む

良
瓦当文様:宝珠
文

第2層 第2層

長辺:[12.7]
広端幅(短辺):14.7
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
女瓦厚:1.7

ナデ ナデ
[凹]N5/灰
[凸]-

密、0.1～3㎜程
度の砂粒を含む

良
瓦当文様:十字
文
17C前～後

南部駐車場下
土器溜まり
(ヒューム管近
く)

南部駐車場下
土器溜まり
(ヒューム管近
く)

長辺:[12.7]
広端幅(短辺):24.5
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
女瓦厚:1.55

ナデ
板状工具
によるナ
デ

[凹]5Y8/1灰白
[凸]-

密、1㎜程度の
白色砂粒を含む

良
瓦当文様:花文
17C前半

第2層 第2層

長辺:[12.3]
広端幅(短辺):[15.1]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
女瓦厚:2.3

板ナデ
粗い板ナ
デ

[凹]N5/灰
[凸]N4/灰

粗 良好 近世初?

焼壁混土 第2
層

焼壁混土 第2
層

長辺:[9.4]
広端幅(短辺):17
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
女瓦厚:2

ナデ、布目
痕?

ナデ
[凹]N5/灰
[凸]-

密、2㎜以下の
白色砂粒を含む

良好
瓦当文様:花文
17世紀初頭?

第2層 第2層

長辺:[3.8]
広端幅(短辺):13.6
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
女瓦厚:1.5

板ナデ
ナデ、板
ナデ、キ
ラ粉

[凹]N4/灰
[凸]N6/灰

密、1㎜程度の
黒色砂粒を含む

良好
瓦当文様:半裁
花菱文

灰色粘質土 灰色粘質土

長辺:[4.3]
広端幅(短辺):[10.4]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
女瓦厚:2.0

ナデ 摩滅
[凹]N5/灰
[凸]-

普、4㎜以下の
砂粒を含む

良

第2層 第2層

長辺:[8.1]
広端幅(短辺):[11.7]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
女瓦厚:1.6

ナデ 横ナデ
[凹]5Y6/1灰
[凸]-

粗、2㎜程度の
赤色粒、4㎜程
度の白色砂粒を
含む

良

旧講堂東10m
カレキサンの
盛土

旧講堂東10m
カレキサンの
盛土

長辺:-
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:4.5
瓦当厚:-
女瓦厚:3.8

曲線
布目痕、模
骨痕、調整
1度

ナデ、斜
格子叩き
痕

ケズリ2
度 樋巻き作り

[凹]暗灰
[凸]暗灰

密、1㎜以下の
白色粒を含む

良

不明

長辺:[3.6]
広端幅(短辺):8.9
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
女瓦厚:1.5

板ナデ、キ
ラ粉

板ナデ、
ナデ

[凹]N4/灰
[凸]-

密 良好 瓦当文様:花文

不明
第3層 第3層

長辺:[18.5]
広端幅(短辺):[15.2]
狭端幅:-
瓦当径:[14.0]
瓦当厚:4.8
女瓦厚:2.7

布目痕→縦
方向のナデ

縄叩き痕
（縄斜）

ケズリ1
度

[凹]10YR6/1褐灰
[凸]7.5YR6/1褐灰

密、3㎜以下の
白色粒・1㎜以
下の赤色粒・黒
色粒を含む

やや
軟質

平安時代末

撹乱層
第2層

撹乱
第2層

長辺:[5.7]
広端幅(短辺):[14.5]
狭端幅:-
瓦当径:[12.5]
瓦当厚:5.2
女瓦厚:2.3

布目痕、ナ
デ

縦方向の
ナデ

[凹]N6/灰
[凸]N5/灰

密、1㎜以下の
砂粒を含む

良 離れ砂付着

不明

長辺:[4.8]
広端幅(短辺):[12.5]
狭端幅:-
瓦当径:[12.5]
瓦当厚:6.3
女瓦厚:-

布目痕
ケズリ1
度

[凹]N7/灰白
[凸]N6/灰

普、3㎜以下の
石英・長石を含
む

良

不明

長辺:[3.3]
広端幅(短辺):[4.5]
狭端幅:-
瓦当径:[4.5]
瓦当厚:[4.0]
女瓦厚:-

布目痕 ナデ
[凹]2.5Y8/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

密、1㎜以下の
砂粒を含む

良

不明

長辺:[3.7]
広端幅(短辺):[7.3]
狭端幅:-
瓦当径:[7.6]
瓦当厚:[4.0]
女瓦厚:-

ナデ
[凹]N4/灰
[胎土]5Y7/1灰白

普、3㎜以下の
石英・長石・赤
色粒を含む

良

第6層 第6層

長辺:[5.0]
広端幅(短辺):[8.8]
狭端幅:-
瓦当径:[8.7]
瓦当厚:3.2
女瓦厚:1.5

摩滅
[凹]5Y7/1灰白
[凸]7.5Y5/1灰

普、4㎜以下の
石英・長石・赤
色粒を含む

良

第2層 第2層

長辺:[8.3]
広端幅(短辺):[10.5]
狭端幅:-
瓦当径:[3.7]
瓦当厚:4.6
女瓦厚:4.1

ナデ ナデ
[凹]10YR6/1褐灰
[凸]10YR6/1褐灰

普、3㎜以下の
石英・長石・赤
色粒を含む

良

不明
不明

長辺:[3.7]
広端幅(短辺):17.3
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:-
女瓦厚:-

ナデ ナデ
[凹]5Y8/1灰白
[凸]-

密、0.1～3㎜程
度の砂粒を含む

良
滴水瓦
近世初
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面 広端面 狭端面

第2層 第2層

長辺:[22.1]
広端幅(短辺):-
狭端幅:12.5
男瓦厚:2.0
玉縁長:3.5
連結面高:1.5

布目痕、糸切
り痕

ナデ、指押さ
え

ケズリ1度 粘土板
[凹]N7/灰白
[凸]N7/灰白

普、4.5㎜以下の
石英・長石を含
む

良好
技法D
玉縁形a

第2層 第2層

長辺:[16.3]
広端幅(短辺):[12.7]
狭端幅:[12.5]
男瓦厚:[2.5]
玉縁長:5.0
連結面高:1.7

布目痕、糸切
り痕、ケズリ
1度、調整1度

ナデ、ケズリ
1度

ケズリ1度
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普 良好

玉縁形b
粘土板2枚重
ね、接合痕
あり

第3層 第3層

長辺:33.0
広端幅(短辺):12.7
狭端幅:-
男瓦厚:2.5
玉縁長:5.5
連結面高:-

糸切り→布目
痕、ヘラ切
り、綴じ紐痕

縄叩き→ナデ
[凹]N6/灰
[凸]-

普、1～4㎜程度
の白色砂粒を含
む

良

第2層 第2層

長辺:[22.1]
広端幅(短辺):13.0
狭端幅:-
男瓦厚:2.1
玉縁長:[3.6]
連結面高:1.7

布目痕、調整
1度、離れ砂

ナデ ケズリ1度 ケズリ
[凹]N7/灰白
[凸]N7/灰白

普、4㎜以下の石
英・長石を含む

良好
玉縁形b
玉縁中世
孔2ヶ所

第2層 第2層

長辺:34.5
広端幅(短辺):15.0
狭端幅:13.0
男瓦厚:1.9
玉縁長:4.0
連結面高:1.8

布目痕、布か
がり痕、調整
1度

ナデ ケズリ1度 ケズリ1度 桶巻作り
[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

普、2㎜以下の石
英・長石・赤色
粒・黒色粒を含
む

良好

第2層 第2層

長辺:27.2
広端幅(短辺):17.5
狭端幅:13.0
男瓦厚:1.8
玉縁長:4.0
連結面高:1.3

布目痕、糸切
り痕、調整1
度

粗いナデ ケズリ1度 ケズリ1度 粘土板
[凹]N4/灰
[凸]N4/灰

普、0.4～5㎜の
石英・長石を含
む

良

第2層 第2層

長辺:34.4
広端幅(短辺):17.2
狭端幅:13.5
男瓦厚:3.3
玉縁長:3.5
連結面高:-

糸切り→布目
痕

縄叩き痕、縦
方向ナデ

[凹]10YR8/3浅黄橙
[凸]-

やや密、1～2㎜
程度の白色砂
粒・赤色粒を含
む

不良 付着物有

第2層 第2層

長辺:31.0
広端幅(短辺):16.3
狭端幅:13.5
男瓦厚:2.2
玉縁長:4.5
連結面高:1.5

布目痕、粘土
板合わせ目
痕、糸切り
痕、調整1度

横方向のナデ ケズリ1度 ケズリ1度 ケズリ1度
粘土板桶巻作
り

[凹]7.5Y7/1灰白
[凸]7.5Y7/1灰白

普、4㎜以下の石
英を含む

良好

第3層 第3層

長辺:33.0
広端幅(短辺):14.0
狭端幅:13.5
男瓦厚:2.7
玉縁長:5.5
連結面高:-

糸切り、ヘラ
切り→布目痕

縄叩き痕、ナ
デ

[凹]N6/灰
[凸]-

やや密、1～2㎜
程度の白色砂粒
を含む

良

第2層 第2層

長辺:[19.0]
広端幅(短辺):-
狭端幅:14.0
男瓦厚:2.5
玉縁長:4.0
連結面高:1.5

布目痕 ナデ ケズリ1度
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、0.5～4㎜の
石英・長石を含
む

良 技法D？

第2層 第2層

長辺:[26.5]
広端幅(短辺):[15.9]
狭端幅:14.0
男瓦厚:1.5
玉縁長:4.0
連結面高:-

布目痕
縄叩き痕、ナ
デ

[凹]N6/灰
[凸]-

普、0.5㎜以下の
白色砂粒・茶色
砂粒を含む

良

長辺:33.8
広端幅(短辺):15.0
狭端幅:14.0
男瓦厚:3.0
玉縁長:4.0
連結面高:-

糸切り→布目
痕

縄叩き痕、ナ
デ

[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]-

普、1～4㎜程度
の白色砂粒・黒
色粒を含む

良

第2層 第2層

長辺:[12.5]
広端幅(短辺):-
狭端幅:14.0
男瓦厚:1.7
玉縁長:4.5
連結面高:1.5

布目痕 ナデ ケズリ
[凹]7.5YR8/1灰白
[凸]7.5YR8/1灰白

普、0.3～1㎜の
長石を含む

良

第2層 第2層

長辺:[18.3]
広端幅(短辺):14.0
狭端幅:14.0
男瓦厚:2.4
玉縁長:4.5
連結面高:1.6

糸切り痕、布
目痕

ナデ ケズリ1度 粘土板
[凹]2.5Y8/1灰白
[凸]2.5Y8/1灰白

普、5㎜以下の長
石・赤色粒を含
む

良好

第2層 第2層

長辺:[14.6]
広端幅(短辺):-
狭端幅:[14.0]
男瓦厚:2.1
玉縁長:4.5
連結面高:1.4

布目痕、接合
痕

ナデ 分割痕無調整
粘土板桶巻作
り

[凹]5Y7/1灰白
[凸]5Y7/1灰白

普、10㎜以下の
小石を含む

良好 技法C

馬道排水口 馬道排水口

長辺:[17.4]
広端幅(短辺):-
狭端幅:14.0
男瓦厚:2.5
玉縁長:4.5
連結面高:2.0

布目痕、ナ
デ、指押さえ

ナデ 無調整
布目痕　端
部:無調整

粘土板桶巻作
り

[凹]2.5Y8/1灰白
[凸]2.5Y8/1灰白

普、4㎜以下の長
石を含む

良好 技法A

第2層 第2層

長辺:31.0
広端幅(短辺):[14.0]
狭端幅:14.0
男瓦厚:2.0
玉縁長:5.0
連結面高:1.6

布目痕、布目
継足し痕、布
われ痕、糸切
り痕、調整1
度

ナデ
無調整、分割
痕

無調整
粘土板桶巻作
り

[凹]10Y6/1灰
[凸]10Y6/1灰

普、3㎜以下の長
石を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[26.7]
広端幅(短辺):-
狭端幅:14.0
男瓦厚:2.1
玉縁長:5.5
連結面高:1.5

布目痕 ナデ ケズリ ケズリ1度
[凹]2.5Y8/2灰白
[凸]2.5Y8/2灰白

普、0.3～2㎜の
石英・長石を含
む

良

第2層 第2層

長辺:34.1
広端幅(短辺):16.5
狭端幅:14.5
男瓦厚:2.5
玉縁長:3.5
連結面高:-

布目痕、ケズ
リ

縄叩き痕、ナ
デ、ヘラ切り

[凹]N5/灰
[凸]-

やや密、1～2㎜
程度の白色砂粒
を含む

良

挿図
番号

報告書
番号

次 法量(cm） 気づいたこと
手法の特徴

技法・素地 色調 胎土 焼成

男瓦
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面 広端面 狭端面

挿図
番号

報告書
番号

次 法量(cm） 気づいたこと
手法の特徴

技法・素地 色調 胎土 焼成

第2層 第2層

長辺:[15.0]
広端幅(短辺):[15.1]
狭端幅:14.5
男瓦厚:1.6
玉縁長:5.0
連結面高:1.5

布目痕 ナデ、凹線 ケズリ1度 ケズリ1度
[凹]10YR7/1灰白
[凸]10YR7/1灰白

普、1～5㎜の石
英・長石を含む

良 技法A

第2層 第2層

長辺:[12.7]
広端幅(短辺):-
狭端幅:15.0
男瓦厚:3.2
玉縁長:4.0
連結面高:1.7

布目痕
ナデ、指押さ
え

ケズリ1度
[凹]N7/灰白
[凸]N7/灰白

普、3㎜以下の石
英・長石・赤色
粒を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[32.0]
広端幅(短辺):-
狭端幅:15.0
男瓦厚:2.2
玉縁長:4.0
連結面高:1.5

布目痕、糸切
り痕、粘土板
合わせ目

横方向のナ
デ、灰被り

ケズリ1度 ケズリ1度
粘土板桶巻作
り

[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、6㎜以下の長
石を含む

良好

暗褐色土 暗褐色土

長辺:31.8
広端幅(短辺):-
狭端幅:15.0
男瓦厚:1.5
玉縁長:5.0
連結面高:1.2

布目痕、分割
線（未遂）、
ナデ、調整1
度

ナデ ケズリ複数 ケズリ1度
[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

密、1～3㎜の石
英・長石を含む

良

第5層 第5層

長辺:32.0
広端幅(短辺):18.0
狭端幅:15.0
男瓦厚:1.7
玉縁長:6.0
連結面高:1.7

布目痕、粘土
板合わせ目痕

ナデ ケズリ 無調整 ケズリ
粘土板桶巻作
り

[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、6㎜以下の石
英・長石を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[15.5]
広端幅(短辺):[11.7]
狭端幅:15.0
男瓦厚:2.6
玉縁長:7.0
連結面高:1.5

布目痕、糸切
り痕、ナデ、
調整1度

ナデ ケズリ
ケズリ1度、
調整1度

粘土板
[凹]2.5Y8/2灰白
[凸]2.5Y8/2灰白

普、1～4㎜の長
石を含む

良 技法A

第2層 第2層

長辺:[23.4]
広端幅(短辺):-
狭端幅:15.5
男瓦厚:2.0
玉縁長:3.0
連結面高:1.6

布目痕、布合
わせ目痕

ナデ ケズリ ケズリ1度
[凹]5Y7/1灰白
[凸]5Y7/1灰白

普、0.5～2㎜の
石英・長石を含
む

良

第5層 第5層

長辺:32.3
広端幅(短辺):15.5
狭端幅:15.5
男瓦厚:1.8
玉縁長:4.5
連結面高:1.7

布目痕、布か
がり痕

縄叩き痕、ナ
デ

ケズリ1度、
調整1度

ケズリ1度 粘土板

[凹]7.5YR7/4にぶ
い橙
[凸]7.5YR7/4にぶ
い橙

普、4㎜以下の長
石・角閃石を含
む

良

長辺:33.6
広端幅(短辺):17.0
狭端幅:15.5
男瓦厚:3.8
玉縁長:5.5
連結面高:-

糸切り→布目
痕、ヘラ切り

縄叩き→ナデ
[凹]5Y7/1灰白
[凸]-

やや密、1～2㎜
程度の白色砂粒
を含む

良

ツイジ
第5層 第5層

長辺:32.3
広端幅(短辺):[17.0]
狭端幅:15.5
男瓦厚:2.0
玉縁長:5.5
連結面高:1.5

布目痕、糸切
り痕、布がか
り痕、粘土板
合わせ目痕

ナデ ケズリ1度 端部:無調整
粘土板桶巻作
り

[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

普、3㎜以下の長
石・赤色粒・黒
色粒を含む

良好

ツイジ
第5層 第5層

長辺:32.7
広端幅(短辺):16.5
狭端幅:15.5
男瓦厚:1.9
玉縁長:6.0
連結面高:1.6

布目痕、布が
かり痕

ナデ、灰被り ケズリ ケズリ1度 ケズリ1度
粘土板桶巻作
り

[凹]N7/灰白
[凸]N7/灰白

普、0.3～2㎜の
石英・長石を含
む

良

暗褐色粘質土 暗褐色粘質土

長辺:[35.9]
広端幅(短辺):16.4
狭端幅:15.5
男瓦厚:2.2
玉縁長:7.5
連結面高:1.6

ナデ、布目痕 ナデ
ケズリ1度、
布目痕

横置型一本作
り

[凹]N7/灰白
[凸]N7/灰白

普、2.5㎜以下の
長石を含む

良好

一本作り鐙
瓦
側面布目痕
瓦当部欠損

第3層 第3層

長辺:33.1
広端幅(短辺):17.2
狭端幅:16.0
男瓦厚:3.4
玉縁長:4.0
連結面高:-

布目痕、糸切
り痕、綴じ紐
痕有

縄叩き→ナデ
[凹]N6/灰
[凸]-

やや密、1～2㎜
程度の白色砂粒
を含む

良

底 粘質土 底 粘質土

長辺:[20.0]
広端幅(短辺):-
狭端幅:16.0
男瓦厚:1.8
玉縁長:5.0
連結面高:1.7

布目痕 ナデ
ケズリ、分割
線

[凹]5Y7/1灰白
[凸]5Y7/1灰白

普、0.5～2㎜の
石英・長石を含
む

良
凸面側から
分割線

第2層 第2層

長辺:31.5
広端幅(短辺):[16.0]
狭端幅:16.0
男瓦厚:2.3
玉縁長:5.0
連結面高:1.7

布目痕、粘土
板合わせ目
痕、調整1度

ナデ ケズリ1度 ケズリ1度 桶巻作り
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、2㎜以下の砂
粒を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[32.7]
広端幅(短辺):-
狭端幅:16.0
男瓦厚:1.6
玉縁長:5.0
連結面高:1.5

布目痕
縄叩き→ナ
デ、接合痕

無調整、分割
痕

ケズリ1度 ケズリ1度
粘土板桶巻作
り

[凹]5Y6/1灰
[凸]5Y6/1灰

普、8㎜以下の石
英・長石を含む

良好 接合A

第3層 第3層

長辺:[24.0]
広端幅(短辺):[10.0]
狭端幅:16.0
男瓦厚:1.4
玉縁長:5.0
連結面高:1.5

布目痕、ナデ 縄叩き→ナデ
無調整、分割
痕

粘土板桶巻作
り

[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

普、4㎜以下の長
石・27㎜の砂礫
を含む

良好 技法A

ツイジ

長辺:32.0
広端幅(短辺):17.5
狭端幅:16.0
男瓦厚:1.7
玉縁長:5.0
連結面高:1.7

布目痕、布端
痕

ナデ、灰被り ケズリ
粘土板桶巻作
り

[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、0.5～2㎜の
石英・長石を含
む

良

底 粘質土 底 粘質土

長辺:[27.3]
広端幅(短辺):[16.0]
狭端幅:16.0
男瓦厚:2.2
玉縁長:5.5
連結面高:1.5

布目痕、布か
がり痕

ナデ ケズリ1度
[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

普、5㎜以下の石
英・4㎜以下の長
石を含む

良好
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面 広端面 狭端面

挿図
番号

報告書
番号

次 法量(cm） 気づいたこと
手法の特徴

技法・素地 色調 胎土 焼成

第5層 第5層

長辺:33.6
広端幅(短辺):18.9
狭端幅:16.0
男瓦厚:3.2
玉縁長:5.5
連結面高:-

糸切り→布目
痕

ナデ
[凹]N7/灰白
[凸]-

やや密、1～4㎜
程度の白色砂
粒・黒色粒を含
む

良

第5層 第5層

長辺:33.6
広端幅(短辺):18.3
狭端幅:16.0
男瓦厚:3.4
玉縁長:5.5
連結面高:-

糸切り→布目
痕、面取り、
綴じ紐痕

縄叩き→ナデ
[凹]10YR7/2にぶい
黄橙
[凸]-

やや密、2㎜以下
の白色砂粒、4㎜
以下の赤色粒を
含む

不良

第5層 第5層

長辺:30.2
広端幅(短辺):17.6
狭端幅:17.0
男瓦厚:2.9
玉縁長:5.0
連結面高:-

糸切り→布目
痕

横ナデ
[凹]10YR7/3にぶい
黄橙
[凸]-

やや密 良 付着物有

第2層 第2層

長辺:33.3
広端幅(短辺):[15.3]
狭端幅:17.5
男瓦厚:1.6
玉縁長:6.0
連結面高:2.0

布目痕 ナデ ケズリ1度 ケズリ1度
[凹]10YR8/1灰白
[凸]10YR8/1灰白

普、4㎜以下の長
石・赤色粒を含
む

良 技法A

第2層 第2層

長辺:[9.5]
広端幅(短辺):-
狭端幅:[6.8]
男瓦厚:[2.9]
玉縁長:3.5
連結面高:1.5

布目痕 ナデ ケズリ1度
[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

普、2㎜以下の長
石・赤色粒を含
む

良好 技法D

第2層 第2層

長辺:[23.5]
広端幅(短辺):[14.1]
狭端幅:[12.1]
男瓦厚:[1.3]
玉縁長:4.0
連結面高:1.2

布目痕 ナデ
無調整、分割
線

粘土板桶巻作
り

[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

密、0.5～3㎜の
石英・長石を含
む

良 灰被り

第2層 第2層

長辺:31.4
広端幅(短辺):[13.0]
狭端幅:[11.5]
男瓦厚:1.3
玉縁長:4.0
連結面高:1.7

布目痕、調整
1度

横方向のナデ ケズリ2度 無調整 横方向のナデ
[凹]N4/灰
[凸]N4/灰

普、2㎜以下の石
英・長石を含む

良

灰茶褐色粘質
土

灰茶褐色粘質
土

長辺:[4.5]
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
男瓦厚:2.4
玉縁長:7.0
連結面高:1.5

布目痕 ナデ ケズリ 一本作り
[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

普、0.5～3㎜の
長石を含む

良 技法D

かく乱層 かく乱層

長辺:[14.8]
広端幅(短辺):-
狭端幅:20.1
男瓦厚:2.9
玉縁長:[1.4]
連結面高:1.9

布目痕、縦方
向の粗いナ
デ、横方向の
粗いナデ

ナデ ケズリ ケズリ
[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

普、4㎜以下の石
英・長石・黒色
粒を含む

良 大

第2層 第2層

長辺:31.9
広端幅(短辺):15.2
狭端幅:-
男瓦厚:2.1
玉縁長:-
連結面高:-

布目痕 横ナデ
粘土紐桶巻き
（一木）作り

[凹]10YR7/2にぶい
黄橙
[凸]-

やや密、1㎜程度
の白色砂粒・茶
色砂粒を含む

不良 行基A

第2層 第2層

長辺:30.8
広端幅(短辺):13.1
狭端幅:-
男瓦厚:1.9
玉縁長:-
連結面高:-

布目痕、糸切
り痕、ナデ

ナデ
粘土紐桶巻き
（一木）作り

[凹]N6/灰
[凸]-

やや密、1～2㎜
程度の黒色砂粒
を含む

良 行基A

第2層 第2層

長辺:[31.3]
広端幅(短辺):14.7
狭端幅:13.0
男瓦厚:2.7
玉縁長:-
連結面高:-

布目痕、糸切
り痕

ナデ、縄縦系
縄叩き痕

ケズリ1度 無調整 ケズリ1度 粘土板
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、5㎜以下の石
英・長石を含む

良

行基B
凸部両端に
削って段を
つけたよう
な痕がある

築地
第5層 第5層

長辺:34.4
広端幅(短辺):15.2
狭端幅:-
男瓦厚:1.7
玉縁長:-
連結面高:-

糸切り→布目
痕

縄叩き→ナデ
[凹]10YR6/4にぶい
黄橙
[凸]-

普、1～5㎜程度
の白色砂粒・茶
色砂粒を含む

良 行基C

第3層 第3層

長辺:33.4
広端幅(短辺):17.1
狭端幅:-
男瓦厚:2.4
玉縁長:-
連結面高:-

糸切り→布目
痕

横ナデ
[凹]N5/灰
[凸]-

やや密、1～3㎜
程度の白色砂粒
を含む

良 行基C

長辺:[24.0]
広端幅(短辺):[15.5]
狭端幅:[15.0]
男瓦厚:2.0
玉縁長:-
連結面高:-

布目痕、布か
がり痕、糸切
り痕

ヘラケズリ、
ナデ、横方向
のナデ

ケズリ1度 ケズリ1度 粘土板
[凹]10YR8/4浅黄橙
[凸]10YR8/4浅黄橙

普、7㎜以下の長
石・3㎜以下の赤
色粒を含む

良好
行基C
凸面ヘラ書
き

第2層 第2層

長辺:[10.6]
広端幅(短辺):[7.35]
狭端幅:-
男瓦厚:2.1
玉縁長:-
連結面高:-

布目痕
格子叩き痕
（正格子A）

ケズリ1度
粘土紐桶巻作
り

[凹]7.5YR8/2灰白
[凸]7.5YR8/2灰白

普、6㎜以下の石
英・長石・赤色
粒を含む

良好 行基式

溝底 溝底

長辺:[16.4]
広端幅(短辺):[7.6]
狭端幅:-
男瓦厚:2.0
玉縁長:-
連結面高:-

布目痕
平行叩き痕
（平行K）

ヘラミガキ ケズリ1度
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、3㎜以下の長
石を含む

良 行基式

184

遺物観察表



(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面 広端面 狭端面

第2層 第2層

長辺:[9.7]
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
女瓦厚:1.8

布目痕
格子叩き痕
（正格子A）

ケズリ 粘土紐作り
[凹]2.5Y8/1灰白
[凸]2.5Y8/1灰白

普、3㎜以下の石
英・長石を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[10.5]
広端幅(短辺):[10.2]
狭端幅:-
女瓦厚:2.4

布目痕、模骨
痕、調整1度

格子叩き痕
（正格子A）

ケズリ1度 ケズリ1度
粘土紐桶巻
作り

[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、4.5㎜以下の石
英・長石・赤色粒
を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[10.6]
広端幅(短辺):[7.2]
狭端幅:-
女瓦厚:2.1

布目痕
格子叩き痕
(正格子A）

未調整、分
割痕

ケズリ1度
粘土板桶巻
作り

[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

普、4㎜以下の石
英・長石・赤色
粒・黒色粒を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[15.0]
広端幅(短辺):-
狭端幅:[10.5]
女瓦厚:2.2

布目痕
格子叩き痕
（正格子A）
→ナデ

ケズリ ケズリ 粘土紐作り
[凹]2.5Y7/2灰黄
[凸]2.5Y7/2灰黄

普、1㎜程度の石
英・長石を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[21.1]
広端幅(短辺):[19.2]
狭端幅:-
女瓦厚:2.4

布目痕、調整
1度、指押さ
え

格子叩き痕
（正格子A）

ケズリ1度 ケズリ1度
粘土紐作
り？

[凹]10YR8/2灰白
[凸]10YR8/2灰白

普、5㎜以下の石
英・長石・赤色粒
を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[18.5]
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
女瓦厚:2.8

布目痕→ナ
デ、調整1度

格子叩き痕
（正格子B）
→ナデ

ケズリ1度
[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

普、5㎜以下の石
英・長石・黒色粒
を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[18.2]
広端幅(短辺):[13.9]
狭端幅:-
女瓦厚:2.1

糸切り痕、指
押さえ、布目
痕、調整1度

格子叩き痕
（正格子
B）、板ナ
デ、指押さえ

ケズリ1度 粘土板
[凹]10YR7/1灰白
[凸]10YR7/1灰白

普、1㎜以下の長
石・赤色粒を含む

良好

礫層 礫層

長辺:[14.3]
広端幅(短辺):[16.5]
狭端幅:[15.0]
女瓦厚:2.4

布目痕
格子叩き痕
(正格子B）

ケズリ ケズリ1度
粘土塊充填
法？

[凹]7.5Y6/1灰
[凸]7.5Y6/1灰

普、1～9㎜の石
英・長石を含む

良

第3層 第3層

長辺:[8.8]
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
女瓦厚:2.6

布目痕→ナ
デ、調整1度

格子叩き痕
（正格子B）

布目痕、ケ
ズリ1度

一枚作り
[凹]10YR8/3浅黄橙
[凸]10YR8/3浅黄橙

普、2㎜以下の石
英・長石を含む

良好

不明

長辺:[27.7]
広端幅(短辺):[18.2]
狭端幅:-
女瓦厚:2.5

布目痕、指押
さえ、ナデ

格子叩き痕
（正格子B）

ケズリ1度
調整1度、ケ
ズリ1度

粘土紐
[凹]2.5Y8/2灰白
[凸]2.5Y8/2灰白

普、2.5㎜以下の石
英・長石・赤色
粒・黒色粒・雲
母？を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[22.0]
広端幅(短辺):[9.5]
狭端幅:[15.0]
女瓦厚:2.4

布目痕、調整
1度

格子叩き痕
（正格子B）

ケズリ1度 ケズリ1度
[凹]7.5Y6/1灰
[凸]7.5Y6/1灰

普、4㎜以下の長石
を含む

良好

第3層 第3層

長辺:[16.5]
広端幅(短辺):-
狭端幅:[11.5]
女瓦厚:2.3

布目痕、ケズ
リ1度

格子叩き痕
（正格子C）

ケズリ1度 ケズリ1度
[凹]10YR8/3浅黄橙
[凸]10YR8/3浅黄橙

普、3㎜以下の石
英・長石を含む

良好

黒褐色土 黒褐色土

長辺:[14.9]
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
女瓦厚:2.5

布目痕、糸切
り痕、調整1
度

斜格子叩き痕
（正格子C）

ケズリ2度 ケズリ1度
[凹]5Y7/1灰白
[凸]5Y7/1灰白

普、3㎜以下の石
英・長石を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[18.5]
広端幅(短辺):-
狭端幅:[12.5]
女瓦厚:2.4

布目痕、糸切
り痕、調整1
度

格子叩き痕
（正格子C）

ケズリ1度 ケズリ1度 粘土板作り
[凹]2.5Y8/1灰白
[凸]2.5Y8/1灰白

普、3㎜以下の長
石・2㎜以下の砂粒
を含む

良

第2層 第2層

長辺:[18.2]
広端幅(短辺):[8.9]
狭端幅:-
女瓦厚:2.0

布目痕、ナ
デ、調整1度

格子叩き痕
(正格子D）

ケズリ1度 ケズリ1度
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、2㎜以下の石
英・長石を含む

良好

2層 2層

長辺:[7.5]
広端幅(短辺):[11.0]
狭端幅:-
女瓦厚:2.3

布目痕、ナデ
格子叩き痕
(正格子D)

ケズリ1度
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

密、0.3～2㎜の長
石を含む

良

第2層 第2層

長辺:[23.4]
広端幅(短辺):[14.5]
狭端幅:-
女瓦厚:2.1

未調整
格子叩き痕
（正格子D）

ケズリ1度
[凹]7.5Y5/1灰
[凸]7.5Y5/1灰

普、2㎜以下の石
英・長石を含む

良

南北SD
灰茶色粘質土 灰茶色粘質土

長辺:[10.8]
広端幅(短辺):[9.5]
狭端幅:-
女瓦厚:2.2

布目痕、調整
1度

格子叩き痕
（正格子E）

ケズリ1度
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、3㎜以下の長
石・砂粒を含む

良好

灰色粘質土 灰色粘質土

長辺:-
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
女瓦厚:2.4

布目痕
格子叩き痕
（正格子F）

[凹]2.5Y8/1灰白
[凸]2.5Y8/1灰白

密、1㎜以下の白色
粒を含む

良

第2層 第2層

長辺:[21.7]
広端幅(短辺):[14.8]
狭端幅:[13.6]
女瓦厚:2.1

布目痕、糸切
り痕、調整1
度

格子叩き痕
（正格子
G）、ナデ

ケズリ ケズリ1度 粘土板
[凹]7.5Y7/1灰白
[凸]7.5Y7/1灰白

普、1～6㎜の石
英・長石を含む

良

第2層 第2層

長辺:[10.0]
広端幅(短辺):[4.7]
狭端幅:-
女瓦厚:2.3

布目痕
格子叩き痕
（正格子H）

ケズリ1度
[凹]5Y7/1灰白
[凸]5Y7/1灰白

普、6㎜以下の砂粒
を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[27.7]
広端幅(短辺):[8.8]
狭端幅:-
女瓦厚:2.5

布目痕、糸切
り痕、調整1
度

格子叩き痕
（正格子I）

ケズリ1度 ケズリ1度 粘土板
[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

普、2㎜以下の砂粒
を含む

良

第2層 第2層

長辺:[8.8]
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
女瓦厚:1.7

布目痕、糸切
り痕、調整1
度

格子叩き痕
（正格子J）

ケズリ1度 粘土板
[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

普、2㎜以下の石
英・長石を含む

良好

不明

長辺:[11.2]
広端幅(短辺):[10.4]
狭端幅:-
女瓦厚:2.1

糸切り痕→布
目痕

格子叩き痕
（正格子J）

ケズリ1度 ケズリ1度

[凹]10YR7/3にぶい黄
橙
[凸]10YR7/3にぶい黄
橙

粗、4㎜以下の長石
を含む

良

SE中

長辺:[15.2]
広端幅(短辺):[13.3]
狭端幅:-
女瓦厚:2.1

布目痕、調整
1度

格子叩き痕
（正格子
K）、布目痕

ケズリ1度 ケズリ1度 一枚作り
[凹]7.5Y6/1灰
[凸]7.5Y6/1灰

普、2㎜以下の石
英・長石を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[18.0]
広端幅(短辺):21.3
狭端幅:20.7
女瓦厚:1.4

布目痕、糸切
り痕

格子叩き痕
（正格子
L）、ナデ

ケズリ1度 ケズリ1度 ケズリ1度
[凹]5Y7/1灰白
[凸]5Y7/1灰白

普、0.3～2㎜の長
石を含む

良

第2層灰褐色
土

第2層灰褐色
土

長辺:[15.8]
広端幅(短辺):[17.1]
狭端幅:-
女瓦厚:2.1

布目痕、糸切
り痕

糸切り痕、格
子叩き痕（正
格子L）

ケズリ2度 粘土板
[凹]2.5Y8/1灰白
[凸]2.5Y8/1灰白

普、2㎜以下の長
石・赤色粒を含む

良好

最下層 最下層

長辺:[18.0]
広端幅(短辺):-
狭端幅:[10.0]
女瓦厚:2.9

ナデ、布目
痕、粘土板合
わせ目痕

格子叩き痕
（正格子
M）、ナデ

ケズリ2度 ケズリ 一枚作り

[凹]10YR7/4にぶい黄
橙
[凸]10YR7/4にぶい黄
橙

普、3㎜以下の石
英・5㎜以下の長石
を含む

良

挿図
番号

報告書
番号

次 法量(cm） 気づいたこと
手法の特徴

技法・素地 色調 胎土 焼成

女瓦
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面 広端面 狭端面

挿図
番号

報告書
番号

次 法量(cm） 気づいたこと
手法の特徴

技法・素地 色調 胎土 焼成

不明
不明 不明

長辺:[10.5]
広端幅(短辺):[11.3]
狭端幅:-
女瓦厚:2.1

ナデ
格子叩き痕
（正格子N）

ケズリ1度 ケズリ1度

[凹]10YR7/3にぶい黄
橙
[凸]10YR7/3にぶい黄
橙

普、3㎜以下の長
石・砂粒を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[24.7]
広端幅(短辺):-
狭端幅:[8.0]
女瓦厚:2.2

布目痕
格子叩き痕
（正格子O）

ケズリ1度 ケズリ1度

[凹]7.5YR7/4にぶい
橙
[凸]7.5YR7/4にぶい
橙

普、0.5～6㎜の石
英・長石を含む

良

第2層 第2層

長辺:[20.0]
広端幅(短辺):[15.5]
狭端幅:[10.4]
女瓦厚:2.1

縦方向のナ
デ、調整1度

格子叩き痕
（斜格子A）

ケズリ1度
[凹]2.5Y8/2灰白
[凸]2.5Y8/2灰白

普、0.5～2㎜の長
石を含む

良

灰茶褐色粘質
土

灰茶褐色粘質
土

長辺:[9.6]
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
女瓦厚:1.9

ナデ
格子叩き痕
（斜格子B）

[凹]2.5Y8/3淡黄
[凸]2.5Y8/3淡黄

普、2㎜以下の石
英・長石を含む

良好
叩き具に傷あ
り

第2層 第2層

長辺:[12.8]
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
女瓦厚:1.6

ナデ
格子叩き痕
（斜格子B）

[凹]10YR7/2にぶい黄
橙
[凸]10YR7/2にぶい黄
橙

普、8㎜以下の石
英・長石・黒色粒
を含む

良好
叩き具に傷あ
り

第2層 第2層

長辺:[20.9]
広端幅(短辺):[13.6]
狭端幅:-
女瓦厚:1.8

未調整
格子叩き痕
（斜格子B）

ケズリ1度
[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

粗、3㎜以下の長石
を含む

良

底 第4層 底 第4層

長辺:[18.1]
広端幅(短辺):-
狭端幅:[16.3]
女瓦厚:2.7

ナデ、ケズリ
格子叩き痕
（斜格子C）

ケズリ2度 ケズリ1度
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、5㎜以下の石
英・長石を含む

良好

礫層 礫層

長辺:[15.4]
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
女瓦厚:1.8

布目痕
格子叩き痕
（斜格子C）

ケズリ1度
[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

普、3㎜以下の石
英・長石を含む

良

底 粘土 底 粘土

長辺:[27.7]
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
女瓦厚:2.1

布目痕
格子叩き痕
（斜格子C）

調整、ケズ
リ1度

布目痕
粘土板一枚
作り

[凹]2.5Y8/1灰白
[凸]2.5Y8/1灰白

普、4㎜以下の長石
を含む

良

灰褐色粘質土 灰褐色粘質土

長辺:32.0
広端幅(短辺):24.6
狭端幅:20.9
女瓦厚:2.6

布目痕、糸切
り痕

格子叩き痕
（斜格子
C）、粗いナ
デ

ケズリ ケズリ1度 ケズリ1度
[凹]2.5Y8/2灰白
[凸]2.5Y8/2灰白

普、1～6㎜の長石
を含む

良

第3層 第3層

長辺:[10.4]
広端幅(短辺):[10.2]
狭端幅:-
女瓦厚:2.0

摩滅
格子叩き痕
（斜格子D）

[凹]5YR7/4にぶい橙
[凸]5YR7/4にぶい橙

普、4㎜以下の石
英・長石を含む

良

第3層 第3層

長辺:[20.7]
広端幅(短辺):[11.0]
狭端幅:-
女瓦厚:2.5

布目痕
格子叩き痕
（斜格子E）

ケズリ1度 未調整
[凹]7.5Y4/1灰
[凸]7.5Y4/1灰

普、4㎜以下の長
石・5㎜以下の赤色
粒を含む

良好
粘土付着痕あ
り

第2層 第2層

長辺:[15.0]
広端幅(短辺):[6.7]
狭端幅:-
女瓦厚:2.1

布目痕、糸切
り痕

格子叩き痕
（斜格子E）

ケズリ1度 ケズリ1度 粘土板
[凹]5Y4/1灰
[凸]5Y4/1灰

普、4㎜以下の長
石・7㎜以下の赤色
粒を含む

良

第2層 第2層

長辺:[15.4]
広端幅(短辺):[11.7]
狭端幅:[11.1]
女瓦厚:3.1

布目痕、調整
1度

格子叩き痕
（斜格子F）

ケズリ1度
布目痕、ナ
デ

[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、5㎜以下の石
英・長石・黒色粒
を含む

良好

灰色粘質土 灰色粘質土

長辺:[17.0]
広端幅(短辺):[9.1]
狭端幅:-
女瓦厚:2.0

布目痕
格子叩き痕
（斜格子F）

ケズリ1度

[凹]10YR7/2にぶい黄
橙
[凸]10YR7/2にぶい黄
橙

普、3.5㎜以下の石
英・長石・赤色粒
を含む

良

第2層 第2層

長辺:[8.0]
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
女瓦厚:2.1

ナデ
格子叩き痕
（斜格子G）

[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、3㎜以下の長
石・6㎜以下の砂粒
を含む

良好 格子に傷あり

第2層 第2層

長辺:[19.5]
広端幅(短辺):[17.1]
狭端幅:-
女瓦厚:2.2

ナデ
格子叩き痕
（斜格子
G）、ナデ

ケズリ1度 ケズリ1度
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、0.5～8㎜の長
石・赤色粒を含む

良

第2層 第2層

長辺:[13.1]
広端幅(短辺):[13.5]
狭端幅:-
女瓦厚:2.8

ナデ、指押さ
え

格子叩き痕
（長格子
A）、ナデ

ケズリ1度
[凹]2.5Y8/1灰白
[凸]2.5Y8/1灰白

普、3㎜以下の長
石・赤色粒を含む

良好

長辺:[30.5]
広端幅(短辺):[19.2]
狭端幅:-
女瓦厚:2.5

布目痕、糸切
り痕、調整1
度

格子叩き痕
（長格子
A）、ナデ

ケズリ1度 ケズリ1度 粘土板
[凹]5Y8/1灰白
[凸]5Y8/1灰白

普、4㎜以下の長
石・赤色粒・黒色
粒を含む

良好

第2層・黒褐色
土

第2層・黒褐色
土

長辺:33.5
広端幅(短辺):28.4
狭端幅:26.0
女瓦厚:2.1

布目痕、糸切
り痕、調整1
度

格子叩き痕
（長格子
A）、ナデ

ケズリ1度 ケズリ1度 ケズリ1度 粘土板作り
[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

普、5㎜以下の石
英・長石を含む

良好

第2層 第2層

長辺:32.5
広端幅(短辺):[17.0]
狭端幅:[14.5]
女瓦厚:2.9

布目痕、糸切
り痕、調整1
度

格子叩き痕
（長格子
A）、ナデ

ケズリ1度 ケズリ1度 ケズリ1度
粘土板桶巻
作り

[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

普、4㎜以下の長
石・2㎜以下の砂粒
を含む

良好

不明

長辺:[13.2]
広端幅(短辺):[9.6]
狭端幅:-
女瓦厚:2.1

布目痕→ナデ
格子叩き痕
(長格子B）

ケズリ1度
[凹]7.5Y8/1灰白
[凸]7.5Y8/1灰白

普、2㎜以下の石
英・長石を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[7.0]
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
女瓦厚:1.4

布目痕
格子叩き痕
（長格子C）

ケズリ1度
[凹]5Y8/1灰白
[凸]5Y8/1灰白

普、3㎜以下の長
石・砂粒を含む

良

畦
第2層

畦
第2層

長辺:[10.2]
広端幅(短辺):[8.5]
狭端幅:[7.5]
女瓦厚:1.9

ナデ
格子叩き痕
（長格子C）

ケズリ1度 未調整
[凹]5Y6/1灰
[凸]5Y6/1灰

普、2㎜以下の長石
を含む

良好

第2層灰褐色
土

第2層灰褐色
土

長辺:[9.3]
広端幅(短辺):[10.0]
狭端幅:-
女瓦厚:1.7

布目痕、ナデ
格子叩き痕
（長格子C）

ケズリ、布
目痕

一枚作り
[凹]7.5Y7/1灰白
[凸]7.5Y7/1灰白

普、1～5㎜の長石
を含む

良

灰褐色粘質土
SD5908･5909
灰褐色粘質土

長辺:[23.0]
広端幅(短辺):[24.5]
狭端幅:23.5
女瓦厚:2.4

布目痕、糸切
り痕、調整1
度

格子叩き痕
（長格子D）

ケズリ1度 ケズリ1度 粘土板

[凹]10YR7/3にぶい黄
橙
[凸]10YR7/3にぶい黄
橙

普、5㎜以下の長石
を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[21.9]
広端幅(短辺):[21.6]
狭端幅:-
女瓦厚:1.9

布目痕、糸切
り痕

格子叩き痕
（長格子
D）、ナデ

ケズリ1度 ケズリ1度 粘土板
[凹]10YR8/4浅黄橙
[凸]10YR8/4浅黄橙

普、0.5～3㎜の石
英・長石を含む

良

礫層 礫層

長辺:[13.6]
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
女瓦厚:2.0

布目痕
格子叩き痕
（長格子
E）、ナデ

[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

普、3㎜以下の長石
を含む

良好
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面 広端面 狭端面

挿図
番号

報告書
番号

次 法量(cm） 気づいたこと
手法の特徴

技法・素地 色調 胎土 焼成

第3層 第3層

長辺:[14.1]
広端幅(短辺):[13.4]
狭端幅:-
女瓦厚:1.9

ナデ→布目
痕、調整1度

糸切り痕、格
子叩き痕（長
格子F）

ケズリ1度 ケズリ1度 粘土板
[凹]7.5Y7/1灰白
[凸]7.5Y7/1灰白

普、2㎜以下の石
英・長石を含む

良

第3層 第3層

長辺:[11.2]
広端幅(短辺):-
狭端幅:[11.0]
女瓦厚:2.2

ナデ、糸切り
痕、調整1度

格子叩き痕
（長格子F）

ケズリ2度 ケズリ1度
[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

普、2㎜以下の石
英・長石を含む

良好

瓦溜り

長辺:[13.8]
広端幅(短辺):-
狭端幅:[15.5]
女瓦厚:2.8

布目痕、ナデ

格子叩き痕
（長格子
F）、ナデ、
調整1度

ケズリ1度
[凹]N7/灰白
[凸]N7/灰白

普、6.5㎜以下の石
英・長石・赤色
粒・黒色粒を含む

良好

黄褐色砂質 黄褐色砂質

長辺:[21.4]
広端幅(短辺):[13.6]
狭端幅:-
女瓦厚:1.9

斜格子目タタ
キ痕、糸切り
痕

格子叩き痕
（長格子G）

ケズリ1度 ケズリ
[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

普、4㎜以下の石
英・長石を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[10.1]
広端幅(短辺):[13.0]
狭端幅:-
女瓦厚:2.4

布目痕、糸切
り痕、模骨
痕？、調整1
度

板ナデ、格子
叩き痕（長格
子G）

ケズリ1度
粘土板桶巻
作り？

[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

普、3.5㎜以下の長
石・赤色粒・金雲
母？を含む

良好

1T拡

第4層・地山直
上

1T拡

第4層・地山直
上

長辺:[15.5]
広端幅(短辺):[18.3]
狭端幅:-
女瓦厚:1.5

布目痕、布継
足し痕

格子叩き痕
（長格子H）

未調整 ケズリ1度
[凹]5Y7/2灰白
[凸]5Y7/2灰白

普、2㎜以下の長石
を含む

良好

第3層 第3層

長辺:[5.3]
広端幅(短辺):[9.0]
狭端幅:-
女瓦厚:1.9

布目痕、ナデ
平行叩き痕
（平行A）

ケズリ1度
[凹]5Y7/1灰白
[凸]5Y7/1灰白

普、1㎜以下の石
英・長石・赤色粒
を含む

良

最下層 最下層

長辺:[10.5]
広端幅(短辺):[13.5]
狭端幅:[13.5]
女瓦厚:2.3

布目痕、模骨
痕

平行叩き痕
（平行B）、
布目痕、粘土
板合わせ目痕

ケズリ1度 ケズリ1度
粘土板桶巻
作り

[凹]2.5Y6/1黄灰
[凸]2.5Y6/1黄灰

普、5㎜以下の石
英・2㎜以下の長石
を含む

良

不明
不明 不明

長辺:[17.5]
広端幅(短辺):-
狭端幅:[25.0]
女瓦厚:2.4

布目痕、糸切
り痕、調整1
度

平行叩き痕
（平行B）

ケズリ1度
ケズリ1度、
調整1度

粘土板

[凹]10YR7/2にぶい黄
橙
[凸]10YR7/2にぶい黄
橙

普、3㎜以下の長石
を含む

良

築地

長辺:34.0
広端幅(短辺):25.0
狭端幅:[14.0]
女瓦厚:2.7

摩滅
平行叩き痕
（平行C）

ケズリ1度
[凹]10YR8/3浅黄橙
[凸]10YR8/3浅黄橙

粗、3㎜以下の長石
を含む

不良

築地

長辺:34.8
広端幅(短辺):[15.5]
狭端幅:25.0
女瓦厚:2.3

布目痕、糸切
り痕、調整1
度

平行叩き痕
（平行C）、
ナデ

ケズリ1度 ケズリ1度 ケズリ1度 粘土板作り
[凹]2.5Y7/2灰黄
[凸]2.5Y7/2灰黄

密、0.5～4㎜の長
石を含む

良

不明
不明 不明

長辺:[12.5]
広端幅(短辺):[25.5]
狭端幅:23.5
女瓦厚:2.6

布目痕、糸切
り痕、調整1
度

平行叩き痕
（平行D）

ケズリ1度 ケズリ1度
粘土板一枚
作り

[凹]2.5Y7/2灰黄
[凸]2.5Y7/2灰黄

普、4㎜以下の長石
を含む

良

3層 3層

長辺:[16.8]
広端幅(短辺):[14.1]
狭端幅:-
女瓦厚:2.0

布目痕、調整
1度

平行叩き痕
（平行E）

ケズリ1度 ケズリ1度 粘土紐作り
[凹]7.5Y7/1灰白
[凸]7.5Y7/1灰白

普、2㎜以下の長石
を含む

良

黄褐色土 黄褐色土

長辺:[18.1]
広端幅(短辺):24.4
狭端幅:-
女瓦厚:2.1

布目痕、糸切
り痕、調整1
度

平行叩き痕
（平行E）

ケズリ1度 ケズリ1度 粘土板
[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

密、2㎜以下の石
英・長石を含む

良

不明
不明 不明

長辺:33.5
広端幅(短辺):[25.2]
狭端幅:[16.0]
女瓦厚:2.4

布目痕、糸切
り痕、ナデ

平行叩き痕
（平行F）、
ナデ

ケズリ1度、
調整1度

ケズリ1度 ケズリ1度
[凹]10YR8/3浅黄橙
[凸]2.5Y8/1灰白

普、1～5㎜の石
英・長石を含む

良

不明
長辺:32.5
広端幅(短辺):28.0
狭端幅:[18.5]
女瓦厚:2.4

布目痕、糸切
り痕、調整1
度

平行叩き痕
（平行G）

ケズリ1度 ケズリ1度 ケズリ1度
粘土板一枚
作り

[凹]7.5Y7/1灰白
[凸]7.5Y7/1灰白

普、5㎜以下の長石
を含む

良好

長辺:[14.2]
広端幅(短辺):[19.3]
狭端幅:[13.5]
女瓦厚:2.0

糸切り痕、布
目痕、調整1
度

ナデ、平行叩
き痕（平行
G）

ケズリ1度 ケズリ1度 粘土板
[凹]5Y6/1灰
[凸]5Y6/1灰

普、1～5㎜の長石
を含む

良

第2層 第2層

長辺:[8.5]
広端幅(短辺):[7.9]
狭端幅:-
女瓦厚:1.8

布目痕、調整
平行叩き痕
（平行H）

ケズリ1度
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

粗、4㎜以下の長石
を含む

良

不明
不明 不明

長辺:34.3
広端幅(短辺):23.3
狭端幅:-
女瓦厚:2.9

布目痕、糸切
り痕、調整1
度

平行叩き痕
（平行H）

ケズリ1度 ケズリ1度 ヘラケズリ 粘土板
[凹]7.5Y8/1灰白
[凸]7.5Y8/1灰白

普、2㎜以下の長石
を含む

良

第2層 第2層

長辺:[12.6]
広端幅(短辺):[11.0]
狭端幅:-
女瓦厚:2.1

布目痕、粘土
紐痕？

平行叩き痕
（平行I）

粘土紐作
り？

[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

普、1～4㎜の石
英・長石を含む

良

黒褐色土 黒褐色土

長辺:[22.0]
広端幅(短辺):[17.7]
狭端幅:[16.0]
女瓦厚:2.3

布目痕、糸切
り痕

平行叩き痕
（平行I）

ケズリ1度、
調整1度

ケズリ1度
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、0.5～2㎜の長
石を含む

良 灰被り

第2層 第2層

長辺:[21.5]
広端幅(短辺):[16.0]
狭端幅:-
女瓦厚:2.1

布目痕、糸切
り痕、調整1
度

平行叩き痕
（平行J）

ケズリ1度 ケズリ1度 粘土板作り
[凹]2.5Y6/1黄灰
[凸]2.5Y6/1黄灰

普、4㎜以下の長石
を含む

良好

暗褐色粘質土 暗褐色粘質土

長辺:[8.5]
広端幅(短辺):-
狭端幅:[9.5]
女瓦厚:2.1

布目痕、ナデ
平行叩き痕
（平行L）

ケズリ1度
タタラ切り
出し未調整

粘土板一枚
作り

[凹]7.5Y6/1灰
[凸]7.5Y6/1灰

普、5㎜以下の長石
を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[23.3]
広端幅(短辺):26.1
狭端幅:-
女瓦厚:2.4

布目痕、糸切
り痕、調整1
度

平行叩き痕
（平行K）

ケズリ1度
[凹]5Y6/1灰
[凸]5Y6/1灰

普、1～3㎜の石
英・長石を含む

良

僧房南雨落溝

長辺:35.0
広端幅(短辺):24.2
狭端幅:22.3
女瓦厚:2.2

布目痕、指押
さえ、調整1
度、粘土紐
痕？

縄叩き痕（縄
縦A）

ケズリ1度 ケズリ1度 ケズリ1度
粘土紐作
り？

[凹]N7/灰白
[凸]N7/灰白

普、3㎜以下の石
英・長石・赤色粒
を含む

良好

僧房南雨落溝

長辺:34.5
広端幅(短辺):26.7
狭端幅:-
女瓦厚:2.3

布目痕、糸切
り痕、調整1
度

縄叩き痕（縄
縦B）

ケズリ1度 ケズリ1度 ケズリ1度 粘土板作り
[凹]10YR8/1灰白
[凸]10YR8/1灰白

普、1㎜以下の石
英・長石・赤色
粒・黒色粒を含む

良好

暗褐色土 暗褐色土

長辺:35.0
広端幅(短辺):[16.0]
狭端幅:21.5
女瓦厚:1.9

布目痕、糸切
り痕、ナデ

縄叩き痕（縄
縦D）、横方
向の粗いナデ

ケズリ1度 ケズリ1度
[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

密、1㎜以下の石
英・長石を含む

良好

不明
長辺:35.2
広端幅(短辺):23.7
狭端幅:22.0
女瓦厚:2.3

布目痕、糸切
り痕

糸切り痕、縄
叩き痕（縄縦
E）

ケズリ1度 ヘラケズリ ナデ
[凹]10Y4/1灰
[凸]10Y4/1灰

粗、2㎜以下の長石
を含む

良
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面 広端面 狭端面

挿図
番号

報告書
番号

次 法量(cm） 気づいたこと
手法の特徴

技法・素地 色調 胎土 焼成

畔
第2層

畔
第2層

長辺:[19.6]
広端幅(短辺):-
狭端幅:[24.6]
女瓦厚:2.2

布目痕、ナ
デ、調整1度

縄叩き痕（縄
縦F）、ナデ

布目痕、ケ
ズリ

ケズリ
粘土板一枚
作り

[凹]7.5Y5/1灰
[凸]7.5Y5/1灰

普、4㎜以下の石
英・長石を含む

良好

築地
第5層 第5層

長辺:33.7
広端幅(短辺):[27.0]
狭端幅:[21.3]
女瓦厚:2.0

布目痕、糸切
り痕

縄叩き痕（縄
縦G）

ケズリ2度 ケズリ1度 ケズリ1度
粘土板一枚
作り

[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

普、1～4㎜の長石
を含む

良

第2層 第2層

長辺:[26.0]
広端幅(短辺):[23.2]
狭端幅:-
女瓦厚:3.1

布目痕、糸切
り痕、ヘラ状
圧痕

縄叩き痕（縄
縦G）

ケズリ1度 ケズリ1度 粘土板
[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

普、3㎜以下の石
英・長石を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[25.5]
広端幅(短辺):[19.8]
狭端幅:-
女瓦厚:2.4

布目痕、ナ
デ、糸切り痕

縄叩き痕（縄
縦H）

布目痕、ケ
ズリ1度

ケズリ1度
粘土板一枚
作り

[凹]7.5Y7/1灰白
[凸]7.5Y7/1灰白

普、3㎜以下の石
英・長石を含む

良好

最下層 最下層

長辺:31.3
広端幅(短辺):[18.8]
狭端幅:[21.5]
女瓦厚:2.4

布目痕、糸切
り痕、調整1
度

縄叩き痕（縄
縦H）

ケズリ1度 ケズリ1度 ケズリ1度
粘土板一枚
作り

[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

普、1～6㎜の石
英・長石を含む

良

築地
内側瓦列中 内側瓦列中

長辺:33.5
広端幅(短辺):25.5
狭端幅:-
女瓦厚:1.9

コビキA、布
目痕

縄叩き痕（縄
縦H）

粘土板
[凹]5Y8/1灰白
[凸]-

密、砂粒を少量含
む

良好

築地
第5層 第5層

長辺:32.4
広端幅(短辺):24.4
狭端幅:[15.0]
女瓦厚:2.0

布目痕、糸切
り痕、模骨
痕、調整1度

縄叩き痕（縄
縦I）、指押
さえ

ケズリ1度 ケズリ1度 ケズリ1度
粘土板桶巻
作り

[凹]10YR8/2灰白
[凸]10YR8/2灰白

普、6㎜以下の石
英・長石・赤色粒
を含む

良好

炉跡

長辺:34.5
広端幅(短辺):[16.0]
狭端幅:[6.3]
女瓦厚:2.3

布目痕、糸切
り痕

縄叩き痕（縄
縦I）

ケズリ1度、
調整1度

ケズリ1度
ケズリ1度、
布目痕

粘土板一枚
作り

[凹]N4/灰
[凸]N4/灰

普、2㎜以下の長石
を含む

良

第2層 第2層

長辺:[17.5]
広端幅(短辺):[19.6]
狭端幅:-
女瓦厚:2.9

布目痕
縄叩き痕（縄
縦I）

布目痕、タ
タラ切り出
し、未調整

布目痕、タ
タラ切り出
し、未調
整、バリあ
り

一枚作り
[凹]5Y7/1灰白
[凸]5Y7/1灰白

普、4㎜以下の石
英・長石・赤色粒
を含む

良好

2層 2層

長辺:[12.7]
広端幅(短辺):[12.5]
狭端幅:-
女瓦厚:2.3

布目痕、調整
1度、ヘラ状
圧痕？

縄叩き痕（縄
縦J）、ナデ

ケズリ1度
模骨痕？、
調整1度

粘土板桶巻
作り

[凹]N7/灰白
[凸]N7/灰白

普、3㎜以下の石
英・長石を含む

良好

第2層 第2層

長辺:34.1
広端幅(短辺):25.5
狭端幅:22.6
女瓦厚:2.7

布目痕、ナデ
縄叩き痕（縄
縦J）

ケズリ1度
ナデ、ケズ
リ1度

粘土板切り
出し→未調
整

粘土板
[凹]5Y8/1灰白
[凸]5Y8/1灰白

普、2.5㎜以下の石
英・長石を含む

良好

第3層 第3層

長辺:36.0
広端幅(短辺):-
狭端幅:24.8
女瓦厚:2.7

布目痕、糸切
り痕

縄叩き痕（縄
縦K）

ケズリ1度 ケズリ1度 ケズリ1度 粘土板
[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

普、4㎜以下の長
石・黒色粒を含む

良好

第2層 第2層

長辺:30.2
広端幅(短辺):21.6
狭端幅:-
女瓦厚:1.7

布目痕、調整
1度

縄叩き痕（縄
縦K）、文字
「－」

ケズリ1度 ケズリ1度 ケズリ1度 一枚作り
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、3㎜以下の石
英・長石を含む

良好 成形台の痕跡

2層 2層

長辺:[14.4]
広端幅(短辺):-
狭端幅:[18.9]
女瓦厚:2.3

布目痕
縄叩き痕（縄
斜A）

布目痕、粘
土板切り出
し→未調整

布目痕
粘土板一枚
作り

[凹]5Y7/1灰白
[凸]5Y7/1灰白

普、4㎜以下の石
英・長石を含む

良

不明
不明 不明

長辺:[17.8]
広端幅(短辺):[13.4]
狭端幅:-
女瓦厚:2.5

布目痕
縄叩き痕（縄
斜B）

布目痕、未
調整、バリ
あり

布目痕
粘土板一枚
作り

[凹]2.5Y7/2灰黄
[凸]2.5Y7/2灰黄

普、4㎜以下の石
英・長石を含む

良好

不明
不明 不明

長辺:35.4
広端幅(短辺):24.5
狭端幅:-
女瓦厚:2.1

布目痕
縄叩き痕（縄
斜B）

布目痕、粘
土板分割
痕、未調整

布目痕 未調整
粘土板一枚
作り

[凹]10YR7/3にぶい黄
橙
[凸]10YR7/3にぶい黄
橙

普、5㎜以下の石
英・長石を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[16.4]
広端幅(短辺):[14.6]
狭端幅:-
女瓦厚:1.9

布目痕、糸切
り痕、調整1
度

縄叩き痕（縄
斜C）

ケズリ1度 ケズリ1度 粘土板
[凹]2.5Y8/1灰白
[凸]2.5Y8/1灰白

普、2㎜以下の長石
を含む

良好

不明
不明 不明

長辺:[19.9]
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
女瓦厚:2.6

布目痕、ナデ
縄叩き痕（縄
斜D）

粘土板切り
出し→未調
整、バリあ
り

粘土板一枚
作り

[凹]7.5Y8/1灰白
[凸]7.5Y8/1灰白

普、3㎜以下の石
英・長石を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[21.2]
広端幅(短辺):[9.0]
狭端幅:-
女瓦厚:2.0

布目痕
縄叩き痕（縄
斜D）

未調整、バ
リあり

未調整、バ
リあり

粘土板一枚
作り

[凹凸]10YR7/3にぶい
黄橙

普、5㎜以下の石
英・長石を含む

良好

不明
不明 不明

長辺:20.8
広端幅(短辺):[15.9]
狭端幅:-
女瓦厚:2.5

布目痕
縄叩き痕（縄
斜E）

布目痕、ケ
ズリ1度

布目痕、ケ
ズリ1度

粘土板一枚
作り

[凹]N8/灰白
[凸]N8/灰白

普、5㎜以下の石
英・長石を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[14.8]
広端幅(短辺):[11.9]
狭端幅:-
女瓦厚:1.6

布目痕
縄叩き痕（縄
斜F）

布目痕、タ
タラ切り出
し、未調整

布目痕
粘土板一枚
作り

[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、3㎜以下の石
英・長石を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[10.5]
広端幅(短辺):[9.8]
狭端幅:-
女瓦厚:2.2

布目痕
縄叩き痕（縄
斜G）、ナデ

布目痕、ナ
デ

一枚作り
[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

普、2㎜以下の長
石・赤色粒・黒色
粒を含む

良好

第4層 第4層

長辺:[12.1]
広端幅(短辺):[11.6]
狭端幅:[7.2]
女瓦厚:[2.1]

布目痕、ヘラ
描き

縄縦系縄叩き
痕

ケズリ1度

[凹]7.5YR7/3にぶい
橙
[凸]7.5YR7/3にぶい
橙

普、0.5～4㎜の石
英・長石を含む

良

第2層 第2層

長辺:[18.2]
広端幅(短辺):[17.5]
狭端幅:-
女瓦厚:1.7

ナデ、指押さ
え、調整1度

糸切り痕 ケズリ1度
ナデ、ケズ
リ1度

不明
[凹]10YR7/1灰白
[凸]10YR7/1灰白

普、3㎜以下の石
英・長石・赤色粒
を含む

良好

第3層 第3層

長辺:[15.8]
広端幅(短辺):[23.0]
狭端幅:-
女瓦厚:2.1

布目痕、糸切
り痕、模骨
痕、模骨止め
痕

ナデ、縄縦系
縄叩き痕

ケズリ ケズリ1度
粘土板桶巻
作り

[凹]2.5Y8/2灰白
[凸]2.5Y8/2灰白

普、0.5～5㎜の石
英・長石を含む

良

南雨落溝

長辺:[22.3]
広端幅(短辺):[17.9]
狭端幅:-
女瓦厚:2.2

布目痕、糸切
り痕、調整1
度

糸切り痕 未調整 粘土板
[凹]5Y8/1灰白
[凸]5Y8/1灰白

普、2㎜以下の石
英・長石・雲母を
含む

良

瓦溜り

長辺:29.5
広端幅(短辺):-
狭端幅:24.0
女瓦厚:1.7

布目痕、指押
さえ、ナデ、
調整1度

種子圧痕、朱
あり

ケズリ1度 未調整 ケズリ1度
粘土板桶巻
作り

[凹]2.5Y8/2灰白
[凸]2.5Y8/2灰白

普、4㎜以下の石
英・長石・赤色
粒・黒色粒を含む

良好
凸面種子
軒出5㎝
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面 広端面 狭端面

第2層 第2層

長辺:[8.2]
広端幅(短辺):[12.5]
狭端幅:-
瓦厚:[2.5]

布目痕 縄叩き痕 ケズリ1度
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、5㎜以下の
砂粒を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[15.6]
広端幅(短辺):[10.4]
狭端幅:-
瓦厚:1.7

布目痕、模骨痕 縄叩き痕、ナデ ケズリ ケズリ1度 桶巻作り
[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

普、0.5～2㎜の
長石を含む

良

SE中

長辺:[18.0]
広端幅(短辺):14.5
狭端幅:12.5
瓦厚:2.5

布目痕、糸切り
痕、調整1度、
粘土板合わせ目
痕

縄叩き痕（縄縦
Ｂ）

ケズリ1度 ケズリ1度
粘土板桶巻
作り

[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

普、3㎜以下の
長石を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[24.2]
広端幅(短辺):11.5
狭端幅:-
瓦厚:1.6

布目痕、糸切り
痕

格子叩き痕(正
格子Ｂ）

ケズリ1度
粘土板桶巻
作り？

[凹]2.5Y8/1灰白
[凸]2.5Y8/1灰白

普、6㎜以下の
石英・長石・赤
色粒を含む

良好

挿図
番号

報告書
番号

次 法量(cm） 気づいたこと
手法の特徴

技法・素地 色調 胎土 焼成

(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 外面/凹面 内面/凸面 側面

第3層 第3層

長幅:[21.8]
短幅:[31.9]
厚さ:7.1

ナデ
2枚の粘土板使
用か？

[凹]灰白色
[凸]-

精良、石英・長石を少
量含む

良好 平城宮式

茶褐色粘質土 茶褐色粘質土

長幅:[29.2]
短幅:[12.5]
厚さ:7.8

ナデ
縦方向のナ
デ（ケズ
リ）

[凹]-
[凸]-

やや粗、長石・茶褐色
砂粒を多量に含む

良好 平城宮式

不明 長幅:[27.3]
短幅:[15.0]
厚さ:8.0

ナデ
縦方向のナ
デ

3枚の粘土板使
用か？

[凹]灰褐色
[凸]-

やや粗、石英・長石を
多量に含む

良好
平城宮式
外縁:貼り付け
か？

暗褐色土 暗褐色土

長幅:[19.4]
短幅:[12.4]
厚さ:-

ナデ、ハク
リ

[凹]10YR8/2灰白
[凸]10YR8/2灰白

密、0.5～2㎜の石英・
長石を含む

良
平城宮式
穿孔あり

第3層 第3層

長幅:[14.4]
短幅:[10.3]
厚さ:[7.4]

ナデ ナデ
[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

密、0.3～2㎜の石英・
長石を含む

良
平城宮式
接合痕あり

南限大溝
第2層茶褐色粘質土 第2層茶褐色粘質土

長幅:[25.1]
短幅:[11.5]
厚さ:[7.2]

ナデ、ヘラ
ケズリ

[凹]2.5Y6/1黄灰
[凸]2.5Y6/1黄灰

普、0.5～3㎜の石英・
長石を含む

良
平城宮式
接合痕あり

第3層 第3層

長幅:[22.5]
短幅:[14.2]
厚さ:[6.0]

ケズリ1度、
ナデ

ナデ、工具
痕あり

ナデ
[凹]10YR8/3浅黄橙
[凸]10YR8/3浅黄橙

普、3㎜以下の砂粒を
含む

良
平城宮式
接合痕あり

不明
不明 不明 長幅:[12.6]

短幅:[9.6]
厚さ:[4.1]

ナデ ナデ ナデ
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、4㎜以下の砂粒を
含む

良好 接合痕あり

黒褐色土 黒褐色土

長幅:[10.5]
短幅:[10.0]
厚さ:[5.7]

ナデ
[外]N5/灰
[胎土]2.5Y8/2灰白

普、2㎜以下の白色砂
粒を含む

良好

第2層 第2層

長幅:[16.4]
短幅:[14.5]
厚さ:6.85

ハケ、ケズ
リ

ハケ、ナデ
[外]7.5Y6/1灰
[内]-

密、1㎜程度の白色砂
粒・赤色粒を含む

良 未貫通の円孔1ケ

第2層 第2層

長幅:[16.2]
短幅:15.4
厚さ:5.7

指ナデ、板
ナデ、工具
痕、摩滅

ハクリ ケズリ
[凹]5Y8/1灰白
[凸]5Y8/1灰白

普、1㎜以下の長石・
赤色粒を含む

良好

不明
不明 長幅:-

短幅:-
厚さ:[4.0]

ナデ
ヘラケズリ
→ナデ

[外]N5/灰
[内]-

普、3㎜以下の白色砂
粒・赤色粒、9㎜以下
の礫を含む

良

第2層 第2層

長幅:[17.5]
短幅:[12.1]
厚さ:4.3

ケズリ
指ナデ、ナ
デ

[外]N6/灰
[内]-

やや密、1～5㎜程度の
白色砂粒を含む

良

第2層 第2層

長幅:[32.5]
短幅:[18.9]
厚さ:[5.4]

糸切り痕
[外]N4/灰
[内]-

やや密、1～2㎜程度の
白色砂粒を含む

良

第2層 第2層

長幅:[15.8]
短幅:[9.15]
厚さ:[3.65]

ナデ
[外]N4/ 灰～2.5Y8/1 
灰白
[内]-

密、1㎜程度の白色砂
粒・赤色粒を含む

良

灰色粘土 灰色粘土

長幅:[16.2]
短幅:[9.4]
厚さ:5.2

粗いナデ
[外]N5/灰
[内]-

普 良好

不明
不明 長幅:[17.5]

短幅:-
厚さ:[4.8]

[外]N6/灰
[内]-

普、1㎜以下の白色砂
粒を含む

良

第2層 第2層

長幅:[11.0]
短幅:-
厚さ:[7.4]

ナデ ナデ
[外]N6/灰
[内]-

普、1㎜以下の白色砂
粒・黒色砂粒を含む

良

第2層 第2層

長幅:[12.1]
短幅:[11.7]
厚さ:-

ナデ ナデ
[外]N6/灰
[内]-

密、1～2㎜程度の白色
砂粒・赤色粒を含む

良

第2層 第2層

長幅:8.5
短幅:11.5
厚さ:4.5

ナデ ナデ
[外]N5/灰
[内]-

普、3㎜以下の白色砂
粒を含む

良

不明
不明 長幅:[12.8]

短幅:[9.6]
厚さ:-

ケズリ、穴 ケズリ
[外]N7/灰白
[内]-

やや密、0.5～1㎜以下
の白色砂粒を含む

良

第2層 第2層

長幅:[13.45]
短幅:[11.1]
厚さ:[5.2]

ナデ、ケズ
リ

ナデ
[外]N5/灰
[内]N5/灰

密、2㎜以下の白色砂
粒を含む

良

第2層 第2層

長幅:[10.3]
短幅:[10.8]
厚さ:[4.5]

ハクリ ナデ ナデ
[凹]5Y8/1灰白
[凸]5Y8/1灰白

普、5㎜以下の長石・
赤色粒を含む

良好

挿図
番号

報告書
番号

次 法量(cm） 気づいたこと
手法の特徴

技法・素地 色調 胎土 焼成

道具瓦　1）鬼瓦

2）熨斗瓦
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面 広端面 狭端面

第3層 第3層

長辺:[17.0]
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦厚:4.7

縦方向のナ
デ

縦方向のナ
デ、横方向
の粗いナデ

ケズリ1度 成形型
[凹]N6/灰
[凸]N5/灰

普、2㎜以下の石
英・長石・赤色
粒・白色粒を含
む

良好

僧房南雨落溝

長辺:[18.5]
広端幅(短辺):[10.5]
狭端幅:-
瓦厚:3.1

布目痕
ナデ、斜格
子叩き痕

ケズリ
ケズリ1
度、調整1
度

[凹]N5/灰
[凸]N4/灰

普、0.5～4㎜の
長石を含む

良

気づいたこと
手法の特徴

技法・素地 色調 胎土 焼成法量(cm）
挿図
番号

報告書
番号

次

(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面 広端面 狭端面

回廊北雨落溝

長辺:[14.9]
広端幅(短辺):[9.5]
狭端幅:-
瓦厚:[1.1]

布目痕、灰被
り

縄縦系縄叩き
痕、灰被り

ケズリ
ケズリ1度、
調整1度

[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、1～6㎜の石
英・長石を含む

良

黒褐色土 黒褐色土

長辺:[16.0]
広端幅(短辺):11.0
狭端幅:-
瓦厚:1.4

布目痕、布が
かり痕

ナデ、調整1
度

ケズリ1度 ケズリ1度
[凹]灰
[凸]灰

密、2㎜以下の白
色粒を含む

良

回廊北雨落溝

長辺:[20.0]
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦厚:1.2

布目痕、調整
1度

ナデ、調整1
度

ケズリ1度 ケズリ1度 ケズリ1度
[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

普、6㎜以下の長
石を含む

良好

気づいたこと
手法の特徴

色調 胎土 焼成法量(cm）
挿図
番号

報告書
番号

次

(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面 広端面 狭端面

第2層 第2層

長辺:[13.5]
広端幅(短辺):[22.1]
狭端幅:[6.0]
瓦厚:2.3

布目痕、ナ
デ

ナデ、縄叩
き痕

ケズリ
ケズリ1度、
調整1度

ケズリ
[凹]7.5Y7/1灰白
[凸]7.5Y7/1灰白

普、0.4～4㎜の長
石・赤色粒を含む

良

第2層 第2層

長辺:[17.7]
広端幅(短辺):[14.8]
狭端幅:[11.7]
瓦厚:2.6

糸切り痕、
調整2度

縄叩き痕の
ち横方向の
ナデ

ケズリ1度
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、6㎜以下の石
英・長石・赤色粒
を含む

良好

気づいたこと
手法の特徴

色調 胎土 焼成法量(cm）
挿図
番号

報告書
番号

次

(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面 広端面 狭端面

礫層 礫層

長辺:[7.0]
広端幅(短辺):[9.5]
狭端幅:-
瓦当径:-
瓦当厚:6.7
男瓦厚:-

ナデ
多方向の
ケズリ?

[凹]7.5Y6/1灰
[凸]-

普、4㎜以下の白
色砂粒を含む

良
瓦当文様:蓮
華文、花弁8
葉、蓮子1+8

最下層 最下層

長辺:[13.5]
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:23.8
瓦当厚:5.1
男瓦厚:-

一本作り
[凹]-
[凸]-

やや粗、石英・
長石を多量に含
む

良好

直上 直上

長辺:-
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
瓦当径:23.0
瓦当厚:5.5
男瓦厚:-

瓦当裏:ナ
デ

接合式
[凹]灰黄
[凸]灰黄

緻密、2㎜以下の
白色粒を含む

良

挿図
番号

報告書
番号

次 形式 法量(cm） 気づいたこと
手法の特徴

技法・素地 色調 胎土 焼成

3）隅木蓋瓦

4）面戸瓦

5）雁振瓦

6）鳥衾瓦

7）隅切瓦
(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面 広端面 狭端面

第2層 第2層

長辺:[16.8]
広端幅(短辺):[17.2]
狭端幅:-
瓦当径:[17.0]
瓦当厚:[5.8]
女瓦厚:[4.3]

ナデ、ケズリ
1度

粗いナデ ケズリ2度 ケズリ1度
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、2㎜以下の
石英・長石を含
む

良

暗褐色土 暗褐色土

長辺:[12.1]
広端幅(短辺):[13.3]
狭端幅:-
瓦当径:[8.5]
瓦当厚:[5.3]
女瓦厚:[5.0]

糸切り痕 ナデ
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、1～5㎜の石
英・長石を含む

良

回廊北雨落溝

長辺:[18.0]
広端幅(短辺):[17.9]
狭端幅:-
女瓦厚:2.3

布目痕、布か
がり痕、粘土
板合わせ目痕

縄叩き痕（縄
縦Ｃ）、ナ
デ、灰被り

ケズリ1度、
灰被り

調整1度、ケ
ズリ1度

粘土板桶巻作
り

[凹]N7/灰白
[凸]N7/灰白

普、4㎜以下の
石英・長石・黒
色粒を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[18.5]
広端幅(短辺):26.0
狭端幅:-
瓦当径:[25.0]
瓦当厚:6.0
女瓦厚:3.6

布目痕、ナデ ナデ ケズリ1度
[凹]灰
[凸]灰

密、2㎜以下の
白色粒・黒色粒
を含む

良

気づいたこと
手法の特徴

技法・素地 色調 胎土 焼成形式 法量(cm）
挿図
番号

報告書
番号

次
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 上面 下面 側面 端面

不明 台形
長幅:38.8
短幅:17.2～22.8
厚さ:13.5

丁寧なナデ調整 粗い筋状痕
丁寧なナデ調整/
縦方向の粗い筋状
(ハケメ）痕

丁寧なナデ調整
4.5～5㎝程の
粘土塊を合わ
せて製作

[外]7.5YR8/4
浅黄橙

普、1～2mm程度の白
色砂粒・赤褐色砂粒
を含む

やや
軟

小口面調整
穿孔2ヶ(未貫
通)

不明 ―
長幅:[10.0]
短幅:[12.1]
厚さ:[5.2]

縦方向のナデ 接合部:糸切り痕 縦方向のナデ
[外]N6/灰
[胎土]N6/灰

普、1㎜以下の白色砂
粒を多量に含む

良好 糸切り痕

不明 方形
長幅:[31.3]
短幅:27.2
厚さ:13.8

縦方向のナデ 未調整 ナデ ナデ [外]N8/灰白
普、1㎜以下の白色砂
粒・茶色砂粒を含む

やや
軟

調整

不明 方形
長幅:[19.7]
短幅:[14.4]
厚さ:12.0

縦方向のナデ 未調整？ ナデ ヘラ描き
[外]7.5Y8/1
灰白

普、白色粒・赤茶色
粒を含む

良
表面黒色化
側面文字「]ろ
石ノ心」？

方形
長幅:41.5
短幅:26.0
厚さ:13.5

丁寧なナデ調整 未調整 ナデ ナデ、ヘラ描き
[外]N5/灰
[胎土]5YR7/3
にぶい橙

普、3㎜以下の白色砂
粒を含む

良好

不明 方形
長幅:[37.0]
短幅:26.0
厚さ:12.7

縦方向のナデ 未調整 ナデ ナデ、ヘラ描き
[外]10YR7/2
にぶい黄橙

普、3㎜以下の白色砂
粒を含む

良
側面文字「山
■」？○

不明 方形
長幅:[30.0]
短幅:25.2
厚さ:11.5

縦方向のナデ 未調整 ナデ ヘラ描き
[外]10YR7/2
にぶい黄橙

普、2㎜以下の白色砂
粒を含む

良
側面文字「一
千」葉脈
柱痕？

不明 方形
長幅:[19.5]
短幅:25.5
厚さ:12.0

ナデ 未調整、工具痕 未調整 ヘラ描き
[外]2.5Y7/1
灰白

普、5㎜以下の白色砂
粒・茶色砂粒・黒色
砂粒を含む

良
側面文字
「水」？

第2層 第2層
―

長幅:[9.0]
短幅:12.3
厚さ:[5.8]

粗い布目痕 ナデ
[外]7.5YR7/2
明褐灰

普、4㎜以下の白色砂
粒・赤色砂粒を含む

良
布目痕？
唐居敷？

不明 方形
長幅:[19.0]
短幅:[8.0]
厚さ:13.6

ナデ 粗い筋状痕 未調整 ヘラ描き [外]N5/灰
普、5㎜以下の白色砂
粒・赤色砂粒を含む

良 側面文字「キ」

不明 方形
長幅:[15.5]
短幅:[16.0]
厚さ:12.5

ナデ、ヘラ描き 未調整 ナデ 未調整
[外]2.5Y7/1
灰白

普、2㎜以下の白色砂
粒・黒色砂粒を含む

良
上面黒色化
ヘラ記号

不明 僧房掘方 僧房掘方 方形
長幅:[16.5]
短幅:12.0
厚さ:[9.5]

縦方向のナデ 未調整 ナデ
[外]10YR7/1
灰白

普、5㎜以下の白色砂
粒・赤色砂粒・黒色
砂粒を含む

やや
軟

側面黒色化
調整

第2層 第2層
方形

長幅:[18.5]
短幅:[13.0]
厚さ:13.0

縦方向のナデ 未調整 ヘラ描き
[外]2.5Y7/1
灰白

普、2㎜以下の白色砂
粒・黒色砂粒を含む

やや
軟

側面文字「一
キ」？

第2層 第2層
台形

長幅:[6.0]
短幅:[9.0]
厚さ:[12.6]

丁寧なナデ調整 ナデ 粗いハケ状板ナデ
[外]10YR7/2
にぶい黄橙

普、5㎜以下の白色砂
粒・赤色砂粒・黒色
砂粒を含む

やや
軟

調整

不明 方形
長幅:[14.5]
短幅:[12.8]
厚さ:13.2

縦方向のナデ ナデ 板ナデ 板ナデ [外]N7/灰白
普、2㎜以下の白色砂
粒・黒色砂粒を含む

良 調整

第2層 第2層
台形

長幅:[10.5]
短幅:[8.0]
厚さ:[5.5]

ナデ、指頭圧 ナデ ヘラ描き [外]N6/灰
普、1㎜以下の白色砂
粒を含む

良好 文字？

不明 台形
長幅:[14.0]
短幅:[10.5]
厚さ:[8.0]

縦方向のナデ 接合部:糸切り痕 丁寧なナデ調整 粗いハケ状板ナデ [外]N7/灰白
普、2㎜以下の白色砂
粒を含む

良好

方形
長幅:41.3
短幅:27.9
厚さ:12.5

ナデ 未調整 丁寧なナデ調整

粗い板ナデもしく
は刷毛状になった
板状工具による調
整痕

[外]7.5YR8/2
灰白

普、1～2mm程度の白
色砂粒・茶色砂粒を
多量に含む

やや
軟

側面文字「一
キ」？

写真
のみ

参考1 不明 台形
長幅:[23.5]
短幅:[17.5～18.4]
厚さ:[8.3]

縦方向の板ナデ ナデ/- ナデ [外]N6/灰
普、2㎜以下の白色砂
粒を含む

良好
製作技法観察の
み

写真
のみ

参考2 僧房雨落溝 僧房雨落溝 台形
長幅:[26.2]
短幅:[17.0～18.0]
厚さ:[7.0]

縦方向のナデ 丁寧なナデ調整 ナデ [外]N6/灰
普、2㎜以下の白色砂
粒・茶色砂粒を含む

良好
製作技法観察の
み

写真
のみ

参考3 不明 方形
長幅:[23.0]
短幅:[15.5]
厚さ:13.0

ナデ 未調整 未調整 未調整
[外]7.5Y7/1
灰白

普、2㎜以下の白色砂
粒を含む

良好
製作技法観察の
み

写真
のみ

参考4 不明 台形
長幅:[12.0]
短幅:[15.5]
厚さ:[9.3]

縦方向のナデ 丁寧なナデ調整 粗いハケ状板ナデ [外]N5/灰
普、2㎜以下の白色砂
粒・黒色砂粒を含む

良好
製作技法観察の
み

写真
のみ

参考5 不明 台形
長幅:[28.0]
短幅:[19.2～23.8]
厚さ:[10.5]

ナデ -/未調整 ナデ
[外]7.5YR7/2
明褐灰

普、5㎜以下の白色砂
粒・赤色砂粒を含む

良
製作技法観察の
み

写真
のみ

参考6 不明 台形
長幅:37.0
短幅:17.0～22.0
厚さ:13.3

丁寧なナデ調整 ナデ
丁寧なナデ調整/
未調整、ヘラ描き

ナデ
[外]5Y7/1灰
白

普、2㎜以下の白色砂
粒・茶色砂粒を含む

良好
製作技法観察の
み

写真
のみ

参考7
第2層 第2層

―
長幅:[14.5]
短幅:[14.0]
厚さ:5.2

布目痕、縦方向の
ナデ

未調整 ナデ [外]N7/灰白
普、2㎜以下の白色砂
粒・黒色砂粒・赤色
砂粒を含む

良好

挿図
番号

報告書
番号

次 タイプ 法量(cm） 気づいたこと
手法の特徴

技法・素地 色調 胎土 焼成

塼
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(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 凹面 凸面 側面 広端面 狭端面

瓦溜り溝 瓦溜り溝

長辺:[17.2]
広端幅(短辺):[16.2]
狭端幅:-
瓦当径:[14.1]
瓦当厚:[5.4]
女瓦厚:3.0

布目痕、文字
「ｲ大瓦」

ナデ ケズリ1度
[凹]2.5Y8/2灰白
[凸]2.5Y8/2灰白

やや粗、2㎜以下
の白色粒・赤色
粒を含む

良
文字は異体
字。顎貼り
付け

最下層 最下層

長辺:[8.8]
広端幅(短辺):[9.6]
狭端幅:[6.4]
女瓦厚:1.8

布目痕、ナデ
叩き痕、文字
「]■■[」

未調整
[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

普、0.5～2㎜の
長石・赤色粒を
含む

良

第2層 第2層

長辺:[6.0]
広端幅(短辺):-
狭端幅:-
女瓦厚:1.5

ナデ
ナデ、文字
「≠」

ケズリ1度
[凹]7.5YR8/4浅黄橙
[凸]7.5YR8/4浅黄橙

普、2㎜以下の砂
粒を含む

良

南北畦
第2層下層

南北畦
第2層下層

長辺:[7.0]
広端幅(短辺):[8.8]
狭端幅:[3.8]
女瓦厚:[2.1]

ナデ

格子叩き痕
（斜格子
Ａ）、ヘラ描
き、文字
「－」

ケズリ
[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

普、1～3㎜の長
石を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[18.0]
広端幅(短辺):[10.6]
狭端幅:-
女瓦厚:2.1

布目痕、模骨
痕

ナデ、縄縦系
縄叩き痕、文
字「－」

ケズリ ケズリ1度
[凹]5Y7/1灰白
[凸]5Y7/1灰白

普、0.5～4㎜の
石英・長石・赤
色粒を含む

良

第2層 第2層

長辺:[14.2]
広端幅(短辺):[11.1]
狭端幅:-
女瓦厚:1.6

ナデ
粗いナデ、墨
書文字「×」

ケズリ
ケズリ1度、調
整1度

[凹]N7/灰白
[凸]N7/灰白

普、1～3㎜の長
石を含む

良
凸面に墨書
文字

瓦溜り

長辺:[11.6]
広端幅(短辺):[12.0]
狭端幅:-
女瓦厚:2.1

布目痕、ナデ

縄叩き痕、ナ
デ、指押さ
え、「 ]十
歳」

[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

普、4㎜以下の長
石・赤色粒・黒
色粒を含む

良好
刻字「]十
歳」

第2層 第2層

長辺:[16.0]
広端幅(短辺):[9.7]
狭端幅:-
男瓦厚:[2.6]

布目痕
ナデ、ケズ
リ、「 ]大
■」

[凹]N5/灰
[凸]N5/灰

普、0.5～5㎜の
長石を含む

良
刻字「大
■」

挿図
番号

報告書
番号

次 形式 法量(cm） 気づいたこと
手法の特徴

色調 胎土 焼成

(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置 外面/凹面 内面/凸面 側面

第2層 第2層

長辺:[10.9]
広端幅(短辺):[11.3]
狭端幅:-
男(女)瓦厚:4.0

ナデ ナデ ナデ
[凹]2.5Y7/1灰白
[凸]2.5Y7/1灰白

普、3㎜以下の長
石・赤色粒を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[18.8]
広端幅(短辺):[12.0]
狭端幅:-
男(女)瓦厚:5.0

指ナデ、ヘラ記
号

ケズリ、指ナデ
[凹]N6/灰
[凸]N6/灰

普、3㎜以下の石
英・長石を含む

良好

第2層 第2層

長辺:[9.9]
広端幅(短辺):9.6
狭端幅:-
男(女)瓦厚:[3.3]

キラコ ナデ ナデ
[凹]N4/灰
[凸]N5/灰

普、1㎜以下の石
英・長石を含む

良好 棟飾瓦

気づいたこと
手法の特徴

色調 胎土 焼成法量(cm）
挿図
番号

報告書
番号

次

(整理前） (整理後）

取り上げ位置 取り上げ位置

不明 唐居敷座？
長幅:[21.4]
短幅:[16.1]
厚さ:12.5

凝灰岩　角閃石・白色砂粒・
黒色砂粒を多量に含む

煤付着

不明 塼
長幅:[29.1]
短幅:[21.5]
厚さ:16.0

恐らく全面加工 凝灰岩
製作技法観察のみ、本来の形
状か不明

挿図
番号

報告書
番号

次 手法の特徴器種 法量(cm） 気づいたこと石材

石製品

文字瓦

その他の瓦塼類
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1

１　特別史跡讃岐国分寺跡出土軒瓦



　

2

２　特別史跡讃岐国分寺跡出土塼

332

333

334

未掲載

未掲載

未掲載

未掲載

377

375

390

373

378

参考 1

379

参考 5

380

参考 6

参考 7

382

参考 2

41

4

78

33

13

17

19
39

9

45

40

24

37

28

46

32

12

367

31

372

114
100

122

110

86

125

108

3

105

99

118

97

81

368

30
15

25

26

115

106

123

111

94

131

113101

119

107

82

35

44



　

3

３－１　鐙瓦 SKM01

３－２　鐙瓦 SKM02A

３－３　鐙瓦 SKM03A

3

3

6

11

4

4

5

1

2

2

10

瓦当裏面

一本作り 一本作り 接合式

瓦当断面状況①

接合部状況

瓦当断面状況

粘土積み上げ状況



　

4

４－１　鐙瓦 SKM04 ４－２　鐙瓦 SKM05

４－３　鐙瓦 SKM06

４－４　鐙瓦 SKM07

４－５　鐙瓦 SKM08

４－６　鐙瓦 SKM09

４－７　鐙瓦 SKM10A ４－８　鐙瓦 SKM11

14

23

1716

28

20
2419

25

26 26

枷型

枷型の痕跡



　

5

５－１　鐙瓦 SKM12 ５－２　鐙瓦 SKM13 ５－３　鐙瓦 SKM14

５－４　鐙瓦 SKM15 ５－５　鐙瓦 SKM16

５－６　鐙瓦 SKM17

５－７　鐙瓦 SKM18 ５－８　鐙瓦 SKM19

５－９　鐙瓦 SKM20５－ 10　鐙瓦 SKM21A ５－ 11　鐙瓦 SKM21R

41
38

36

33

39

40

37

32

313029

34
瓦当裏面の高り



　

6

６－１　鐙瓦 SKM22 ６－２　鐙瓦 SKM23 ６－３　鐙瓦 SKM24A

６－４　鐙瓦 SKM24B ６－５　鐙瓦 SKM25 ６－６　鐙瓦 SKM27

６－７　鐙瓦 SKM28 ６－８　鐙瓦 SKM29 ６－９　鐙瓦 SKM30 ６－ 10　鐙瓦 SKM31

６－ 11　鐙瓦 SKM32 ６－ 12　鐙瓦 SKM33 ６－ 13　鐙瓦 SKM34

54

46

50

44

48

42

5553

51 52

56

43

45

49



　

7

７－１　鐙瓦 SKM35

７－２　鐙瓦 SKM36 ７－３　鐙瓦 SKM37 ７－４　鐙瓦 SKM38 ７－５　鐙瓦 SKM39

７－６　鐙瓦 SKM40 ７－７　鐙瓦 SKM41 ７－８　鐙瓦 SKM48 ７－９　鐙瓦 SKM49

７－ 10　鐙瓦 凹面 ７－ 11　鐙瓦 凸面

75

5957

65

62

74

66

61
64

60

58

63



　

8

８　府中・山内瓦窯跡出土（高松市歴史資料館所蔵）

SKM07

男瓦凸面

KB103B

男瓦凹面



　

9

９－１　宇瓦 SKH01A

９－２　宇瓦 SKH01B９－３　宇瓦 SKH01C

89

77

81 彫り直し前

81

93

92

86

78

82 彫り直し後

96

粘土紐 ?

朱付着
布端痕

ハケ



　

10

10 －１　宇瓦 SKH01C

10 －２　宇瓦 SKH01D 10 －３　宇瓦 SKH02

10 －４　宇瓦 SKH03 10 －５　宇瓦 SKH04

10 －６　宇瓦 SKH05A 10 －７　宇瓦 SKH05B

101

96

106

90

98

95

107

100

104

99 正格子叩き

平行叩き

模骨痕 粘土板合わせ目



　

11

11 －１　宇瓦 SKH06

11 －２　宇瓦 SKH07

11 －３　宇瓦 SKH08

11 －４　宇瓦 SKH09

11 －５　宇瓦 SKH10

11 －６　宇瓦 SKH11A 11 －７　宇瓦 SKH12

11 －８　宇瓦 SKH13 11 －９　宇瓦 SKH15

121

112

116

119

110

115

113

111

109

114

118

瓦当断面



　

12 12 －１　宇瓦 SKH16 12 －２　宇瓦 SKH17

12 －３　宇瓦 SKH18 12 －４　宇瓦 SKH19

12 －５　宇瓦 SKH20 12 －６　宇瓦 SKH21

12 －７　宇瓦 SKH22 12 －８　宇瓦 SKH23

12 －９　宇瓦 SKH24 12 － 10　宇瓦 SKH25

12 － 11　宇瓦 SKH26 12 － 12　宇瓦 SKH27 12 － 13　宇瓦 SKH30
137

127

126

132

124

133 134

122

130

128

123

129

131



　

13
13 －１　宇瓦 SKH33 13 －２　宇瓦 SKH35

13 －３　宇瓦 SKH38 13 －４　宇瓦 SKH39

13 －５　宇瓦 SKH4013 －６　宇瓦 SKH41

13 －７　宇瓦 SKH42 13 －８　宇瓦 SKH43

13 －９　宇瓦 SKH44 13 － 10　宇瓦 SKH45

13 － 11　宇瓦 SKH47

13 － 13　宇瓦 SKH55

13 － 12　宇瓦 SKH48

165

150 148

154

147145

142

158

149

140

157

153

151

146

152

155



　

14

14 －１　正格子Ａ 14 －２　正格子Ｂ

14 －３　正格子Ｂ 14 －４　正格子Ｃ

14 －５　正格子Ｄ 14 －６　正格子Ｅ

14 －７　正格子Ｆ 14 －８　正格子Ｇ

240

358

225

238

231

239

233

235



　

15

15 －１　正格子Ｈ 15 －２　正格子Ｉ

15 －３　正格子Ｊ 15 －４　正格子Ｋ

15 －５　正格子Ｍ 15 －６　正格子Ｎ

15 －７　正格子Ｏ 15 －８　斜格子Ａ

249

250

244

242

251

248

245

241



　

16

16 －１　斜格子Ｂ 16 －２　斜格子Ｂ　傷あり

16 －３　斜格子Ｃ 16 －４　斜格子Ｄ

16 －５　斜格子Ｅ 16 －６　斜格子Ｆ

16 －７　斜格子Ｇ 16 －８　長格子Ａ

253

259

260

262

266

265

252
254

256



　

17

17 －１　長格子Ｂ 17 －２　長格子Ｄ

17 －３　長格子Ｅ 17 －４　長格子Ｆ

17 －５　長格子Ｇ 17 －６　長格子Ｈ

280

274
270

278

282

276



　

18

18 －５　平行Ｇ

18 －３　平行Ｅ18 －１　平行Ａ

18 －２　平行Ｃ 18 －４　平行Ｆ

18 －６　平行Ｈ 18 －７　平行Ｉ

18 －８　平行Ｊ 18 －９　平行Ｋ

293

289

296

294

298
220

287 291

283



　

19

19 － 1　女瓦側面　布目痕とバリ状の痕跡

19 －２　女瓦凹面　布目痕・糸切り痕・模骨痕・模骨止め痕

19 －３　女瓦凸面　種子付着

329

331

319



　

20

20　鬼瓦 A

332

333 334



　

21

21 －２　鬼瓦 B

21 －１　鬼瓦 B

341

351

347

352

348

343

353

349

345

344

350

346



　

22

22 －１　熨斗瓦

22 －２　隅木蓋瓦

22 －３　鳥衾瓦

22 －４　隅切り瓦

356 凹面

366

359

367 SKM03LSKM02L

370

356 凸面

368

360

369

372



　

23

23 －１　塼　台形

23 －２　塼　長方形

23 －３　塼　凹面側 23 －４　塼　凸面側

375

378

377

373

参考 2
参考 5参考 1

参考 6



　

24

24 －６　塼　布目圧痕

24 －１　塼　「キ」 24 －２　塼　「] ろ石ノ心」？

24 －４　塼　「山■」？

24 －３　塼　「一千｣

24 －５　塼　「水」？

376

379

377

378

参考 7

380



　

25

25 －４　文字瓦「] ■■ [」

25 －１　文字瓦「ｲ大瓦」 25 －２　文字瓦「] 十歳」

25 －３　文字瓦「大■」

25 －５　文字瓦「―」 25 －６　文字瓦「国分金光明」
83007

391
397

392

398

395



　

26

26 －１　瓦製品

26 －３　唐居敷座に加工した石製品

26 －２　瓦製品

399 400

402



　

27

27 －１　僧房跡東第二房南側唐屋敷座（台形塼）と切石（南から）

27 －２　僧房内排水溝 SD6005 瓦使用状況①（北から）



　

28

28 －２　僧房内排水溝 SD6005 瓦使用状況②（南から）

28 －１　僧房基壇外装瓦使用状況（北から）








